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と の 本 は 、 写 真 を 見 な が ら イ ラス ト を 描く と き に 、 ど の よう な 点 に 注意 し て 描い て いけ ば いい の か を 理解 する た 
め の も の で す 。 静止 し て いる 姿 、 動 いて いる 姿 や 日 常 の 動き を 中 心 に 、 さ ま ざ ま な ポー ズ と イラ スト を 収録 し て 
いま す 。 描 く と き の ポ イン ト に 加え 、 必 要 な 箇所 に は パー ス (遠近 法 ) の 理論 も 導入 し て いま す 。 写真 を 見 た ま 
ま 起 こす の で は な く 、 必 要 な 線 を 選び な が ら 、 体 を 立体 的 に と ら え て 動き の ある キャ ラク ター を 描き まし ょ う 。 


本 書 の 
使い 方 


⑨ 描き 方 の コッ 


写真 か ら イ ラス ト に 起こ す 際 に 、 注 
意 す べき 点 を まとめ まし た 。 コ ツ を 
意識 し な が ら 描い て みて くだ さい 。 








縦 、 横 、 奥 行き の 
3 要素 で と ら え る 
キャ ラク ター を 終 、 横 、 
奥行 き の ある 箱 に 入れ て 
と ら え る こと で 、 全身 を 
立体 的 に 把握 し ます 。 
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©@ アイ レベ ル 

見 て いる 側 の 目線 の 高 さ を 
表す マー ク 。 本 書 で は 、 人 
体 を 立体 的 に と ら え る た め 
の 、 パ ー ス (遠近 感 ) の 理解 
に 役立ち ます 。 





体 を 立体 的 に 把握 す 
る た め の 図 で す 。 体 
の バー ツ の 向き を と 
ら え る こと で 、 動 き 
の ある キャ ラク ター 
が 生ま れ ま す 。 








ミー" 
© PoiNT zoou QZ00M 
マン ガ 表 現に 欠か せな で ス 、 イラ スト や 写真 を 拡 
い ポ イン ト や 、 応 用 表 Ve 大 し て 見 た 方 が 理解 
現に つい て 解説 し て い 1 が 深まる 箇所 に つい 


ます 。 さ ら に 上 達 を 目 
指す 人 は 必見 で す 。 


の YA 
A 
グル IA 


筋肉 質 の 人 の 場合 

背中 の 筋肉 を 細か く 描き 込む 
と 、 筋 肉質 で 引き 締まっ た ア 
スリ ー ト の よう な 背中 を 表現 
で きま す 。 











て は 、 "ZOOM" で 示 
し まし た 。 





バス ト は 中 央 に 寄る 


バス ト は 脇 と つなが っ て いま す 。 
と の 場合 、 腕 を 手前 に まっ すぐ 伸 
ば す た め 、 バ スト は 中 央 に 寄っ た 
形 に な り ま す 。 





006 














1 章 


マン カ デ ッ サ ン の 


マン ガ デ ッ サ ン で は 、 見 た まま を その まま 描き 表す の で は 
な く 、 マ ン ガ らし い 表 現に な る よう に さま ざま な 工夫 が 必 
要 に な り ま す 。 ま ず は 作画 テク ニッ ク を 覚え まし よう 。 
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マ | ン | ガ | デ | ッ | サ | ン | と | は 


実際 の 姿 を 写し と る 「 デ ッ サ ン 」 に 対し 、「 マ ン ガ デッサン | は デフ ォ ル メ す る 描き 方 で す 。 
マン ガ デ ッ サ ン の 場合 も 、 デ ッ サ ン の よう に 人 体 の 動き に 対す る 理解 が 重要 で す 。 





実際 の 姿 を 写し 取る 

「 デ ッ サ ン 」 と は 輸 郭 線 の 強弱 や 太 さ で 、 見 た まま を リ 
アル に 表現 する 技法 で す 。 上 の 絵 は 描 き 込 み 線 が 多 
く 、 陰 影 や 質感 な ど を 見 た まま に 表現 し て いま す 。 


⑩ 頭 身 を 変化 させ る 


実際 の 成人 女性 の 体 の バラ ンス は 5. ら 頭 身 ~ 6 頭 身 く ら 
いで 、 全 身 に 対し て 頭 の 割合 が 大 きい の が 特徴 で す 。 し 
か し マン ガ で は 、7 頭 身 8 頭 身 くら い に デ フォ ル メ し 
て 描く 方 が バラ ンス が よく な り ま す 。 


1 
章 
と っ 
カ 
人 

ツ 
サ 
シ 
の 
基 
本 





こく | に さと 1| 


の ② キャ ラク ター の “ 線 "を 作り 出す 


"マンガ デッサン "は 通常 の デッサン と は 異な り 、 自 分 が 
どう いう 絵 を 描き た い の か を イメ ー ジ し て 、 そ の キャ ラ 
クタ ー の “らし さ ( 個 性 )" を 引き 出す 最低 限 の 「 線 ]」 を 作り 
出す 作業 で す 。 必 要 以 外 の 線 は そぎ 落と し ます 。 





脇 の 線 を 簡略 化し 、 肩 の ライ ン も な だ ら か に し まし た 。 際 影 
や 質感 表現 を 抑え て 華 秦 な 体 を 表現 し ます 。 


キャ ラク ター の 個性 を 強調 する 


一 般 的 な スタ イル の まま マン ガ に 起こ す と 、 リ アル で す 
が 、 面 白 み の な い キ ャ ラク ター に な っ て し まい ます 。 キ 
ャ ラク ター の 個性 を 活か が せる よう 、 顔 、 足 の 長 さや 腰 、 
バス ト を 強調 し て 魅力 的 な キャ ラク ター を 作り 出し ます 。 





線 を そぎ 落と し て デフ ォ ル メ す る 
マン ガ の デッサン で は 、 輪郭 の 余分 な 線 を 消し 、 ス ぱっ ちり し た 目 を 強調 し 、 輸 郭 線 を より 丸く 描く と と で さら 
タイ ル や 女性 の 表情 を 魅力 的 に 描き ます 。 こ と うし た に 明る く 可 愛らしい 印象 の キャ ラク ター に 。 


“デフォルメ "が キャ ラク ター に 命 を 吹き 込み ます 。 
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理想 的 な 頭 身 を 描く 


通常 の デッサン と は 違い 、 マ ン ガ で 描く 場合 は 全身 の バラ ンス に 気 を つけ る よう に し ます 。 


頭 身 を 意識 し て 、 魅 力 的 な キャ ラク ター を 描き まし ょ う 。 
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理想 的 な 頭 身 は 7.5 ~8 頭 身 
頭 身 と は 、 身 長 と 頭 部 の 長 さ と の 割合 の こと を 指し ます 。 成人 女性 


(男性 ) の リア ル な 体 は 6 頭 身 くら いで す が 、 マ ン ガ の キャ ラク ター 
で は 、 女性 、 男性 と も に 7.5 て 8 頭 身 く らい で 描く の が 理想 的 で す 。 






% ラ イン に 
あご 










%% ラ イン より 少 
し 大 きく 頭 を 描 
きま す 。 大 き さ 
は 7.5 頭 身 く ら 
い が 目 安 。 


へ 璧 WW 過 語 赴 軸 へ 電 YV 寺 で 人 生 ざる 



















3% ラ イン の 
上 方 に ひじ 
2as ラ イン に ひじ の 位置 は % 
脇の下 ライ ン の や や 上 
に くる よう に 描 
脇の下 は ライ 
きま す 。 
ン 上 に あり ます 。 


ウエ スト の 
位置 


ウエ スト は 、 バ 
スト か ら バ スト 1 
つ 分 下げ た と こ 


4 に ーー 
な ライン に の 

ろ に 設定 し ます 。 
恥骨 








2%% ラ イン に 恥骨 
と 手首 を 合わ せ 
て 、 足 の 長 さ を 
= 手 の 長 さ の バラ ee 
ンス を と り ま す 。 8 
\ ひさ の 位置 
1 ひざ 下 は 長く 描 
et 。 いた 方 が スタ イ = 
ke ル が よく 見 えま 8 
す 。 ひ ざ は % ラ 
イン の や や 上 を 
目安 に し ます 。 
ーー EE 
お な eye 3/ 
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頭 映 を 描き 分 ける 


理想 的 な 頭 身 の 描き 方 を マス ター し た ら 、 頭 身 を 変化 させ て キャ ラク ター の 個性 を 際立た せま し ょ う 。 
年 齢 や 性 格 に よっ て 変わ る 頭 身 表現 を 見 て いき まし ょ う 。 


モデ ル 体 型 

モデ ル 体 型 と も いわ れ 、 現 実に 存在 
する 最も スタ イル の よい 体型 で す 。 
頭 が 小さ く 、 股 下 が 長い の が 特徴 。 





成人 し た 女性 は 7.5 頭 身 く らい で 表 
現し ます 。 あ ご の 位置 や 恥骨 の 位置 
に 注意 し て 描き まし ょ う 。 


同一 人 物 に 見 せる に は 


頭 身 が 変わ っ て も 同じ キャ ラク ター に 見 22 ie 
せる た め に は 、 目 の 形 や 間隔 、 髪型 な ど 、 と の キャ ラク タ わっ て いま す 
ぞ その キャ ラク ター の 一 番 特徴 的 な 部 分 を い が 、 パ ー ツ の バ 
意識 し て 比率 を 調整 し ます 。 ラン ス は 同じ 。 


7.5 頭 身 NN ら 頭 身 





RCN に は の | 





青年 期 幼児 期 デフ ォ ル メ 

15 へ 18 歳 の 青年 期 を 表現 する に は 5、6 歳 の 幼児 休 型 を 描く と き は 、5 コミ カル に デフ ォ ル メ し た 2 頭 身 。 
6.5 頭 身 く らい に 。7.5 頭 身 より も ア 頭 身 くら い に し ます 。 体 の くびれ 表 首 下 に 比べ て 頭 を か な り 大 きく 描 
ウト ライ ン を ふっ くら させ ます 。 現 を 抑え 気味 に 描き ます 。 き 、 手足 を 知 くし ます 。 


013 


筋肉 の し くみ を と ら え る 


キャ ラク ター を 生き 生き と 動か す た め に は 、 体 の 動き を つか さ ど る 筋肉 の 働き を 
頭 に 入れ て お く こ と が 大 切 で す 。 そ の 上 で 自然 な 動作 を 観察 し て み ま し ょ う 。 





人 ゆう けり きん 
彼 眉 筋 
まゆ め 毛 を 
寄せ ます 。 


実 筋 
口 を 横 に 
引っ 張り ます 。 

















が ん りん きん 


眼 輪 筋 
目 を 閉じ ます 。 


ん か < きん 
三角 筋 
口角 を 引き 下げ ます 。 






こう りん きん 


口 輪 筋 
唇 動か し ます 。 


か し ん か せい きん 
下 唇 下 制 筋 
下 唇 を 引き 下ろ し ます 。 


顔 に は 、 表 情 を 変え る 筋肉 が あり ます 。 
よく 使わ れる の は 眉 と 唇 を 動か す 筋 肉 。 
口 は 縦 方 向 、 眉 は 横 方 向 に 動き ます 。 


じょう わん さん と う き 
上 腕 三 頭 筋 
ひじ を 伸ばす と き に 
使い ます 。 






前 有人 


手 を 開い た り 、 
手首 を 伸ばし ます 。 





じょう わ , まる きん 
上 腕 二 頭 筋 
ひじ を 曲げ る と き に 
使い ます 。 


EE 


ぜん わん くっ きん で ん 
前 腕 屈筋 群 
手 を 握っ た り 、 
手首 を ひね り ま す 。 


腕 に は 、 腕 を 曲げ る 上 腕 筋 と 手 を 曲げ る 
前 腕 筋 と が あり ます 。 手 の 曲げ 伸ばす 際 ょ 
の 、 筋 肉 の 収縮 に 注意 し ます 。 
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さん か く きん 
ーー 


腕 を 上 げ ま す 。 





だ い きょう きん 


大 胸 筋 
物 を 持ち 上 げた り 、 
押す 動作 に 使い ます 。 


ふく ちょく きん 


上 体 を 曲げ る 動作 に 
使い ます 。 


マ 
ン 
ガ 
に 
MA 
サ 
シ 
ど 
は 
ノン 
筋 
肉 
の 
し 
く 
み 
を 
と 
ら 
沈 
る 





女性 は 、 大 胸 筋 の 表現 を 控え め に し 、 乳 
房 を 強調 し ます 。 男 性 は 大 胸 筋 や 、 腹 直 
筋 を 描き 込む と 力 強 さ が 出 ます 。 


ー っ 


そう ほう きん 

僧 帽 筋 

頭 部 と 肩 甲骨 を 
動か し ます 。 





広 背筋 
腕 を 引き 下げ ます 。 


ぜ き ちゅ う き りつ きん 
脊柱 起立 筋 

上 体 を 起こ す と き に 
使い ます 。 





背中 は 、 筋 肉 の 隆起 や 骨格 を アウ トラ イ 
ン に 表現 し ます 。 降 起 し た 背 柱 起立 筋 の 
間 に は 背骨 の くぼみ が で きま す 。 
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大 爵 二 頭 筋 


ひざ を 曲げ ます 。 


ひ ふく きん 


腹筋 
足 を 伸ばし ます 。 


ヒラ メ 筋 
つま 先 を 伸ばし ます 。 


腕 腹筋 は 、 力 を 入れ る と ぐっ と 
隆起 し ます 。 ア キレ ス 腕 と も 連 
動 し て いる の で 、 総 合 的 な 動き 
と し て と ら え ます 。 





だ い た いち ょ くき ん 

大 朋 直 筋 

歩行 、 走 行 時 な ど に 使い 、 
ひざ を 伸ばし ます 。 


前 腹 骨 筋 


足 を 持ち 上 げ ま す 。 


太もも か ら ひ ざさ 、 く る 
ぶし まで は 外側 か ら 内 
側 に 向かう 線 で 緩やか 
に 湾曲 し ます 。 筋 肉 の 
つき 方 に 注意 し ます 。 









ちょ う し きん 

長 指 伸 筋 

人 さ し 指 か ら 小 指 を 

伸ばし ます 。 

ちょ う ほ ん きん 
長 母 指 伸 筋 
親指 を 伸ばし ます 。 


立つ て いる と き に 体 の 全 
体重 を 支え る 足 。 足 の 筋 
肉 で は 、 ア キレ ス 腫 が ふ 
くら は ぎの 筋肉 と 同調 す 


る と き の 伸縮 に 注意 し て 
描き まし ょ う 。 

ょ う ん アキ レス 筋 

長 指 伸 筋 足 を 伸ばし ます 。 








Mt 





り こつ きん 
瞳 骨 筋 
足 を 曲げ る 動作 に 
使い ます 。 





体 の 動き と 
筋肉 の 働き 


体 の 動作 で 覚え て お き ea 
た い の が 、 腕 と 足 を 曲 
げ る 動作 で す 。 筋肉 の 人 ま de た 
収縮 の 仕方 を 覚え て お yuco 
け ば 、 自 然 な 動き が 描 人 


= 起 を アウ トラ イ 
ける よう に な り ま す 。 oe 


大 爵 直 筋 が 


足 を 曲げ る 


太もも は 大 股 直 筋 
と 大 腹 二 頭 筋 が 収 
縮 し ます 。 大 乃 二 
頭 筋 の 隆起 を 描く 
と 動作 が 伝わり ま 
す 。 
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2 
ン 
ガ 
る 
サ 
2 
と 
は 
人 
肉 
の 
し 
み 
を 
選 
ら 
え 
る 


アウ トラ イン を 描き 分 ける 


平面 的 な 人 体 に 立体 感 を つけ る の が アウ トラ イン (輪郭 線 ) の 表現 で す 。 
単純 な 直線 や 曲線 を 使う の で は な く 、 筋 肉 の 隆起 を 意識 し て 描い て み ま し ょ う 。 





腕 の 

盛り 上 が り 
筋肉 の 隆起 を 強調 す 
る こと で 腕 に 立体 感 
が 出 まし た 。 ご つど 
つ し た 線 で アウ トラ 
イン を 形 作 り ます 。 
























ウエ スト の 表現 
胸板 と ウエ スト の 差 
を 実物 より も 出し 、 
腹筋 表現 を 入れ る ご 
と で 力 強 さ が 加わ り 
ます 。 








ふく ら は ぎの 
後ろ の 表現 
太もも の 内 側 に 見 える 下 股 
盛り 上 が り ヽ 二 頭 筋 が 伸び て い 
内 太もも の 筋肉 の る 様子 も 線 で 描き 
隆起 は 1 本 線 で 表 込み ます 。 
現し ます 。 実物 よ 
り も 大 げ さ に 段差 
を 入れ ます 。 


立体 を 線 に 起 て と す と き は 、 最 低 限 
どの よう な 線 を 作り 出せ ば その 立 
体 を 「 立 体 ] と し て 認識 で きる の か 
を 考え て みる こと が 大 切 で す 。 


0 マン ガ デ ッ サ ン 

効果 的 な 線 の 立体 と し て の 0 
【 と - 

作り 出し 方 DS の めき を N* 電 


マン ガ を 描く と き は 、 筋 


肉 の 動き を 意識 する と わ 
か りや すい で し ょ う 。 ま 


立体 を 意識 し 
な いと 違和感 
た 、 普 段 か ら 人 体 を 立体 が ある 
的 に と ら え る クセ を つ 


け 、 違 和 感 の な い 体 を 描 実物 の 写真 どおり の デッサン 。 腕 や 肩 筋 内 の 動き を 表す 線 を 選ん で 入れ る と 
ける よう に し まし ょ う 。 の 筋肉 の 隆起 が 目立ち ませ ん 。 自然 で 立体 的 に な り ま す 。 
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3 = た 体 の アウ トラ イン を 変え る こと で 、 さ ま ざ ま な 体格 の キャ ラ 
ー コ A < 
描き 分 け に よる キャ ラ の 表現 方 法 クタ ー を 描け られ ます 。 


骨格 が 

浮き 上 が る 
鎖骨 や 助 骨 な ど 
の 人 骨格 が 強調 さ 
れ ま す 。 細 い 線 
で 描き 込み ます 。 


筋 を 
目立た な せる 
脂肪 が 少な い 
分 、 手 や 足 を 細 
く 描き ます 。 






















筋肉 を 
目立た せる 


筋肉 の 描き 込み 
レベ ル を 上 げ て 
アウ トラ イシ の 
盛り 上 が り を 描 
きま す 。 





関節 を \ 

引き 締め る デン 筋肉 や 骨 が 
関節 や ウエ スト > 見 えな い 

の 筋肉 を ぐっ と 脂肪 に 覆 わ れ 

















引き 締め て 描き て 、 筋 内 や 骨 の 丸み を 
ます 。 隆起 が 見 えな く 強調 する 
な り ま す 。 手足 を 太く 、 大 
きく 出 た 腹部 や 
胸部 は 丸み を 意 


識 し て 描き ます 。 
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マ 
ン 
ガ 
人 
ッ 
サ 
の 
と 
は 
2 
Pa 
用 
ト 
ジラ 
イ 
ジグ 
を 
描 
き 
分 
け 
る 


男女 の 表現 


筋肉 の 表現 の 描き 込み 、 強 調 す る 体 の パー ツ な ど 、 
アウ トラ イン の デフ ォ ル メ 表 現 を 応用 すれ ば 、 男 女 の 性 差 を 描き 分 ける こと が で きま す 。 











の 
首 は 細く 描く (iN 
女性 の 首 は 細く 描き WM 
ます 。 首 の 筋肉 ( 胸 Q 。 / 
鎖 乳 突 筋 ) も あま り ーー 
描き 込み ませ ん 。 
< イ 
腰 幅 は 肩幅 の 
半分 くら い 
腰 幅 は 肩幅 の 半分 く 
/ らい を 目安 に し ます 。 
/ また 、 肩幅 も 狭く 設 





定 し ます 。 










筋肉 表現 は 
省略 する 

し わ や 筋肉 の 線 は あ 
まり 描き 込ま ず に 省 
略し ます 。 滑 ら か な 
曲線 を 意識 し て アウ 
トラ イン を と り ま す 。 


NN 7 
X 脚 が 
美脚 ライ ン 
ひさ ざか ら 下 が 軽く 外 へ 
向く X( エ ックス ) 脚 気 
味 に 描く と きれ い に 見 
えま す 。 ひざ か ら ふ く 
ら は ぎ 、 く る ぶし が つ 
く よ う に し ます 。 





アプ 。 Ay ご 


理想 の ライ ン 強調 ボイン ト 


や わら か い 曲 線 で 貫 
女性 らし さ を 表 現 
女性 らし さ を 表 現す る に 

は 、 筋 肉 を 表現 を 控え め 

に し 、 や わら か い 曲 線 で 

アウ トラ イン を 形 作 り ま 

す 。 手足 も 小さ め に すら 女性 の 体 は 腰 の ふく 








っ と し た 体型 に な る よう ぁみ を 中 心 と し た O A NI el 腰 か ら ヒッ プ に か け て 曲線 を 描き ま 
選 ま 。 型 を 意識 し ます 。 す 。 キャ ラク ター に よっ て 描き 分 け て 。 す 。 ヒ ッ プ は 丸く 大 きく 描き ます 。 





020 


男性 


首 ま わり の 
筋肉 を 強調 


男性 の 首 は 筋肉 が 発 
達し て いる の で 、 太 
く 描 きま す 。 あ ご の 
ライ ン く らい の 太 さ 
に な る よう に し ます 。 





筋 内 や し わ を 
強調 する 


首 や 肩 ま わり 、 腕 、 
足 に し わ や 筋肉 を 表 
現す る 線 を 描き 込ん 
で 男性 らし さ を 強 調 
し ます 。 





硬い 曲線 で 描い て 
男性 らし さ を 強 調 


筋肉 や 骨格 の 発達 し た 男 


性 は 、 ゴ ツ ゴ ツ し た 硬い 
直線 で 人 体 の アウ トラ イ 
ン を と り ま し ょ う 。 脂肪 
が 少な い の で 、 骨 格 や 筋 
肉 の 凹凸 を 目立た せる の い 男 性 は 、V の 字 の 首 や 肩 ま わり の ご つ ご つ し た 筋肉 描写 上腕 二 頭 筋 な ど 、 腕 の 筋肉 の 隆起 を 描 


肩 に 比べ て 腰 幅 の 狭 


も ポイ ント で す 。 シル エッ ト で す 。 で 、 力 強 さ を 表現 し ます 。 








肩幅 を 広く 
筋肉 質 に 描く 


男性 は 肩幅 を 広く 描 
き 、 筋 内 の 厚み も 表 
現し ます 。 


ウエ スト を 
引き 締め る 
胸部 か ら ウ エス ト に 
向かっ て アウ トラ イ 
ン を 引き 締め る と ス 
タイ ル よ く 見 えま す 。 





き 込み まし ょ う 。 
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= 
ン 
ガ 
の 
ツ グ 
サ 
ン 
と 
は 
グ 
男 
女 
の 
表 
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四半 回 3 四国 回 


キャ ラク ター を 平面 で は な く 立 体 と し て と ら え る と 、 よ り 生 き 生 き と し た 表現 が 可能 で す 。 
縦 、 横 、 奥 行き の 3 要素 を 意識 し て 立体 的 に 描い て み ま し ょ う 。 





















体 の 動き は 
円 筒 で 考え る 


人 体 は 立体 で す 。 そ 
の 立体 の 側面 が どこ 
に 向い て いる か を と 
ら え 、 作 画 に 反映 さ 
せま し よう 。 









握 に 役立て て くだ さい 。 


アイ レベ ル と 


※ 本 書 で は 、 体 の 向き が わか り 
に くい と と ろ に 、 上 図 の よう な 
図 を 入れ て あり ます 。 立体 の 把 





パー ス の 基本 


実際 は 平行 な 線 で も 、 
遠近 感 を と ら え る た め 
に は 斜め に な り ま す 。 
この 斜め 線 を 「 パ ー ス 





ライ ン 」 と 呼び 、 パ ー 
スラ イン は アイ レベ ル 
上 に ある 「 消 失点 」 に 集 
まり ます 。 


1 点 透 視 図法 
物体 を 正面 か ら 見 
た と き 、 奥 に 向 か 
う 縦 の 線 だ け に パ 
ー ス が つく 絵 の こ 
と を 指し ます 。 


2 点 透 視 図法 
物体 を 角 か ら 見 た 
と き 、 縦 、 横 の 方 
向 に 2 つの 消失 点 
が ある 絵 の こ と 。 















縦 、 横 、 奥 行き の 
3 要素 で と ら え る 


キャ ラク ター を 縦 、 横 、 
奥行 き の あ る 箱 に 入れ て 
と ら え る こと で 、 全 身 を 
立体 的 に 把握 し ます 。 


アイ レベ ル を 
意識 する 


立体 的 に と ら え る た め に 
は 、 見 て いる 側 の 目線 の 
高 さ (デア イレ ベル ) も 大 
切 で す 。 ア イレ ベル 上 の 
消失 点 (下図 参照 ) に 向け 
て 遠近 感 ( モ バース ) が つ 
きま す 。 





※ 本 書 で は 、 ア イレ ベル が わか り に 
くい と ころ に 、 上 図 の よう な アイ レ 
ペル マー ク を 入れ て いま す 。 あ くま 
で 参考 で す が 、 作 画 に 役立て て くだ 
さい 。 


Es Bi Es ES ENS Ee i Fs SS FE is os i lia oi i it tis a mk i 


\ 


3 点 秀 視 図法 
物体 を 見 上 げた り 
見 下ろ し た りす る 
と き 、 縦 、 横 、 高 
さ の 方 向 に 3 つの 
消失 点 が ある 絵 の 
に 











① アイ レベ ル を 決め る ② パー ス を 意識 し て 描く ③ 清書 する 

まず 、 ア イレ ベル を 決め 、 ど の くら い の パー ス を 意識 し な が ら キ ャ ラク ター を 描 人体 の シル エッ ト が 決ま っ た ら 、 線 の 数 
角度 で キャ ラク ター を 描き た い の か を 考 。 きま す 。 筋 肉 の 向き 、 立 体感 が わか る よ を 減ら し て 人 体 の 各 バ ー ツ を 整え ます 。 
えな が ら %%、%、% ラ イン に パー ス を つ うに 、 補 助 線 を 描き 込み な が ら 作 業 を 進 質感 を 意識 し て 太い 線 と 細い 線 を 描き 分 
け ま す 。 こ と の と き 、 地 面 に グリ ッ ド 線 を 。 め る と よい で し よう 。 全 体 の バラ ンス も け 、 清 書 し て 完成 で す 。 

描い て お きま す 。 ここ で 整え ます 。 










立体 感 の つけ 方 NG 


立体 的 に 描こ うと し て も 、 ど うし 
て も うま くい が か な いこ と も ある は 
ず で す 。 和 失敗 例 か ら 学 ん で 作画 に 
活か し まし ょ う 。 









足 の 奥行 き が な い パー ス が 合わ な い 


振り 上 げた 足 の 奥行 き を うま く 両足 の パー ス は と れ て いま す 
表現 で き て いま せん 。 太 も も 、 が 、 体 が 同一 の パー ス で 描か れ 
ふく ら は ぎの 形 に バー ス を つけ て いな いた め 、 足 と 上 半身 が ち 


る 必要 が あり ます 。 ぐ は ぐ な 印象 に な つて いま す 。 
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テ 
本 
の 
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>] 


岩肌 S 





へ 璧 羽 下 の StS 匂 弄 ト 


アオ リ と フカ ン の 描き 分 け 











頭 を 
小さ く 描 く 
アイ レベ ル か ら 最 も 
遠い と ころ に ある 頭 
は 小さ く 見 えま す 。 
手 の 下 側が と 比率 に 気 を つけ な が 
見 える ら 描 きま し ょ う 。 










下 か ら 見 た アン グル 
だ と 、 正 面 か ら で は 
見 えな い 手 の 下 側 や 
曲げ た 足 の 甲 が 見 え 
ます 。 こ うし た 部 分 
を 描く と と で 絵 に 説 足 が 

得 カ が 出 ます 。 長く 見 える 
下 か ら 見 上 げ る と 足 
が 長く 見 えま す 。 特 
に 、 ひざ 下 を や や 長 
め に 描く よう に し ま 
す 。 














アイ レベ ル 

アイ レベ ル は く 

る ぶし の や や 上 

下 か ら 見 上 げ る 構図 で に あり ます 。 ア 
す 。 アイ レベ ル に 近い 1 イレ ベル に 近い 
足 が 大 きく な り 、 上 半 足 は 大 きく 、 豆 
身 か ら 頭 に か け て 小さ に 向かっ て 小さ 


ニ =ー ニ ニー ニー ニナ ペ = ニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ 。 


く な り ま す 。 の 1 く 描き ます 。 











アイ レベ ル を 意識 し た 
アオ リ 時 の 人 体 の 描き 方 


アイ レベ ル を と っ た ら 、 身 長 を 決め て 
全身 の 中 間 よ りや や 上 に ① の 点 を 打ち 
ます 。① か ら 頂 点 ま で の 半分 より や や 
上 に ② の 点 を 打っ た ら 、 そ れ ぞ れ を %、 
% ラ イン と 考え て 描き ます 。 縦 の 長 さ 
だ け で な く 、 横 幅 の 変化 に も 注意 し ま 


し ょ う 。 ア オリ を きつ くし た い 場 合 は アオ リ の 構図 は 、 威圧 感 な ど 相手 を 圧倒 する 
① の 点 を より 上 に 描き ます 。 | よう な 強 さ や 恐怖 と いっ た 印象 を 与え ます 。 





アイ レベ ル 
頭 よ り も 高い と ころ 


に アイ レベ ル が ある 
の で 、 足 先 に いく に 
し た が っ て 、 パ ー ツ 
が 小さ く な り ま す 。 





上 か ら 見 下ろ す 構 図 で す 。 ア イレ ベ 4 % 頭 を 

ル に 近い 頭 か ら 、 人 体 の パー ツ が 短 / い 大 きく 描く 
| さく な る の が 特徴 。 / " 

縮 され て 小さ く な る の が 特徴 \ アイ レベ ル に 最も 近 


enn SRR い 頭 が 大 きく 見 えま 















へ 難 玉 が SS 員 殖 





し す 。 頭 の 上 が 見 える 
ぬり ク こと に も 注意 し まし 
MN 。 ー 1 よう 。 

LN 























手 の 上 面 が 
見 える 


正面 か ら の 視点 で は 
見 えな い 手 の 上 側 や 
足 の 裏 が 見 えま す 。 
顔 と の 比率 を 調整 し 
な が ら 描 きま す 。 





足 は 短く 、 下 に 
いく ほど 細く 描く 


足 は 短く 短縮 され て 見 
えま す 。 パ ー ス の 補助 
線 を 引い て 、 太 も も と 
ひさ ざさ 下 の 比 率 を 考え な 
が ら 縦 幅 と 横幅 を 変化 
させ ます 。 





アイ レベ ル を 意識 し た 
フカ ン 時 の 人 体 の 描き 方 


アイ レベ ル を と っ た ら 、 全 身 の 長 さ 
の 中 間 よ りや や 下 に ① の 点 を 打ち 、 


頂点 と ① の 点 と の 中 間 よ りや や 下 に 
⑧ の 点 を 打ち ます 。 そ れ ぞ れ を %%、 
% ラ イン と 考え て 人 体 の パー ツ を 描 
いて いき ます 。 フ カン を きつ くし た 
い 場 合 は 、① の 点 を 中 間 点 より も よ 上 か ら 見 下ろ す 構 図 は 、 状 況 説明 的 な カッ ト 
り 下 側 に 打ち まし ょ う 。 や 、 人 物 を 弱 々 し くみ せる 効果 が あり ます 。 
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読 | む | マ | ン | ガ | テッ | サ | ン |1 | 


「 絵 の 上 達 に つい て 」 


誰 で も 最初 か ら 上 手 に 絵 を 描く こと は 
で きま せん 。 現 在 、 第 一 線 で 活躍 され て 
いる 方 々 も 、 皆 さん 最初 は そう だ っ た の 
で は な いか と 思い ます 。 

私 も 人 物 の 顔 は よく 描い て いた の で そ 
れ な り に 描け た の で す が 、 身 体 を つけ る 
と な ん だ か いび つ に ……。 部 分 部 分 に 目 
が いっ て し まっ て 全体 の バラ ンス が と れ 
て いな か っ た の で す 。 

色 を 塗る 事 も 大 嫌い で し た 。 思い通り 
の 色 の 表現 が で きず 、 イ ライ ラ し て ぽ 
いっ と 筆 を 投げ て し まい まし た 。 

技術 を 知ら な い 、 知 ろう と し な か っ た 
の で すか ら 当 然 の こと で す 。 ど うし よう 
も な く 行 き 詰っ て 、 こ の まま じゃ 駄目 だ 
と 思い 、 た くさ ん の 技術 書 を 読み あさ り 、 
いろ いろ な 絵 を 見 まし た 。 

する と 、 和 驚く よう な 新た な 発見 が あり 、 
今 ま で 悩ん で いた 事 も あっ さり と 解決 し 
て いき まし た 。 バ ラン ス が と て も 重要 だ 
と いう こと も わか り 、 絵 を 全体 で 見 る よ 
うに な っ て 、 知 っ て いる も の や 好き な も 
の だ け 描 いて いる と 、 と て も 狭い 世界 の 
表現 し か で き な い こと に 気づき まし た 。 

も と も と 、 私 は 女性 と メカ を 描く の が 
大 の 苦手 で 、 筋 肉質 な 男性 を 描く の が 得 







意 で し た 。 や は り 自 分 が 得意 な も の と い 
う の は 、 好 きだ っ た り 憧 れ が あっ た りす 
る も の な の だ と 思い ます 。 

そこ で 、 ま ず 、 女 性 や メカ の 資料 を た 
くさ ん 用 意 し て 、 よ いと ころ 、 好 き な と 
ころ を 見 つけ る こと か ら 始 め ま し た 。 そ 
うい うと ころ が 見 つか る と 描く の が 苦 に 
な ら ず 、 楽 し く な っ て きま す 。 

そう し て 研究 を し て いる うち に 、 今 ま 
で 得意 だ っ た も の に 関し て も 、 よ り 豊 か 
な 表現 が で きる よう に な り ま し た 。 
色 塗 り も 同じ よう に 意識 を 変え 、 光 を 
描く こと で 表現 が 広がる 楽し さ を 見 つけ 
る こと が で きま し た 。 色 彩 効果 を 学べ ば 、 
思い 通り の 表現 が で きず 、 イ ライ ラ し て 
筆 を 授 げ る 、 と いう こと も な く な り ま す 。 
いろ いろ な も の を 見 て 学ん で 吸収 し 、 
絵 と し て 吐き 出す こと に よっ て 、 ま た 新 
し いも の が 見 えて きま す 。 そ の うち に 、 
今 ま で 越え られ な か っ た 大 き な 壁 も 、 小 
さく 見 える よう に な っ て 、 簡 単に 越え ら 
れる よう に な る が か も し れ ま せん 。 

固定 観念 に と ら わ れ て 食わ ず 嫌 い に な 
ら ず に 、 さ ま ざ ま な こと に チャ レン ジ し 
て 視野 を 広げ て みる こと は 、 と て も 大 事 
な こと だ と 思い ます 。 














の 章 


静止 し て いる 
体 を 描く 


静止 し て いる 体 を 作画 する 際 は 、 全 身 を バラ ンス よく 描く 
と と が 重要 で す 。 い ろ い ろ な ボー ズ を 参考 に 、 筋 肉 の 凹凸 
や 重心 の 位置 な どの 基本 の 描き 方 を 学び まし ょ よう 。 











全体 重 を 支え て いる 両足 、 頭 を 支え を て いる 首 な ど 、「 立 つ ] と いう 動作 は 、 全 身 の 筋肉 を 使い ます 。 
体 の 各部 位 ご と の 筋肉 の 働き を 意識 し て 描く と よい で し ょ う 。 





ーー 


首 は 頭 を 支え る 土台 で あり 、 頭 を 動か 
す 役 目 も 担っ て いま す 。 


肩 は 最も 可動 範囲 が 広い 部 位 で あり 、 
腕 や 手 の 動き を 支え そ て いま す 。 






腰 は 体 の 動作 が 始ま る 部 位 で あり 、 腰 
を 中 心 に 各部 位 が 動き ます 。 


足 は 常に 体 を 支え て いる た め 、 筋 肉 が 
他 の 部 位 に 比べ て 発達 し て いま す 。 
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/7 マンガ に する と き の ボ ポイ ント 





e アウ トラ イン を デフ ォ ル メ す る 


\ 立体 的 に 見 える よう に 描く 
* 腰 の くびれ な ど 、 女 性 らし い メ リハ リ を つけ る 
\* 体 の ライ ン は 、 曲 線 的 に 描く 









胸 鎖 乳 突 筋 ( 首 の 筋肉 ) の 線 を 描き 込む 
と 頭 と 首 が 立体 的 に 見 えま す 。 








女性 の 場合 、 肩 の 筋肉 は 描き ませ ん 。 
丸い アウ トラ イン を 意識 し まし ょ う 。 


こ 





し な や か な 腰 の ライ ン は 、 助 骨 の す ぼ 
まり と 骨盤 の 広 さ の 差 か ら 生じ ます 。 





太もも の 前 側 、 後 ろ 側 、 内 側 に ある 筋 
肉 で 足 を 曲げ 伸ばし し ます 。 
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基本 


立つ て いる 人 物 を 描く 際 は 、 頭 、 胴体 、 手足 、 背 号 な ど 、 全体 の バラ ンス を 整え る こと が 重要 で す 。 
重心 の 線 を 引い て 、 重 心 の 位置 を 意識 し な が ら 描き まし ょ う 。 





重心 の 線 


首 が 細く て 
肩幅 が 狭い 


女性 の 首 は 男性 に 比べ 、 
細く て 長く 、 肩 幅 が 狭い 
の が 特徴 で す 。 肩 幅 は 首 
の 長 さ の 4 倍 が ちょ うど 
示 い WV パラ シス で す 。 


肩幅 より も 

腰 幅 を 広く 描く 
作画 する 際 は 、 実際 の 体 
型 より も 腰 幅 を 広く し 、 
ウエ スト を シェ イブ し て 
描き まし ょ う 。 





足 の ライ ン は 

X 脚気 味 
女性 の 足 の ライ ン は 、X 脚 
気味 に 描き まし ょ う 。 太 
も も の ライ ン は 、 ふ くら 
ん だ 曲線 を 意識 し ます 。 


肩幅 と ウエ スト の 
理想 的 な 比率 

ウエ スト は 、 肩 幅 の 半分 くら 
いで 描く と 女性 らし い メ リハ 
リ の つい た 体 に な り ま す 。 図 
の よう な アタ リ 線 を 描い て 練 
習 を し て み ま し ょ う 。 
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背骨 の 

アタ リ を 描く 
首 か ら ヒ ッ プ に つなが る 
背骨 は 、S 字 状 の アタ リ 
を 描き まし ょ う 。 背 骨 の 
アタ リ は 、 後 頭 部 か ら 描 
きま す 。 











ヒッ プ は 丸く 描く 
ヒッ プラ イン の ふく ら み 
は 、 曲線 を 意識 する よう に 
丸く 描き まし ょ う 。 ま た 、 
肩 四角 より も ヒッ プ が 突き 
出 て いる の が 特徴 で す 。 










ふく ら は ぎ か ら 足首 に 
向かっ て 細く 描く 

足 を 描く 際 は 、 ア ウト ライ ン 
の と り 方 が 重要 で す 。 女性 ら 
し い 脚 線 美 を 表現 する に は 、 
ふく ら は ぎ か ら 足首 に 向かっ 
て 細く 描き まし ょ う 。 












胸 の ふく ら み を 強調 する 


胸 の ふく ら み は 、 女 性 キャ ラク ター 
の 魅力 に つなが る 大 事 な ポ イン ト で 
す 。 バ スト を 真横 か ら 描 く と き は 、 
円 に 近い 曲線 で 描き まし ょ う 。 
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立 
9 
の 
基 
本 





背面 の へ こみ を 強調 する 


立っ て いる 女性 の 背面 に は 、 肩 甲骨 
に よる 凹み が で きま す 。 こ の 凹み を 
強調 し て 描く と 、 女 性 らし いし な や 
か な お 背中 を 描く こと が で きま す 。 
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重心 の 線 
! 


肩 甲 骨 を 描く 
肩 甲 骨 の 隆起 し て いる 
部 分 は 、 八 の 字 状 の 線 
を 描き 入れ て 表し まし 
お 。 


逆 八 の 字 を 
描き 込む 
腰骨 に は 、 逆 ハ の 字 を 
描き 込み まし ょ う 。 ま 
た 、 腰 骨 が 張っ て いま 
す 。 ヒ ッ プ ライ ン に 食 
い 込 む お よう な 、 太 も も 
の ライ ン を 入れ る と 線 
に メリ ハリ が つき ます 。 


ひざ 裏 の 凹凸 を 
描き 入れ る 


ひさ 裏 の 関節 部 分 に は 
凹凸 が あり ます 。 凹凸 
が わか る よう な ライ ン 
を 入れ て 、 ふ くら は ぎ 
に 向かう ふく ら み に つ 
な げ ま し ょ う 。 








ーー- - - . 重心 の 線 







鎖骨 の くぼみ を 
強調 する 

鎖骨 の くぼみ を 強調 し て 描 
く と 、 女 性 らし い 華 秦 な 夫 
囲 気 を 出せ ます 。 














ウエ スト ライ ン は 

S 字 を イメ ー ジ し て 
斜め 横 か ら 見 た ウエ スト の 
ライ ン は 、S 字 状 の ライ ン を 
イメ ー ジ し て 描き まし ょ よう 。 





両足 の 間 は 
密着 し て いる 

正面 か の ら 見 た と き に あっ た 
両足 の 隙間 は 、 斜 め 横 か ら 
見 る と な く な り ま す 。 両 足 
は 骨盤 の 向き に 合わ せま し 
坊 。 















胸 を 小さ め に 描く 
斜め 後ろ か ら 見 える 胸 は 、 
真横 に 向い た と き の 半分 ほ 
ど で す 。 必要 以上 に 大 きく 
描く と 、 不 自然 な 印象 に な 
る の で 気 を つけ まし ょ う 。 










背骨 を 描く 
薄い 線 で ウエ スト ライ ン に 
沿っ た S 字 状 の 背骨 の アタ 
リ を 入れ ます 。 こ の 構図 の 
背骨 の 線 は 、 奥 行 が 出 て 左 
右 均等 で は な い の で 注意 し 
きしょう 。 





- メリ ハリ を つけ る 

腰 の くびれ と お 尻 の ふく ら 
み が 強 調 さ れる 角度 な の 
で 、 背 骨 か ら ヒ ッ プ に か け 
て メリ ハリ を つけ て 描き ま 
じ し ま る 。 
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后 憧 居 


し 
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es 2 
アオ リ ・ フ カン 
アオ リ と フカ ン を 効果 的 に 使う と バリ エー ショ ン 豊 か な 構図 が 描け る よう に な り ま す 。 
角度 の 違い に よっ て 描き 方 の ポイ ント が 異な る の で 注意 し まし ょ う 。 


顔 を 小さ く 描 く 

手 や 足 に 比べ て 顔 を 小さ く 
描く と と で 遠近 感 が か 生ま れ 
ます 。 ふ くら は ぎ に あ る ア 
イレ ベル を 意識 し て 描き ま 
し まう 。 


胸 の 見 え 方 の 違い 
アイ レベ ル は 、 位 置 を 変え 
る と 胸 の 大 き さ や 見 え 方 が 
異な り ます 。 こ の 角度 か ら 
見 る と 、 胸 の 大 き さ は あま 
り 強 調 で きま せん 。 


足 が 長 く 見 える 
アオ リ の 場合 、 通 常 の 角度 
より も 足 が 長 く 見 えま す 。 
また 、 足 の 問 に で きる 隙間 
の 描き 方 も 角度 の 違い を 表 
す 上 で 重要 で す 。 


アオ リ を 上 手 に 描く コツ 
アオ リ を 描く 際 は 、 ア イレ ベ 
ル か ら 難 れる ほど 小さ く 描 く 
の が コツ で す 。 イ ラス ト の よ 
うに 立体 を 意識 し て 、 腕 、 肌 
体 、 足 な ど 各 パー ツ の プロ ッ 
ク が 重なり 合う イメ ー ジ を 持 
っ て 描き まし ょ う 。 








アオ リ 


基本 的 な こと は 女性 
と 同じ で す 。 頭 は 小 
さく 、 足 下 を 大 きく 
描き まし ょ う 。 骨 ば 
つて 発達 し た 筋肉 を 
強調 する よう に 描き 
ます 。 


フカ ン 

頭 は 大 きく 、 足 下 は 
小さ く 描き ます 。 男 
性 の 特徴 で ある 広い 
肩幅 は 、 フ カン の 場 
合 、 狭 く 見 えて し ま 
わな いよ う 、 強 調 し 
て 描き まし ょ う 。 





頭 は 大 きく 描く 


アイ レベ ル の 位置 が 高 
く な る に つれ て 、 頭 は 
大 きく な り 、 顔 の 各 パ 
ー ツ は 近づい て いき ま 
す 。 鎖 骨 の くぼみ も 深 
く は っ きり と 出 ます 。 


メリ ハリ の ある 
くびれ 


ウエ スト の S 状 の ライ 
ン を さら に 強調 し て 描 
きま し ょ よう 。 骨盤 の 筋 


を 入れ る と 、 足 の つけ 
根 が わか りや すく な り 
ます 。 


足 の 長 さ が 
短く な る 


真 上 か ら 見 下ろ す フ カ 
ン の 場合 、 両 足 は 通常 
の 角度 の と きよ り も 小 
さく 、 足 の 長 さ も 短く 
な り ま す 。 





035 





立 
っ 
の 
x 
オ 
り | 


で すす NJ 








036 

























MI 

人 首 は ほとん ど 
PE 描か な い 

N 首 は 肩 に 隠れ 、 あ ご を 残し 
い ! て ほとん ど 見 えな い の で 、 
人 1 後頭 部 の 線 は その まま 背中 
に つなが り ま す 。 

H ! 

補導 8 | 

! ヒッ プ の 

! | 見 え 方 が 変わ る 
! 1 通常 の 角度 か ら は 見 えな か 
1 * つっ た 奥 側 の ヒッ プ も 見 える 
1 よう に な り ま す 。 
ト ッ 


SEG kg 2 





フカ ン か ら 見 た 胸 
フカ ン の 場合 、 胸 が 腸 体 
か ら 突 き 出し て いる こと 
が わか る 構図 に な り ます 。 








両足 を 描く 
足 は 右 だ けし か 見 | し AN / 、 
! 8 1 肩 の 部 分 を 意識 する 


えま せん が 、 足 先 
は 左 有 商 訪 児 え る 頭 に 隠れ た 肩 の 部 分 を 意識 し 



























ee oe ( て お く と 左側 の 腕 も 描き や す 
デコ el 75 、 く な り ま す 。 形 が と り に くい 


場合 は 、 鎖 骨 を 基準 に 組み 立 
る まじ まる Ds 




























肩 甲 骨 と 背骨 を 描く 
肩 甲骨 と 背骨 は 、 通 常 の 角 
度 か ら 見 る より も 目立っ て 
見 えま す 。 マ ン ガ に 起こ す 
際 は 、 は っ きり と 濃く 描く 
よう に し まし よう 。 


ヒッ プ の 丸み を 
強調 する 

ヒッ プ は ふっ くら と し た 丸 
み を 強調 し て 描き まし よう 。 
股間 部 分 の 隙間 は 、 通 常 の 
角度 より も 広く な り ま す 。 





補助 線 を 多用 する 


後頭 部 の アタ リ は 難易 度 が 高 
い の で 、 補助 線 を 多用 し 、 立 
体 が と ら え や すく な る 工夫 を 
まま 5。 


背骨 の ライ ン が 
浮き 出る 

正面 か ら 見 た と き は 、 目 立た 
な い 背 骨 の ライ ン が 浮き 出 ま 
す 。 と の ライ ン を 線 で 描き 入 
れる と と で 、 フ カン か ら 見 た 
構図 が 強調 され ます 。 

























ヒッ プ の 形 の 違い 
腰骨 か ら 太 も も まで の ライ ン 
は 、 丸 み を も た せ て 描き まし 
よう 。 ヒ ッ プ は 中 心 が 凹 ん だ 
よう な 形 に な り ま す 。 
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・ ご SNOE 


せい 


男性 


男性 の 場合 、 筋 肉 や 骨格 が 発達 し て いる た め 、 全 体 的 に が っ ちり し て 骨太 な イメ ー ジ で す 。 
作画 する 際 は 、 筋 肉 の 盛り 上 が りや 骨格 の 太 さ を 強調 し て 描き まし ょ う 。 





きょう に あう と づつ きん 

胸 鎖 乳 突 筋 を 
強調 する 

首 に 斜め 方 向 に は し る 
胸 鎖 乳 突 筋 を 強調 し て 
描く と 、 男 性 ちら し い 力 


強 さ が 生ま れ ま す 。 


肩幅 の 標準 は 
頭 3 つ 分 


成人 男性 の 標準 的 な 肩幅 
は 、 頭 3 つ 分 を 目安 に し 
て いま す 。 





肩幅 に 比べ て 
腰 幅 が 狭い 

腹部 は 筋肉 の 筋 が 見 える 
た め 、 ゴ ツ ゴ ツ し た ライ 
ン に な り ま す 。 肩 幅 に 比 
べ て 腰 幅 が 狭く 、 逆 三角 
形 の よう な 体型 で す 。 











バス ト と ウエ スト の 
差 を 強調 する 

バ パスト と ウエ スト の 差 を 強調 
し 、 メ リハ リ を つけ て 描く 
と 、 よ り 男 性 らし い 筋 肉質 な 
体型 に な り ま す 。 
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肩 甲 骨 を 
強調 する 

肩 四角 を 強調 し て 描く 
と より 男性 らし さ が 表 
せま す 。 












肩 と 腕 の 境目 に 
くびれ を 描く 


肩 と 腕 の 境 に くびれ を 
描き 込み 、 筋 肉 が 盛り 
上 が っ て いる 様子 を 表 
し ます 。 









胸 筋 と 腹筋 を 
描く 










胸 筋 と 腹筋 を し っ か り 
描く と 全身 の バラ ンス 
が 整っ て 見 えま す 。 







肩 甲 骨 と 広 背 筋 を 
描き 込む 

肩 甲 骨 と 広 苦 筋 の ライ ン を 
描き 込み 、 男 性 らし い 筋 張 
っ た 背中 を 表し ます 。 


ヒッ プ の 上 に 
くぼみ を 描く 
女性 と 同様 に ヒッ プ の 
上 に は 、 逆 三角 形 の く 
ぽ み が で きま す 。 





ヒッ プ の 形 は 
ほぼ 四角 形 

筋 内 や 骨 の 形 が 出 や 
すい た め 、 ヒ ッ プ の 
形 は 四角 形 に 近く 、 
ヒッ プラ イン は 直線 
的 に 描き ます 。 






筋肉 質 の 人 の 場合 





で きま す 。 


背中 の 筋肉 を 細か く 描 き 込む 
と 、 筋 肉質 で 引き 締まっ た ア 
スリ ー ト の よう な 背中 を 表現 
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立 
2) 
の 
男 
性 


さま ざま な 立ち ポー ズ 


「 立 つ ]」 の バリ エー ショ ン と し て 、 動 き の あ る ポー ズ を 描い て み ま し ょ う 。 
上 体 を ひね っ た り 、 つ ま 先 で 立っ た り 、 腕 を 組ん だ りな ど 、 日 常 の 何気ない ひと コマ を 集め まし た 。 
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「 振 り 向 く ] は 上 体 を 
ひね る 動作 で す 。 肩 
の 開き や 背骨 の し な 
りな ど 、 上 体 の 形 の 
変化 に 注意 し て 描き 
まし よう 。 






















扇 と 肩 甲骨 を 
意識 する 

上 体 を ひね る と と で 肩 
が 開き ます 。 肩 と 同時 
に 肩 甲骨 の 位置 も 移動 
する の で 、 注 意 し まし 
ょ う 。 


ヒッ プラ イン は 
丸く 曲線 的 に 

丸く 曲線 的 な ヒッ プラ 
イン で 、 女性 らし さ を 
より 強調 し ます 。 











背骨 の S 字 を 
強調 する 

背骨 か ら ヒ ッ プ に 至る ライ 
ン は 、 振 り 向 く と き に 背骨 
が し な る た め 、S 字 の ライ 
ン を 強調 し て 描き ます 。 





きょう き に @ ぬ ろうと つ きん 胸部 は 

胸 症 乳 突 筋 を 描く ほぼ 真横 に な る 

革 必 下 か ら 下 面 破 呈 し る 胸 後ろ に 振り 向く こと で 上 体 の 向き が 
rt 変わ り ま す 。 胸部 は ほぼ 真横 に な り 
a ます が 、 背骨 と 痛 面 は 奥 側 も 見 える 
2 R の で 気 を つけ まし ょ う 。 


重心 の 線 





肩 と 胸 の 
ライ ン は 平行 
肩 の ライ ン と 胸 の ライ 
ン は ほぼ 平行 に な り ま 
す 。 ア タリ 線 を 引い て 
確認 し まし ょ う 。 


微妙 な 
傾き を 表す 
片方 の 腰 の くびれ を 強 
調 す る と と に よっ て 、 
往 妙 な 体 の 傾き を 表し 
ます 。 


重心 は 
右足 の 裏 に ある 
重心 の 位置 は 、 右足 ( つ 
ま 先 で 立っ て いる 方 の 
足 ) の 裏 に あり ます 。 





「 つ ま 先 で 立つ ]」 は 片方 
の 足 に 全身 の 重心 が か 
か る 動作 の た め 、 上 体 
が 傾き ます 。 





アキ レス 膝 の 筋 が 片足 で 立っ た と き の 

浮き 出る ふく ら は ぎの 人 性差 
片足 で 立っ た 場合 、 ア キレ 女性 は 、 し な や か な 足 を 強調 する た 
ス 膝 の 筋 が は っ きり と 出 ま め 、 騰 腹筋 ( ひ ふ く きん ) は 描き ませ 
す 。 ハイヒール な どの か か ん 。 男 性 は 、 瞳 腹 筋 を 描き 込ん て で 筋 
と が 高い 靴 を 履い た と きも 肉質 な ふく ら は ぎ を 表現 し ます 。 
アキ レス 膝 の 筋 が 出 ま す 。 
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立 
5 
グ 
さ 
ま 
さ 
な 
立 
ち 
ll 
ズ 


鎖骨 が 浮き 出る 
あご を 引く 動き に よっ 
て 、 首 が 引っ 張ら れる の 


で 、 鎖 骨 が 浮き 出 ます 。 





隠れ て いる 
足 も 描く 


隠れ て いる 足 の 部 分 も 
描き な が ら 作 画 し て み 
まし ょ う 。 全体 的 に バ 
ラン ス が 整っ た 仕上 が 
り に な り ま す 。 












筋肉 の 
凹凸 を 描く 
重心 が か か っ て い 
る 方 の 足 に は 、 筋 
肉 の 張り 出し に よ 
る 凹凸 が で きま す 。 

ヒッ プ と 太もも の 

境目 が は っ きり す 

る よう に 、 く びれ 

を 描い て メリ ハリ 

を つけ まし ょ う 。 

ヒッ プ の 丸み が 強調 さ 


れる 構図 で す 。 ヒ ッ プ 
は 、 椿 円 形 の アタ リ を 
描く と バラ ンス が と ら 
え や すく な り ま す 。 
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グリ ッ ド 線 を 
地面 に 描く 
地面 に 接し て いる 部 分 は 、 


パー ス の つい た グリ ッ ド 線 
を 地面 に 描く と 位置 関係 を 


イメ ー ジ し や すく な り ま 
す 。 慣 れ て きた ら 、 頭 の 中 
で グリ ッ ド 線 を イメ ー ジ し レ 
て み ま し ょ う 。 















肩 と 骨盤 の 
向き は 平行 


肩 の 向き と 骨盤 の 向き 
は 、 平 行 で す 。 隠 れ て 


いる 方 の 手 と 足 は 、 肩 
と 骨盤 の 延長 線上 に あ 
る イメ ー ジ で 作画 し ま 
し よう 。 


骨盤 部 分 の 
張り 出し 

軽い 反り に よっ て 、 骨 
盤 部 分 が 張り 出し ま 
す 。 骨 盤 部 分 の 張り 出 
し は 、 薄 い ラ イン を 入 
れ て 表し まし ょ よう 。 





太もも の つけ 根 は 丸く 描く 


太もも の 表側 と つけ 根 の ライ ン は 、 肉 
の 盛り 上 が り を 意識 し て 曲線 的 に 描き 
ます 。 直 線 的 に 描く と 男性 的 な ライ ン 
に な っ て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 
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IN 


静 
止 





一 半 Ot に Fk 計 00 や OF 


重心 の 線 


肩 の 筋肉 と 胸 


肩 の 筋肉 と 胸 は つなが 





つて いる イメ ー ジ で 描 
きま し ょ う 。 











骨盤 の 張り 出し 
重心 を 片方 に 寄せ る と 
骨盤 が 張り 出し ます 。 


て の 場合 、 軸 と な っ て 
いる 方 の 腰 に くびれ が 
で きま す 。 





足 の つけ 根 の 
ライ ン 

足 の つけ 根 の ライ ン は 
曲線 的 に 描く と 女性 ら 
し さ が 出 ます 。 








腰 に 手 を 当て る こと に 
よっ て 、 胸 部 が 上 に 伸 
で び ま す 。 胸 の つけ 根 と 
肩 の 筋肉 は つなげ る よ 
うに 描き まし ょ う 。 
腰 に 手 を 当て て いる 
方 の 肩 甲骨 が 強調 さ 
れ ま す 。 右 足 に ある 
重心 を 意識 し て 作画 
し まし よう 。 
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中 央 に 寄っ た 胸 

両 腕 に 押さ れ 、 胸 が 中 
央 に 寄り ます 。 両 腕 は 
胸 の 上 に か ぶさ る よう 
に 書き まし よう 。 


ひじ は 
ウエ スト に 


ひじ の 位置 を 決め 両 腕 が 


る と き は 、 ウ エス 
ト の 位置 を 目安 に 交差 する 


し 両 腕 が 交差 する 複 
雑 な 構図 で す 。 手 
首 の 位置 や 腕 の 位 





置 に 注意 し な が ら 
描き まし ょ う 。 


立 
5] 
人 
さ 
ま 
ざ 
な 
立 
ち 
+ 
ズ 





手首 の 位置 を 決め る ② 前 腕 を 描く 3 手首 と 上 腕 を 微 調整 
腕 を 組む と き の 
描き 順 


「 腕 を 組む ] イ ラス ト を 
描く 際 は 、 交 差し た 腕 
と ひじ の 位置 を 正確 に 


把握 する こと が 重要 で 

す 。 鏡 を 見 て 、 腕 を 組 

む ポ ー ジ ング を し な が 

ら 行 うと 描き や すい で まず は 胴体 を 描き 、 腕 を 組ん だ 。 ひじ の 位置 を 決め て 前 腕 を 描き 最後 に 手首 と 上 腕 部 分 を 調整 し 

し ょ う 。 状態 を イメ ー ジ し な が ら 手 首 の ます 。 交 差し た 上 の 腕 の 方 が ひ な が ら 描 き 込み 、 不 要 な 線 を 消 
位置 を 決め ます 。 じ の 位置 は 少し 高く な り ま す 。 し て 完成 で す 。 








肩 の 

ライ ン を 描く 
肩 か ら 鎖骨 に か け 
て の ライ ン は 、 平 
行 に 描き ます 。 





脇 の ラ イン の 
と り 方 

脇の下 か ら 腰 に か け 
て は 、 く の 字 状 の ラ 
イン で メリ ハリ を つ 
け て 表し まし ょ う 。 





ひね り の 起点 は 腰 


腰 を 起点 に し て 骨盤 の 向き も 一 
緒 に 動き ます 。 





/ 


上 体 を 左 に ひね る と 左肩 が 背骨 の ライ ン の 変化 

開き ます 。 同 時 に 左腕 が 後 腰 を ひね る と 背骨 の ライ ン が アウ トラ イン に 
ろ に 引っ 張ら れる た め 、 彰 近づい て いき ます 。 ひね り が きつ い ほ どこ の 
骨 と 左肩 甲 朋 が 浮き 出 ま カー プ は 強く な り 、 足 の 見 える 向き も 変わ っ 
す 。 背骨 と 左 の 肩 甲骨 は 強 て ひざ の 表側 が 見 える よう に な り ま す 。 





調 し て 描き まし ょ う 。 
046 





立体 感 を 出す 描き 方 


指 を 描く 際 は 、 影 が で きる 部 


分 に 軽い 陰影 を つけ な が ら 描 
く と 立体 感 が 出 ます 。 爪 は 指 
に 貼り つけ る よう な イメ ー ジ 
で 描い て 仕上 げ ま し ょ う 。 


先 に 手首 の 
位置 を 決め る 


手首 の 位置 を 先 に 決 
め て か ら 描 きま し ょ 
う 。 肩 か ら 指先 へ の 
奥行 き を と ら え や す 
く な り ま す 。 


ウエ スト に 

メリ ハリ が つく 

片方 の 手 が 伸び る こと 
に よっ て 、 上 体 に ひね 
り が 加わ る た め 、 ウ エ 
スト ライ ン に メリ ハリ 
が つき ます 。 





ひじ を 
曲げ る 角度 


ひじ を 曲げ る 角度 
は 、 ア ウト ライ ン を 
描い て か ら 、 ひじ の 
関節 の ライ ン を 入れ 


て 表し ます 。 














047 





立 
つ 
4 
さ 
ま 
さ 
表 
な 
立 
ち 
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か が お ・ 反 ら す 


「 か が お む ・ 反 ら す 」 は 腰 が 起点 に な っ て 起こ る 動作 で す 。 腰 の 位置 と 育 骨 の 動き を 的 確 に と ら え まし ょ う 。 
また 、 上 半身 の 動き に よっ て 生じ る 各部 位 の 変化 に 注意 し まし ょ う 。 








断面 図 で 捉え る 


興行 き が ある 、 体 の パー ツ 
の 重なり が ある 場合 な ど 、 
構図 が 難し い 場 合 は 、 パ ー 


ツ を 切断 し た 際 に 切断 し た 
面 が どこ へ 向い て いる の か 
を 意識 し て 描く と 立体 的 に 
と ら え や すぐ なり ます 。 









肩 は 曲線 的 な 
ライ ン で 表す 
肩 の 厚み は 、 丸 い 曲 線 的 
な ライ ン で 表し ます 。 肩 
の 厚み が 描き に くい 場合 
は 、 鎖 骨 の 位置 を 基準 に 
作画 し まし ょ う 。 


上 体 は 腰 を 
起点 に 曲がる 
上 体 は 腰 を 起点 に 
前 に 倒れ ます 。 腰 
の 位置 を 意識 し て 
描き ます 。 





胸 を 強調 する 


と の 構図 の 場合 、 胸 
は 強調 され ます 。 通 


常 よ り も ポリ ュー ム 
を 出し て 魅力 的 に 描 
きま し ょ う 。 





後ろ に 突き 出 た ヒッ プ 
が 強調 され る 構図 で 
す 。 背 中 か ら 足 に か け 
て 、 く の 字 の よう な ラ 
イン に な り ま す 。 


鎖骨 が 平行 に な る 
肩 か ら 鎖 衣 まで の ライ ン 
が 平行 に な り ます 。 


章 
- 
本 
上 
止 
[@ 
\ 









胸 の 位置 の 変化 


背中 を 反 ら し た 場合 、 
胸 全 体 が 後ろ に 引 つ 張 
られ る た め 、 鎖 骨 の す 
ぐ 下 に 形 を と り ま す 。 



















あ ば ら 骨 の 
表現 は 省略 する 


胸部 が 上 に 引っ 張ら れ 
て 皮 が 伸び る の で 、 あ 
ば ら 骨 が 浮き 出 ます 
が 、 マ ン ガ に する と き 
は や わら か な 女性 の 究 
囲 気 を 出し た い の で 省 
きま し ょ よう 。 





wo 河 ・ 呈 きき へ NO 











限界 の 角度 は 45 度 


人 間 の 体 が 後ろ に 反 れ る 限界 
の 角度 は 、 一 般 的 に 45 度 く 
らい で す 。 不 自 然 に 反り すぎ 
な いよ うに アタ リ を と りな が 


ら 描き まし ょ う 。 





重心 の と り 方 


人 間 は 倒れ な いよ うに 全身 で バラ ンス を と っ て いま す 。 
頭 、 胴 体 、 手 足 の 重心 の 位置 を 注意 し な が ら 描 く こ と で 、 立 つて いる 人 物 の 安定 感 が 増し ます 。 





スタ ンス の 線 

立っ て いる 人 物 の スタ 
ンス (立ち 幅 ) の 中 に 重 
ひじ の 位置 は 心 は あり ます 。 重心 が 
腰 を 目安 に きち ん と スタ ンス の 中 
ひじ を 曲げ る 位置 が に 収まっ て いる と 人 物 
は 、 腰 を 目安 に 描 の 安定 感 が 出 ます 。 

きま し ょ う 。 
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ひざ の 骨 を 描く 
交差 し て いる 両足 の ひ 
ざ は 、 わ か りや すい よ 
うに ひざ の 骨 を 強調 し 
て 描き まし ょ う 。 



















スタ ンス の 中 に 
ある 重心 

スタ ンス の 中 に 重心 が 
あり ます 。 こ の 場合 
は 、 両 足 の 中 心 に 重心 
が あり ます 。 


重心 の 位置 と 
パラ ンス 


重心 は 頭 の すぐ 下 に あり ま ク / 
す 。 作 画 の 際 は 、 へ その 下 や 

接地 面 を 意識 し て 描き まし ょ ンク 

う 。 ど ん な 構図 で も 重心 の パ 人 


ラン ス が と れ て いる と 安定 感 
が 出 ます 。 反 対 に 、 重 心 の バ 


ラン ス を 不安 定 に する と 引 動 す 。 接 地面 を 意識 し て ミグ し た 絵 に な り ま す 。 逆 に パラ ンス を 不 
感 が 出 ま す 。 描き まし ょ う 。 安定 に する と 絵 に 動き が 出 ます 。 


重心 は 頭 の 下 に あり ま 重心 の バラ ンス が と れ て いれ ば 、 安定 
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スタ ンス の 線 





太もも の 隙間 
斜め 横 か ら 見 る と 、 
正面 の と き に あっ た 
両足 の 隙間 は 見 えな 
く な り ま す 。 





後ろ 足 の 
ひさ は 描か な い 


ひざ の 位置 で 交差 し て 
いる 後ろ 足 の ひざ は 、 
前 足 に 隠れ て 見 えな い 
の で 、 描 きま せん 。 





背面 の ニュ アン ス が わか る 
正面 か ら 見 る と ひじ か ら 先 が 体 に 隠れ 
て いま す が 、 斜 め 横 か ら 見 る と ひじ 先 
が 少し 見 えて 後ろ に 手 を 回 し て いる こ 
と が わか る 構図 に な り ます 。 


スタ ンス の 間 に 頭 が 収 ま 
っ て いる こと が よく わか 
り ま す 。 人 物 を 描く と き 
は 、 常 に 重心 を 意識 し て 
作画 し まし ょ う 。 


足 を 交差 し た 場合 の 重心 
体 を 傾け た り 、 足 を 交差 し て も 重心 の 
バラ ンス が と れ て いれ ば 安定 し ます 。 
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立 
の 
重 
心 
の 
と 
り 
方 


重心 を 移動 する 


「 重 心 を 移動 する 」 体 を 描く と き は 、 重 心 の 位置 を 正しく と る こと が 重要 で す 。 
アン バラ ンス な 構図 に な ら な いよ う 、 頭 頂部 と 足 の 位置 は 直線 上 に 結ん で 描き まし ょ う 。 





重心 の 線 


鎖骨 を 描く 


両 ひ じ を 上 げ て いる た 
め 、 鎖 骨 は くっ きり と 浮 
き 出 ます 。 鎖骨 の ライ ン 
は 肩 に つなが る よう 、 平 
行 に 描き まし ょ う 。 


曲線 的 に 描く 

足 の つけ 根 は 、 曲 線 的 に 
描き まし ょ う 。 ま た 曲げ 
て いる 方 の 足 の 骨 毅 は 思 
凸 が 出 て 張り 出し ます 。 


重心 の 位置 を 
把握 する 
片足 で 立つ て いる 場合 
は 、 片 方 の 足 の 裏 に 重心 
が 移動 し ます 。 頭 の 先 か 
ら 足 裏 ま で 直線 で 結べ る 
よう に 人 体 を 描き ます 。 


重心 と 体 の バラ ンス 


重心 の 線 か ら 頭 と 腰 が ずれ る 
と 、 人 物 は 倒れ ます 。 作画 す 
る 際 は 、 頭 部 と 足 の 位置 を 直 
線上 に 結ぶ の が コツ で す 。 


重心 が の 線 か ら 重心 が 前 た ずれ る と 、 
体 が 離れ る と 、 上 体 が 倒れ て その まま 
横 に 倒れ ます 。 1 前 に 倒れ ます 。 
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腕 は 胸 の 上 に 


両手 は 胸 の 中 央 で 合わ せ 
て いま す 。 奥 の 方 の 腕 
は 、 手 前 の 腕 に 隠れ て ほ 
と ん ど 見 えま せん 。 腕 は 
胸 の 上 に か ぶさ る よう に 
描き まし ょ う 。 





立 
腰 の くびれ を 描く ラ 
腰 の 部 分 は 、 引 き 締まっ た 中 
ウエ スト を 強調 する よう な を 
く の 字 状 に 描き まし ょ う 。 導 

る 


太もも の 角度 を 
断面 図 で 捉え る 
右足 を 曲げ る 角度 が わか 
り ず らい 場合 は 、 太 も も 
の 断面 図 を 意識 し て 、 立 
体感 を と ら え まし ょ う 。 








腰 の 重心 が 動く 場合 
NE 上 足 を 上 げた と き に 服 の 凍 心 動く と 、 バ ラン ス 
ti rd を と る た め に 上 げた 方 の 足 が 逆 方 向 へ 動き ます 。 
こと が わか り ま す 。 
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重心 の 線 





あご の 下 か ら 出 る 
首 の 線 を 意識 する 

あご の 下 か ら 出 て いる 首 の 
線 で 斜め 具合 を 表し ます 。 
首 の 線 が あど の 下 の ど と か 
ら 出 て いる の が 注意 し て 描 


ひじ の 位置 の 目安 
真横 に 腕 を 突き 出し た と 
き の ひ じ の 位置 は 、 ア ン 
ダー バス ト く らい の 高 さ 
を 目安 に 描き まし ょ う 。 


くびれ を 強調 する 

脇の下 か ら 腰 に か け て 、 く の 字 
の くびれ を 意識 し て 女性 らし さ 
を 強調 し まし よう 。 


重心 を と る 
この 場合 の 重心 は 、 
後ろ 足 に あり ます 。 
重心 が 安定 する スタ 
ンス を と り まし ょ う 。 





女性 らし い 
くびれ を 描く コツ 


男性 を 描く と きよ り も 、 少 


し 上 の 位置 に くびれ を 描く 
と 、 女 性 らし いく びれ を 強 
調 で きま す 。 
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壁 に より か か る 



















重心 の 線 






し ーー た テン テイ イア ディス ーーー っ 


壁 と 接する 背中 に 多少 の 体重 が か か っ て いま す が 、 基 本 的 に 重心 の 位置 は 後ろ 足 に あ 
り ま す 。 作 画 の 際 は 、 足 の スタ ンス を 決め て 描く よう に し まし ょ う 。 





コ 


正中 線 を 入れ る 胸 の つけ 根 を 

顔 の 傾き を 描く の が 難し 描く 

い 場 合 、 顔 の 傾き に 合わ 胸 の つけ 根 は 脇の下 

せ 、 中 央 か ら 少 し ずら し を 通っ て 腕 の つけ 根 

た 正中 線 を 入れ る と 描き と つなが っ て いま 

や すく な り ま す 。 す 。 胸 の つけ 根 を 描 
き 、 女 性 らし い ラ イ 





ン を 描き まし ょ う 。 





重心 を 決め る 
と の 場合 の 重心 は 後ろ 
足 の 位置 に あり ます 。 
重心 の バラ ンス が どの 
くら い に な る の か を 決 
め て か ら 足 を 描く と よ 
いで し ょ う 。 





後ろ 足 の 下 に 重 両足 の 間 に 頭 が 収まっ 
心 が あ る こと が て いま す 。 い ろ い ろ な 
わか り ま す 。 重 角度 か ら 見 る こと で 、 
心 の 位置 を 把握 重心 の 正確 な 位置 を 把 
し まし ょ う 。 握 で きま す 。 
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立 
っ 
重 


こ 
ン 


ぶ 虹 届 可 


同 回 回 因 回 


肩 は 可動 範囲 が 最も 広い 部 位 な の で 、 さ まさ まな 動き が 可能 で す 。 
肩 の 筋肉 は 、 腕 や 手 の 重 み を 支え る た め に 発達 し て いま す 。 








肩 を 上 げ る と 、 鎖 骨 も 連動 し て 
斜め に な り ま す 。 






肩 と 一 緒 に 胸部 全体 が 上 に 伸び 
て 胸 の 形 は 椿 円 形 に な り ま す 。 


三角 筋 は 肩 を 上 下さ せる こと に 
よっ て 動き ます 。 






肩 が 動く と 肩 甲骨 も 動き ます 。 
肩 甲 骨 は 鎖骨 と 連動 し て 動き ま 
す 。 
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/7 マン ガ に する と き の ボイン ト 

* 肩 を 動か す と 鎖骨 も 連動 する 

* 筋肉 の 盛り 上 が る 部 分 と 凹む 部 分 を 意識 する 
* 両 腕 を 上 げ る と 、 肩 申 骨 は ハ の 字 状 に な る 
* 腕 を 上 に 伸ばす と 胸部 も 一 緒 に 伸び る 








バト た 


腕 を 上 げ る と 鎖骨 が くっ きり と 
浮き 出 ます 。 鎖 骨 は 強調 し て 描 
きま し ょ う 。 







三角 筋 と 一 緒 に 一 部 の 大 胸 筋 が 
持ち 上 げ ら れる の で 、 筋 肉 の 筋 
が 表れ ます 。 





三角 筋 の 盛り 上 が る 部 分 と 凹む 
部 分 を 強調 し て 描く と 、 肉 感 や 
筋肉 の 質感 が 出 ます 。 








両 腕 を 上 げ る に つれ て 肩 甲骨 は 
背骨 か ら 離 れ 、 さ ら に 八 の 字 状 
に な り ま す 。 
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2 
章 
静 
止 
し 
1x 
い \ 
る 
体 
を 
描 
く 





に Ju 


片手 を 上 げ る 


片手 を 上 げ る こと に よっ て 、 肩 周り の 動き や 、 左 右 の 胸部 の 形 が 変わ り ます 。 
片手 を 上 げ て いる 方 の 肩 の 動き を よく 見 て 描き まし ょ う 。 


肩 の 筋肉 を 表す 
腕 を 上 げ て いる 方 の 肩 の 
筋肉 は 、 小 さ な 丸い 盛 り 
上 が り で 表し ます 。 


鎖骨 は 
つけ 根 か ら 動 く 
片手 を 上 げ る 際 、 鎖 骨 は 
つけ 根 か ら 動き 、 斜め に 
な り ま す 。 


胸 が 上 に 

引っ 張ら れる 
片腕 を 上 げ て いる 方 の 胸 
は 、 上 に 引っ 張ら れ て 椿 
円 形 に な り ま す 。 





あ ば ら 骨 と 
腹筋 の 描き 込み 


片手 を 上 げ る と 胸部 の 皮 や 筋 
肉 が 引っ 張ら れ て 伸び る の 
で 、 あ ば ら 骨 や 腹筋 が 浮き 出 
ます 。 あ ば ら 骨 を 描き 込む と 
痩せ 型 、 腹 筋 を 描き 込む と 筋 
肉質 な 女性 を 表し ます 。 


に て た 
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ひじ の 位置 を と る 


ひじ の 位置 は 、 大 体 頭 の 
位置 と 同じ に な り ま す 。 
ひじ の 位置 を と りな が ら 
作画 し まし ょ う 。 














顔 と 首 は 
肩 甲 骨 の 動き ほとん ど 見 えな い 


片手 を あげ る 肩 甲骨 も 一 顔 の 横 に 手 を も っ て くる 
緒 に 動き ます 。 肩 甲骨 の 場合 、 横 か ら は 手 に 隠れ 
線 を 描き 、 動 いて いる 様 て 顔 が 見 えま せん 。 首 も 
子 を 表し まし ょ う 肩 に 隠れ て ほとん ど 見 え 
* ませ ん 。 





肩 
を 
動 
か 
年 
プク 
片 
手 
を 
上 
げ 
る 





手 を あげ て いる 方 アオ リ は 足下 を 大 き 
の 肩 の 筋肉 と 肩 甲 く 、 上 の 手 を 小さ く 
骨 が 強調 され 、 肩 描き 、 フ カン は 下 の 
の 筋肉 は 丸く 盛り 手 と 足下 を 小さ く 描 
上 が り ま す 。 肩 甲 く と 、 メ リハ リ が つ 
骨 は ハ の 字 状 に 描 いて 迫力 が 出 ま す 。 
きま し ょ う 。 
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両手 を 上 げ る 


両手 を 上 げ る と 両 肩 が 動き ます 。 肩 が 動く こと に よっ て 、 鎖 骨 や 肩 甲 明 も 動き ます 。 


肩 の 位置 と 各部 位 の 変化 を 正確 に と ら え まし よう 。 


浮き 出る 


肩 の 動き と 一 緒 に 
鎖骨 も 動き ます 。 














脇 ま わり は 
細く 書く 


腕 か ら 脇 の ライ ン が 


上 に 引っ 張ら れる と 
と を 意識 し て 描き ま 
し ょ う 。 脇 まわ り は 
ほっ そり させ ます 。 





胸 の 形 が 
変わ る 
両手 を 上 げ る と 胸部 
全体 が 上 に 引っ 張ら 
れる た め 、 胸 の 形 が 
変わ り ま す 。 


腕 の 筋肉 の 動き 


男性 の 場合 、 三 角 筋 と 上 腕 三 頭 筋 
(じょう わん さん と うき ん ) に く ぼ 
み が で きま す 。 関 節 の 構造 に よっ 
て ひじ 先 に で きる 凹凸 は 、 陰 影 を 
つけ て 表し まし ょ よう 。 












両 肩 の 

くぼみ を 描く 
両 肩 を 上 げ る 際 に 生 
じ る 肩 の くぼみ を 強 
調 す る こと で 立体 感 
を 表し ます 。 
















肩 甲 骨 が 

くっ きり 浮き 出る 
両 選 を 上 げ る と 、 肩 甲 
骨 は くっ きり と 浮き 出 
ます 。 肩 甲骨 が 隆起 し 
て いる 部 分 に ハ の 字 状 
の ライ ン を 描き ます 。 










背骨 の 

ライ ン を 描き 込む 
肩 甲 骨 を 寄せ る と 、 背骨 
は 軽く 反り ます 。 そ れ を 
表現 する 肩 か ら ヒ ッ プ ま 
で つなが る 背骨 の ライ ン 
を 描き 込み まし ょ う 。 








通常 より も 背骨 は 
S 字 状 に カー ブ す る 
両 忌 を 上 げ る と 背骨 が 後ろ に 反り 、 背 骨 
は 通常 より も S 字 状 に カー ブ し ます 。 ま 
た 、 胸 が 上 に 向く こと に より 、 自 然 と あ 
ご は 少し 引い た 形 に な り ま す 。 
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肩 
を 
動 
か 
す 
ン と 
両 
手 
を 
起 
げ 
る 
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両手 を 伸ばす 


両手 を 前 に 伸ばす と 、 肩 も 一 緒 に 前 に 動き ます 。 
女性 の 場合 は 、 や わら か さ を 強 調 す る た め 、 肩 の 筋肉 は あま り 描 きこ み ま せ ん 。 





アウ トラ イン を 
と る 


) 肩 、 ひ じ 、 手首 の アウ 

| ライ > りな が ら 

Wotme | Se 
先 に 決め る 

両 腕 を 描く 際 は 、 手 

首 の 位置 を 先 に 決め 

て お きま し ょ う 。 












バス ト は 中 央 に 寄る 


バス ト は 脇 と つなが っ て いま す 。 
と の 場合 、 腕 を 手前 に まっ すぐ 伸 
ば す た め 、 バ スト は 中 央 に 寄っ た 
形 に な り ま す 。 


奥行 き の と り 方 に つい て 
手 か ら 肩 へ の 興行 き の と り 方 
は 、 立 体 の 重なり 合い を 意識 し 
ます 。 パ ー ツ の 輪切り の 連続 を 
イメ ー ジ し な が ら ア タリ を と る 
と 描き や すい で し ょ う 。 








アウ トラ イン の 変化 
腕 を 内 側 に ね じ る こと に よ 
り 、 ア ウト ライ ン が 変化 し 
ます 。 ひ じ か ら 手首 まで が 
均等 に 細く な り ま す 。 






腕 の 位置 を 確認 する 
曲線 的 な 手 を 下ろ し た 状態 の 手 の 位置 
足 の ライ ン か ら 曲線 の アタ リ を と り 、 腕 
ヒッ プ 下 か ら 足 首 ま で の 位置 を 確認 し な が ら 描 きま 
の アウ トラ イン は 曲線 し まう 。 
的 に 描き ます 。 








還 罰 回 罰 図 回 


9 三角 筋 


筋肉 の 盛り 上 が り 

男性 の 場合 は 、 肩 や 腕 の 筋肉 の 盛り 
上 が り を 描き 込む と と で カ 強 さや た 
くま し さ を 表せ ます 。 








腕 を 前 に 伸ばし た 
と き の 肩 の 動き 


腕 を 前 に 伸ばす と 、 肩 も 腕 と 同 
じ よ うに 前 に 動き ます 。 作画 す 
る 際 は 、 肩 の 位置 に 気 を つけ ま 
し ょ う 。 肩 は 小さ な 丸い 盛り 上 
が り で 表し ます 。 



























腕 を 前 に 伸ばす と 、 肩 も 前 に 動き ます 。 腕 と 連動 し て 動く は ず の 肩 が 動い て いま せん 。 
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本 NN 


静 
li 
し 


へ へ 主人 褒 の て 





斗 先 番 代 車 避 NOE 


回 回 


座る 姿勢 で 重要 な の は 腰 か ら 背筋 を まっ すぐ に 伸ばし 、 太 も も か ら 膝 下 に か け て の 
足 の 長 さ の バラ ンス 。 座 る 姿勢 は 全体 の バラ ンス が 崩れ が ち に な る の で 気 を つけ まし ょ う 。 





力 ま ず に リラ ックス し て いる 肩 は 、 な 
だ ら か な カー ブ を 描き ます 。 





腹筋 に 力 を 入れ る こと で 背筋 を まっ す 
ぐ 伸 ば し て いま す 。 


座 面 に 接する ヒッ プ と 太もも 部 分 は 体 
重 が か か っ て つぶ れ た 状態 に な り ま す 。 
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/ ア マン ガ に する と き の ボ イン ト 
s ひざ 下 と 太もも の バラ ンス に 気 を つけ る 





* 肩 や ひざ な どの 節 は な だ ら か な カー ブ を 描く 
* 顔 、 上 半身 、 下 半身 は 同じ 角度 に する 
* お 腹 は や や へ こま せま る 











力 が 入っ て いな い 肩 は 、 角 度 の 大 き な 
カー ブ に な り ま す 。 


が 表れ ます 。 


太もも は 、 曲 線 的 な アウ トラ イン を 描 
きま し よう 。 
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イス に 座る 


いろ いろ な シチュ エー ショ ン で 登場 する 重要 な 構図 で す 。 座 り 方 の 違い で 女性 らし さや 
男性 らし さ が 出 ます 。 足 を 描く と き は 、 座 面 に 接し て いる 太もも の 裏 の ふく ら み に 注意 し まし ょ う 。 











曲線 的 な 
ライ ン を 描く 

イス の 座 面 に 接し て 
いる 太もも の 部 分 が 
ふく ら み ます 。 曲 線 
的 な 丸い ライ ン を 描 
きま す 。 















X 脚 の 
ライ ン を 描く 
両 ひ の ざ が くっ つく た 
め 、X 脚 の よう な ア 
ウト ライ ン を 描き ま 
し ょ う 。 











育 骨 と 肩 甲骨 を 
強調 する 





背もたれ が な い イ ス に 座 
る 場合 は 、 背 筋 を 伸 ば 
し 、 上 体 を 軽く 反らせ る 
た め 、 背 骨 と 肩 甲骨 が 通 
常 よ り 浮き 出 ま す 。 肩 甲 
骨 は ハ の 字 状 、 背 骨 は 垂 
直 の 線 で 表し ます 。 









ヒッ プ の 形 は 四角 形 に 
立っ て いる と き に 丸い ヒッ プ は 、 
イス の 座 面 に 接し て つぶ れる と 四 
角 く な り ま す 。 
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上 体 の 角度 が 
変わ る 場合 


上 体 の 角度 が 変わ る と 、 イ ス 
の 座 面 に 接する 部 位 も 一 緒 に 
変わ り ま す 。 上 体 の 角度 が わ 


か り に くい 場合 は 、 矢 印 を 描 
く と よい で し ょ う 。 


S 字 ラ イン を 描く 





上 体 が 伸び て いる の で 、 背 筋 
に S 字 ライ ン を 描き ます 。 


女性 らし い 
足 の 描き 方 


や わら か な 曲線 で 太もも 
と ふく ら は ぎの アウ トラ 
イン 、 細 い 足 首 を 描き ま 
す 。 女 性 らし い 足 の ライ 
ン を 意識 し まし ょ う 





に 見 えま せん 。 





上 体 が 前 に 向い て いる と き は 、 
ヒッ プ の ふく ら み 部 分 が 座 面 に 
接し ます 。 


背中 を 丸め る と 腰 は 上 を 向き 、 
ヒッ プ の 上 の 部 分 が 座 面 に 接し 
ます 。 


上 体 を か が め る と 腰 は 下 を 向 
き 、 ヒ ッ プ の 下部 と 太もも が 座 
面 に 接し ます 。 





左腕 は 見 えな い 


横 の 場合 、 左 腕 は 右腕 
に か ぶさ っ て いて 完全 








座 
る 
メダ 
イ 
ス 
に 
座 
る 





























太もも の 
ふく ら み を 描く 

ヒッ プ は 体重 が か か っ 
て つぶ れ た 状態 に な 
り 、 座 面 か ら 外れ た 太 
も も に は 余っ た 肉 が た 
まる た め 、 太 も も 部 分 
は 丸く 描き ます 。 





自然 と 
足 先 が 伸 びる 

鞭 を は か な い 限 り 、 組 
ん だ 方 の 足 先 は 自然 と 
伸び ます 。 足 の 甲 を 長 
く 描 きま し ょ う 。 








足 を 組む こと に よっ て 脚 
線 美 が 強調 され ます 。 太 
も も や ふく ら は ぎ に 曲 線 
的 な 丸み を つけ て 女性 ら 
し さ を 表 し ます 。 


フカ ン か ら 
見 る 場合 
足 を 組ん だ 状態 を フカ 


ン か ら 見 る と 、 両 足 は 
弓なり に 曲がっ て いる 


か の よう に 中 央 に 向 か 
い 、 ひ ざ 同 士 は クロ ス 
し ます 。 
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還 罰 回 罰 
較 回 


両足 を 
開い て 座る 


男性 の 場合 、 一 般 的 
に 両足 を 開い た 楽 な 
姿勢 で 座り ます 。 開 
いた 足 の 幅 や 上 体 の 
角度 を よく 見 て 描き 
まし ょ う 。 腕 の 筋肉 
の 盛り 上 が りや 腹筋 
を 描い て 男性 らし さ 
を 表し まし ょ う 。 










足 幅 は 、 肩 幅 と 
同じ くら い の 幅 
で 描く と よい で 
し ょ う 。 


あご を 引く 

背もたれ に 上 半身 を く 
っ つけ る と 、 自然 と あ 
ご を 引く 形 に な り ま 
す 。 首 の 長 さ を 短く 描 


きま し よう 。 





太もも の 
上 部 の ふく ら み 
腰 を ずら し て 太もも と 
ヒッ プ に 全体 重 を か け 
て いる の で 、 太 も も の 
上 部 が つぶ され て ふく 
ら み ます 。 


太もも は 短く 、 
ふく ら は ぎ は 長く 
アオ リ 有 目線 の 構図 な の 
で 太もも は 短く 、 目 線 
に 近い ふく ら は ぎ は 長 
く 描き まし ょ う 。 





両手 が ひざ の 上 に 
置か れ て いる た 
め 、 上 体 は 前 傾 に 
な り ま す 。 
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座 
る 
と 
イ 
ス 
に 
座 
る 


地面 に 座る 


「 地 面 に 座る 」 体 を 描く 際 に 重要 な の は 、 胴 体 と 足 の 長 さ の バラ ンス で す 。 
地面 に 接し て いる 部 位 の ふく ら み に 気 を つけ て 作画 し まし ょ う 。 


ハ の 字 と 

逆 ハ の 字 を 描く 
肩 甲骨 の ライ ン に は 
ハ の 字 、 腰 骨 と 肩 甲 
骨 を 結ぶ ライ ン に は 
逆 ハ の 字 を 描き 込む 
と と で 、 女 性 らし さ 
を 強調 で きま す 。 


鎖骨 を 強調 する 

ひざ を 抱え 込む こと に よっ 
て 、 胸 は ほとん ど 見 えな く 
な り ま す 。 足 の 前 で 両手 を 
組む と と に よっ て 上 半身 が 
前 か が み に な る の で 、 鎖骨 
を 強調 し て 描き ます 。 


足 の 長 さ を 
そろ える 


左右 の 足 の 長 さ が 
同じ に な る よう に 
描き まし ょ う 。 ひ 
ざ 頭 の 位置 は 肩 
り 下 で す 。 


cf アッ 
曲げ た 足 の 位置 が わか り に くい 
と き は 、 胴 体 の アタ リ を 描い て 
か ら 足 を 描い て み ま し ょ よう 。 


ヒッ プ が 
丸く 広がる 
接地 面 に つぶ され 
て ヒッ プ が 丸く 広 
が り ま す 。 太 も も 
か ら ひ ざ は 、 ウ エ 
スト の 位置 を 目安 
に 描き まし ょ う 。 








肩 と 鎖骨 は 平行 


肩 と 鎖骨 の ライ ン は 平 
行 に 描き まし ょ う 。 






ひさ の 骨 を 描く 


側 に 描き ます 。 


ha 


足 の 裏 の 描き 方 
足 の 裏 は 、 ブ ロッ ク に 分 け て 


描き ます 。 土 ふか まず の へ こみ 
が 大 きい の で 、 へ こみ を 意識 
し まし ょ う 。 





男 | の | 子 | の | 
回 回 


足 を 開い て 
し ゃ が お む 


男性 的 な ポ ボーズ な の 
で 、 た くま し い 腹 筋 や 
肩幅 の 広 さ を 特に 強調 
する と よい で し ょ う 。 


上 体 の バラ ンス を 
と る た め に 胸 筋 を 
使っ て いま す 。 


両足 が 内 側 に 向い て い 
る の で 、 ひ さ の 骨 は 内 









足 の 短縮 加減 が わか ら な いと き 
は 、 地 面 に グリ ッ ド 線 と 横 か ら 
見 た 足 を 描き 、 曲 線 の アタ リ を 
と る と 描き や すい で し ょ う 。 


けん こう こつ こう は いき ん 


肩 四角 や 広 背筋 
な どの 背中 の 筋 
肉 を 描き 込み ま 
し ょ う 。 
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両手 の 指 を 
そろ えて 重ね る 


両手 の 指 を そろ えて 重 
ね 、 太 も も の 上 に 置く 
と 、 女 性 らし さ を 出 せ 
ます 。 


太もも の 
ふく ら み を 描く 
正座 を する と 、 太 も も 
は 左右 に 広がり 、 上 部 
が 隆起 し ます 。 ふ くら 
ん だ 部 分 を 意識 し て 描 
きま し ょ ら 、 


ひさ の 間 に 
すき ま が で きる 
太もも の ふく ら み に よ 
っ て 、 ひ ざ の 間 に は 隙 
間 が で きま す 。 影 を 入 
で ちよ UN で し まう 。 


で ハー の め 


横 に つぶ れる ふく ら は ぎ 


a ひざ を 限界 まで 曲げ る と ふく ら は ぎ は 太 
も も か に カ 

PP も も と ぶつ か り 、 横 に つぶ れ ます 。 太 も 
ete も と の 重なり を 意識 し て 描き まし ょ う 。 


画 し まし ょ う 。 
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ひざ を と ら え る 
は じ め に 太もも を 描き 、 
ひさ の 位置 を 決め て か ら 
ひさ ざ 下 を 描き ます 。 







ふく ら は ぎ を 描く 
ふく ら は ぎ は 、 曲 げた ひ 
ざさ の 下 に 重なっ て いる の 
で 短く 描き まし ょ う 。 













座 
る 
ジジ 
地 
面 
に 
座 
る 


ae 








SN ふく ら は ぎ は 
ひざ は と た さ ペ クシ ン スム 押し つぶ され る 
地面 に つか な い (i = ふく ら は ぎ は ひざ を 
ーー 4 曲げ た と き に 押し つ 

足 を 組ん だ と き の ひ ざ ~ 


ぶさ れ て 左右 に 広 が 


は 、 地 面 に つき ませ ん 。 り ま す 。 ふ くら は ぎ 





の ふく ら み は 、 強 調 
し て 描き まし ょ う 。 





あぐら の アタ リ の と り 方 


あぐら の 形 が と り づ らい と き は 、 は じ め 
に 下 に くる 方 の 足 の アタ リ を と り 、 そ れ 
に 乗せ る よう に も う 一 方 の 足 の アタ リ を 
と っ て 全体 の 調整 を し まし ょ う 。 
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授 











広がっ た 胸 を 描く 
女性 の 場合 、 胸 は 広がっ 
て 外側 に 垂れ ます 。 な だ 
ら か に 広がっ た 胸 を 意識 
し て 描き まし ょ う 。 


腰 は 自然 に 浮く 
肩 、 ヒ ッ プ 、 足 が 地面 に 接地 
し て いて 腰骨 の 上 に ある 背骨 
が 湾曲 する た め 、 腰 は 自然 に 
浮き ます 。 腰 の 下 に 影 を 入れ 
で も よい で し ょ う 。 


腰 は S 字 の カー ブ を 
強調 し て 描く 


胴体 を 描く 際 は 、 腰 の S 字 カ 
ー ブ を 意識 し て 描き まし ょ 
う 。 体 の メリ ハリ が つい て 、 
女性 らし さ を 表現 で きま す 。 
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「 寝 る ] は 体 の 凹凸 を 正確 に 描く こと と が 必要 と され る 難し い 構 図 で す 。 
特に 女性 の 場合 は 、 胸 が 外側 に 垂れ る な ど 、 体 の ライ ン が 変化 する の で 気 を つけ まし よう 。 








腰骨 が 強調 され る 
あお 向け に 寝る と 腹 が へ とこ 
ん で 腰骨 が 強調 され ます 。 


ヒッ プ は 丸み を 
強調 し て 描く 

ヒッ プ は 地面 に 接し て いる た 
め 、 丸 み を 強調 し て 描き まし 
よう 。 つ ま 先 は 自然 と 伸ばし 
た 状態 に な り ま す 。 













胸 は 椿 円 形 に 描く 







腰 の くびれ を 描く 













片方 の 胸 は 地面 に 接し て いる 寝る 姿 を 横向 き で 描く 場 
た め 、 押 し つぶ され ます 。 胸 合 、 腰 の くびれ を 強調 し て 
は 椅 円 形 に 描き まし ょ う 。 描き まし ょ う 。 


ーーー ユ ーー ーー イー イー エー エエ て ィ ー リ i ャ エー て <ー ィ テー 半 


EE Tn SO EE ES aS 


だ ここ ここ こと ここ こち ーー ュ ここ ここ な あこ ここ ニー ンー こっ ニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ も ニニ ニニ ニニ ニャ ニニ ニニ ー ニ ニー ニニ ニー エニ ニュ ニニ ーー かさ 





ヒッ プ の 
アウ トラ イン を 描く 
ヒッ プ の 丸み が 強調 され る | 、 
構図 で す 。 ヒ ッ プ は 曲線 的 | 
な アウ トラ イン を 意識 し て 
描き まし ょ う 。 


地面 に 接地 し た 

腕 を 描く 

曲げ た 両 腕 は 、 地 面 に つぶ 
され ます 。 ふ くら み を 意識 
ヒッ プ の 質感 を し て 描き まし よう 。 
意識 し て 描く 


ヒッ プ に は 、 や わら か く ふ くら 
ん で いる 部 分 と 、 平 ら で 硬い 部 
分 が あり ます 。 そ れ ぞ れ の 質感 
を 意識 し て 、 ア ウト ライ ン を と 
る と よい で し ょ う 。 
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さま ざま な 寝 方 









腰 の くびれ を 大 きく 描く 
肩 か ら 腰 ま で の アウ トラ イン に メ 
リハ リ を つけ まし ょ よう 。 骨盤 が 片 
側 に 押し 上 げ ら れる の で 、 く びれ 
が 大 きく な り ま す 。 








ひじ と 腰 に 
体重 が か か る 胸 は ダイ ナミ ッ ク に 描く 


地面 と 接し て いる 方 の ひ や や フカ ン の 視点 で 描か れ て いま 
じ と 腰 に 体重 が か か っ て す 。 胸 の 形 や 大 き さ を 強調 し て タダ 
いま す 。 イナ ミッ ク に 描き まし ょ う 。 


還 罰 回 罰 
図 血 


あお 向け で 寝る 


基本 的 な 描き 方 は 女性 と 
変わ り ま せん が 、 全 体 的 
に 男性 らし い 骨 太 で 筋 張 
? 、 腕 、 胸 の 
っ た アウ トラ イン を 意識 を 人肉 を 描き 込 
し て 描き まし ょ う 。 大 = に 、 両 腕 を 頭 の 後ろ で 組ん で 
Se 座 いる た め 、 特 に 肩 と 腕 、 
胸 の 筋肉 を 強調 し て 描き 
まし ょ う 。 組 ん だ 両手 は 
頭 の 後ろ で 見 えま せん 。 












曲線 的 な 
アウ トラ イン を 描く 

腰 か ら 太もも に か け て 、 丸 く 
て 女性 らし い 曲線 を 意識 し た 
か アウ トラ イン を 描き ます 。 








左右 の 胸 の 
形 の 変化 

上 の 方 の 胸 は 、 重 力 に 
よっ て 地面 の 方 に 下 が 
り ます 。 左右 の 胸 の 形 
の 変化 を 意識 し て 描き 
まし よう 。 





腹部 に 影 を 入れ る 
胸 か ら 下 は 、 助 骨 の 出っ張り 
と 腹部 の くぼみ が で き て いま 
す 。 影 を 入れ な が ら 作画 する 
と よい で し ょ よう 。 






丸く な る と き の 
描き 順 


全身 の パラ ンス を と り に RR UD 
くく 、 難 し い 構 図 な の 人 科 S 居 クツ 
で 、 段 中 を 追っ て 描く 練 。 パ わ 


習 を し て み ま し ょ う 。 NY NY 


① 全 体 の 大 ま か な 構 図 が わか る ぐら い の ② アタ リ を と っ た ら 、 和 各 パ ー ツ の パラ 
アタ リ を と り ま す 。 ンス を 調整 し 、 質感 を 意識 し まし ょ う 。 
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Column 


読 | む | マ | ン | ガ | テッ | サ | っ | 2 


「 人 物 と パー ス の 関係 」 


" 0 
> 
私 は 、 ラ ク ガ キ で も 絵 の 練習 で も 、 
キャ ラク ター し か 描か な い 場 合 に 、 な か 
な か 「 地面] を 意識 し て 描く こと は し て い 
ませ ん で し た 。 
まだ 仕事 を 始め た ば か り の 頃 、3D の 背 
景 に 82D の キャ ラク ター の イラ スト を の 
せる と いう お 仕事 が あり まし た 。 私 は 
キャ ラク ター の 絵 を 描く の みな の で す が 、 
これ が な か な か 3D の 背景 と 合わ な い ! 
背景 込み で 描く と き は し っ か り 水 平 線 
(アイ レベ ル ) を 決め て パー ス を と る の 
に 、 キ ャ ラク ター の み を 描く 時 は な ん と 
な く で 済ま し て し まっ て いた と いう 事 で 
す 。 特 に 、 カ メラ (その 場面 を 見 て いる 
人 ) と 被写体 と の 距離 が めい まい で し た 
(も し か し て 、 こ ん な 和 失敗 を し て る の は 


U 0 

私 だ け か も し れ ま せん が …… 

あたり まえ の こと で す が 、 人 物 に も 痛 
景 と 同じ よう に パー ス が あり ます 。 こ れ 
意識 で きる と どん な 所 か ら 見 た 人 物 で 
も 描け る よう に な り ま す 。 

きっ ちり 測る 必要 は あり ませ ん が 、 普 
段 の ラク ガキ を 描く と き で も 、 こ うい う 
こと を 意識 し て 描い て みる と いい と 思い 
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ざ 章 


動き の ある 
体 を 描く 


人 物 が うま く 描 ける よう に な っ た ら 、 次 な る ステ ッ プ 
は 「 動 作 ] で す 。 基 本 と な る 5 つの 動作 の 描き 方 を マ 
スタ ー し て 、 マ ン ガ に 動き と 躍動 感 を つけ まし ょ う 。 











EK3 


「 歩 く 」 は 、 人 間 が 体 を 移動 させ る た め の 基 本 動作 で す 。 一 歩 の 流れ を 3 コマ に 分 け て 描く 、 
また さま ざま な 角度 か ら 描 く こ と で 、 自 然 な 「 歩 く ] ボー ズ を マス ター し まし ょ う 。 








後ろ 足 の 爪先 で 地面 を 蹴り 、 前 足 の 着地 は か 蹴り 出し た 後ろ 足 に 合わ せ 、 ひ ざ を 曲げ て 体重 が 乗っ て いる 前 足 の 腰 が 支点 と な り 、 
か と か ら が 基本 動作 と な り ま す 。 スラ イド させ る こと で 足 を 前 に 出し ます 。 動か す 後 ろ 足 の 腰 の 方 が 低く な り ま す 。 
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7 マン ガ に する と き の ポ イン ト バラ ンス の 

ズ カ ニズム 
s 上 半身 を 前 頒 さ せ 、 頭 を や や 前 に 出す 歩く と いう 一 連 の 動作 の 
? 前足 と 逆 側 の 手 を 前 に 出す 中 で も 、 頭 や 肩 の 高 さ は 


。 蹴り 出す 足 の カー プ を 大 きく し 、 着 地 は か か と か ら | | ニン ma の 


* 骨盤 が 前 に 出 た と き の 腰 の 動き を と ら え る に な っ て いま す 。 
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き 
の 
あ 
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く 





蹴り 出す 瞬間 、 足 の 指 の つけ 根 と 指 に 力 が ひざ の スラ イド の 様子 で す 。 弧 を 描く よう 足 が 交 差し て 入れ 替わる 様子 で す 。 前 足 の 
入る 様子 を 足 裏 の カー ブ で 表し ます 。 に 高 さ が 変化 し て いる こと を 意識 し ます 。 方 に 腰 が ひね られ ます 。 
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ーー 


| 

| 田 四 基本 

| 正面 ・ 横 ・ 後 ろ の 各 角 度 か ら 「 歩 く ]」 を 描き ます 。 一 歩 前 に 踏み 出し た 状態 で 、 
| 体 が どの よう に バラ ンス を と っ て いる か を 見 て いき まし ょ う 。 


§ = = ーー キー ニーーーー ニ ーー ニニ ー ーー ニー ニー ニーーーー=ーーーー ニ ーーーーー。ーーー ニ ニー = es = ーー 








重心 の 線 


肩 ま わり の 表現 
腕 を 前 後に 振っ て 歩く 
の で 、 反動 で 肩 を 後ろ 


に 引き ます 。 鎖 骨 も 直 
立 し て いる と きよ り 強 
調 し て 描き ます 。 





肩 と 腰 の 傾き 


両手 両足 を 前 後に 
描く だ け な く 、 肩 
と 腰 を 少し 傾け る 
と と で 自然 な 動作 
に 見 えま す 。 








重心 は 前 足 に 


前 足 は 体重 を 支え て い 
る の で まっ すぐ に 伸び 


の ⑫ Zoo \ 


た 状態 で す が 、 ふ くら 
は ぎ が 盛り 上 が っ て い 
る 様子 を 描く と リア ル 
に 見 えま す 。 





手 は や わら か く 描 く tS 


腕 は 脱力 し て た れ て いる 状態 で 
す 。 指 は 軽く 曲がっ て お り 、 や わ 
ら か く 描 く と より 自然 に 見 そえ ます 。 
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背中 の カー ブ 


前 に 出る 頭 と 、 後 ろ の 
蹴り 足 と の 中 間 に あ る 


腰 に S 字 の カー ブ が で 
きま す 。 直 立 の 姿勢 よ 
り も カー ブ を 大 きめ に 
描き まし よう 。 









腕 の ライ ン 
腕 は 直線 より も 、 な 
だ ら か な 曲線 で 表現 
する と 自然 な 脱力 感 
が 出 ま す 。 











3 
章 
動 
き 
[の ) 
あ 
る 
体 
を 
措 
く 





重心 の 線 


肩 と 腰 の 傾き 
肩 と 腰 を 傾け る こと 
で 、 立 ち 姿 と 区 別 す 
る こと が で きま す 。 


基 肝 へ へ 素 


ヒッ プ の シワ 
後ろ 足 の ヒッ プ に 、 
地面 を 蹴る 際 に 力 が 
入る の で 、 し わ を 描 
きま す 。 










足 裏 の 表現 


爪先 が 大 きく 曲がり 、 足 の 指 は 
見 えま せん 。 土 ふま ず が 曲線 を 
描き 、 く ぼん で 見 えま す 。 
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歩い て いる 人 物 を フカ ン か ら 見 て み ま し ょ う 。 体 の どの バー ツ が 隠れ 
ソン で + ピー 
と P43 に 計ら は 包 軒 の 7 壮 。 こ 、、 る か 、 特 に 交差 し て いる 部 分 の 描き 方 の 参考 に し まし よう 。 





マン ガ に する 際 に 、 体 の 奥 側 の 
手 の 表 現 が あい まい に な り が ち 
で す 。 ひ じ の 位置 に 注意 し て 描 
く と バラ ンス よく 見 えま す 。 
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ぐ ⑯ 


※ 実 際 に は より 上 方 に あり ます 。 








肩 の 上 面 を 描く ー 

肩 の 上 面 が 見 える の で 、 | 肩 と 腰 の 動き 

腕 を 後ろ に 引い た と き の ーー” -| 肩 甲 骨 の 浮き 出し や ウエ 
鎖骨 や 皮膚 が 伸び て いる デア スト の くびれ が 強調 され 
様子 を 描き ます 。 = 
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1 ) 

MD tk き 

| の 

あ 

る 

人 

を 

措 

く 

歩 

1 く 

' 2 

足 に パー ス を ヒッ プ を 本 

つけ る 描き 分 ける 

足 は 短め に 描き ま 体重 が か か っ て いる ) 
す が 、 前 に 踏み 出 ほう の ヒッ プ は 締 ま ッ 


し た 足 と 後ろ 足 で 
さら に 太 さ や 長 さ 
の 違い が 出 ます 。 


り 、 足 を 動か し て い 
る ほう は ヒッ プ の 下 
に し わが で きま す 。 


前 方 ・ 後 方 と も に 、 ま ず は 箱 を 描い て パー ス を つけ まし ょ う 。 頭 と 上 半身 に は 大 き な 動 き は 
あり ませ ん が 、 腕 と 下半身 は 奥 と 手前 で さら に 遠近 感 を つけ て バラ ンス を と り ま す 。 


前 後に 振る 腕 の 軌道 


腕 は 前 後に 平行 に 振っ て いる 
の で は な く 、 体 の 外側 の 小さ 
な 円 を な ぞ る よう お 軌道 で 動 


か し て いま す 。 特 に 筋肉 が 発 


達し て いる 男性 は 、 胸 と 脇 に 

筋肉 の 厚み が ある の で 腕 が 体 

か ら 離 れ て お り 、 女 性 より も EN 
腕 の 軌道 が 大 き な 円 に な り ま 真 上 か ら 見 る と 、 腕 が 多少 内 側 が 体 か ら 離 れ て 
す 。 太っ て いる 人 も 同様 で す 。 に 入っ て いる の が わか り ま す 。 いま す 。 
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アオ リ で 見 る 「 歩 く 」 の 流れ 





前 方 か ら 見 た 人 物 を 描く 
際 は 、 下 半身 の 関節 や 筋 
肉 を 目立た せ 、 後 方 か ら 
見 る 場合 は ヒッ プ の 表現 
と 足 裏 の 表現 を 丁寧 に 描 
きま し ょ う 。 
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背中 の 曲線 


背中 の S 字 の カー 


ブ と 、 腰 まわ り を 
大 きく 描く と 女性 
らし さ が 出 ます 。 


腹筋 の 筋 
縦 に 腹筋 の 筋 を 描 
き 入 れる と 腹筋 を 
使っ て いる 様子 が 
表現 で きま す 。 


ひさ 裏 の 表現 
ひざ 裏 は 、 横 方 向 の し 
わ を 描く と と で 位置 
表し ます 。 









足 の 大 き さ 
手前 に くる 足 の 大 き さ 
と 、 奥 の 足 の 大 き さ を 
正確 に と ら え まし ょ 
う 。 片 方 の 足 は 必ず 地 
面 に つけ ます 。 


アオ リ は 前 方 ・ 後 方 と も に 、 見 る 人 の 目 に 近い 部 分 を 大 きく 描く の で 、 足 が 長く 、 顔 が 小さ く 
な り ま す 。 手前 に 見 える 足 が よ り 大 きく な る の で 、 バ ラン ス に 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 


歩き 方 で 性 別 や 
キャ ラ の 性 格 を 表す 


歩き 方 は 骨格 の 違い で 特徴 が 
出 ます 。 男 性 は "が に 股 " に 、 


女性 は “内股 " に 描く こと が 多 
いと いえ ます 。 ま た 、 女 性 の 
が に 股 は 、 お お ざっ ぱ 、 が さ 
つ な キ ャ ラ 、 男 性 の 内 股 は 内 
向 的 、 中 性 的 な キャ ラ な どの 
印象 を 与え る こと が で きま す 。 








ハ 競 回 共 の SOA 再 。 撮 


基 肝 へ へ 素 


走 | る 


「 走 る 」 は 、 歩 く 場 合 に 比べ て 腕 の 振り や 足 の 蹴り 上 げ 、 体 の 軸 が 傾く 角度 が 大 きく な り ま す 。 
それ に より 、 走 る スピ ー ド の 違い を 表現 し まし ょ よう 。 





前 足 は 衝撃 を 吸収 し 、 前 傾 姿 勢 を 支え る た 足 を 大 きく 前 に 出す た め に 、 ひ ざ を 曲げ て 前 足 側 の 腕 を 大 きく 引い て バラ ンス を と る 
め に ふく ら は ぎ に 力 が 入り ます 。 足 を 高く 上 げ ま す 。 の に と も な い 、 腰 を ひね り ま す 。 
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2 ア マン ガ に する と き の ボ イン ト パラ ンス の 
メカ ニズム 

* 上 体 は 常に 前 に 倒す 

sw ひじ と ひざ を 大 きく 曲げ る 

* 体 が 沈ん だ と き と 伸び た と き で 頭 の 位置 を 変え る 

* 腰 の ライ ン の ね じ れ を し っ かり 描く 








体 が 沈む 、 伸 びる を 繰 






り 返 すこ と に より 、 頭 
の 位置 が 上 下 し ます 。 
肩 や 腰 の 位置 も 同様 に ノ 
上 下 し ます 。 色 







人 へ 荘 区 18+S 届 圭 拉 の 


Di 





前 足 の ふく ら は ぎの 筋肉 を 太く 、 通 営 よ | ひざ は 足 の 蹴り 出し に よっ て 斜め 前 に 上 が 足 と 腕 が 逆 の 動き を する の で 、 腰 の ね じ れ 
上 の 方 に 描き まし ょ う 。 り ま す 。 を し っ か り と 描く こと が 大 切 で す 。 
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前 足 が 着地 し た 直後 の 、 体 の 重心 の 位置 と 、 各 バー ツ の 動き を 正確 に と ら え る と こ で 、 
全身 を バラ ンス よく 描け り る よう に な り ま し よう 。 


重心 の 線 

















肩 の 上 面 を 
描く 


前 傾 姿 勢 に な っ て 
いる の で 、 正面 か 
ら 見 た 際 に 肩 の 上 


腰 ライ ン の 
ね じ れ の 表現 
腰 の ライ ン が ね じ れ て 
いる 様子 を 腹筋 の 線 で 
表現 し ます 。 


ひさ の 大 き さ に 
大 小 を つけ る 
前 足 の ひざ を 大 きく 高 
く 、 後 ろ 足 の ひざ を 小 
さく 低く 描き 、 両 足 の 
遠近 感 を 出 ます 。 





引っ 張ら れる 胸 
腕 を 前 後に 振る こと で 
後ろ に 引い た 腕 側 の 肩 の 


尽 パン た か し 
PA 前 傾 姿 勢 を きつ くす る と より スピ 
に rw 押 ー ド 感 が 出 ます 。 さ ら に 効果 線 を 


に 引っ 張ら れ ま す 。 つけ る こと で 躍動 感 が 増し ます 。 
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重心 の 線 





頭 の 位置 


両足 より も 頭 は 前 に 
あり ます 。 蹴 り 上 げ 
た 力 が まっ すぐ 全身 
に 伝わる 角度 で す 。 


















足 の 表現 に 
迫力 を つけ る 


前 足 の 踏み 込み や 、 
後ろ 足 の 蹴り 上 げ を 
大 きく 描く と より 迫 
力 が 出 ます 。 


頭 の 位置 を 変え る こ 
と で 、 速 度 や 体型 の 
特徴 が 出せ ます 。 


重心 の 線 


頭 を 傾け る 

腕 を 振る 反動 で 頭 が 多少 
斜め に 傾き ます 。 マ ン ガ 
に する 場合 は 少し 大 げ さ 
に 描く と 勢い が 出 ま す 。 


腕 で 奥行 き を 
表現 する 

ひじ か ら 先 が 見 えな い 
こと で 奥行 き を 表現 し 
ます 






影 で 足 の 
動き を つけ る 

前 足 の 太もも の 裏 に 陰 
を つけ る こと で 足 を 引 
き 上 げ て いる 様子 を 表 
し ます 。 
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へ 嘉 改 奏 の StSON 半 拘ら 


引 昭 へ ぶ 演 








上 半身 の 傾き 
小走り 程度 の スピ ー 
ド な の で 、 上 半身 は 
あま り 前 條 に な ら な 
いよ うに し ます 。 





筋 内 の 盛り 上 が り を 
強調 し な いこ と と で リ 
ラッ クス し て いる 様 
子 が 表現 で きま す 。 








動作 を 
小さ くす る 
腕 の 振り や 足 の 引き 
上 げ は 小さ く 、 脇 や 
でき 股 を 閉め る と 女性 ら 
ーー た に し さ が 出 ます 。 





ング 


追い か け て いる 相手 と の 
関係 や 、 相 手 に 対す る 感 
情 が 動作 に 表れ ます 。 


恐怖 感 を 抱き 
逃げ て いる 場合 


腕 や 足 の 動き を 大 きく 、 体 の バラ ン 
ス を 崩し て 描く と 、 精 神 的 に 余裕 が 
な い 印 象 を 与え ます 。 首 を すぐ くめ た 
り 、 体 を 縮 こ め て いる と 相手 と の 力 
の 差 や 恐怖 感 が 表現 で きま す 。 
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あご が 上 が る 
あご が 上 が り 、 目 線 
は 走っ て いる 道 で は 


な く 遠 く の 方 に 向い 
て いま す 。 






















腰 が 引け る 


地面 を 跳 リ 上 げ る 
足 に 力 が な く 、 重 
心 が 下 が っ て 腰 が 
引け ます 。 


振り を 
小さ くす る 

腕 や 足 の 振り は 小さ 
く 、 歩 く の と 変わ ら な 
いく らい の 速度 で す 。 







や る 気 の な さや 、 疲 





3 
れ て いる 様子 を 表す 
走り 方 で す 。 
ぁ 
あ 
る 
体 
を 
描 
腕 が 脱力 し て い < 
る と 、 よ りや る 
気 の な さ が 表現 
で きま す 。 
基 
本 





妹 キ ャ ラ な ど に 見 られ 
る 、 女 の 子 特有 の 走り 方 
で す 。 腕 や 足 を 前 後 で は 
な く 左 右 に 振り 、 体 を く 
ね ら せ る と 女の子 らし い 
イメ ー ジ に な り ま す 。 


上 体 を 前 傾 さ せ ず に 、 上 
に 飛び 上 が る よう な 動き 
に する と スキ ッ プ に な り 
ます 。 前 方 の 腕 と 足 は 大 
きく 曲げ 、 後 方 の 腕 と 足 
は 伸び て いる 状態 で す 。 
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跳ぶ 


「 跳 ぶ 」 と き は 、 全 身 を バネ の よう に 使っ て 目的 の 方 向 に 体 を 浮か せま す 。 
マン ガ で は 特に 沈み 込む 動作 と 伸び 上 が る 動作 の 描き 方 を マス ター し まし ょ う 。 





両足 を 揃え 、 重 心 を 一 点 に 沈み 込ま せま 跳び 上 が り 始 め る と 体 が 反り 返り 、 腹 筋 と 全身 が 伸び て も 人 間 の 足 は ひざ が ふく らん 
す 。 さ ら に 足首 を 最大 限 に 前 信 さ せま す 。 背筋 が 伸び て 助 骨 が 浮き 上 が り ま す 。 で 見 えま す 。 
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の マン ガ に する と き の ボ イン ト 
e 腕 の 遠心 力 を 利用 する の で 大 きく 描く 





* 筋肉 の 伸び 縮み を 線 で し っ か り と 表現 する 
e 腕 で バラ ンス を と る 
ゃ 肩 ・ 腰 ・ ひ ざ の 傾き を と ら え る 









t 
いさ 
ミ 


衝 ) 


アキ レス 腫 が 伸び て 、 足 首 の 前 側 に し わが 腹筋 の 縦 の 線 を は っ きり と 描い て 、 力 が 入 足 は まっ すぐ 伸び て いて も 、 ひ ざさ の 位置 と 


寄っ て いる 様子 を 描き 込み ます 。 つて いる 様子 を 表現 し ます 。 


ZOOA4 


影 を 利用 する 
足 が 地面 か ら 離 れ た 
こと を 地面 に 影 を 描 


く こ と で 表現 し まし (| 
よう 。 地 面 か ら 遠 く 
な る ほど 影 は 小さ く 

な り ま す 。 


ふく ら み を 描き まし ょ よう 。 


= こ ー ャ キマ = 
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ハ 問 層 閥 OStSK 半 、 客 の 


es 
み 愛 


還 回 真 上 に 跳 が 


跳び 上 が り 、 頂 点 に 達し た 瞬間 の 姿勢 を さま ざま な 角度 か ら 見 て いき まし ょ う 。 
上 半身 の 使い 方 は 垂直 跳び と 同様 で す 。 





指先 まで 
伸ばす 


腕 は 指先 まで し っ か 


り と 伸び ます 。 指 を 
揃え る と より 高く 飛 
ん で いる 印象 を 与え 
ます 。 









あご が 上 が る 
跳ぶ 瞬間 に 目線 は 目 
標 地点 に 向け られ る 
の で 、 あ ご を 上 げ て 
首 の 筋 を 描き ます 。 


胸 の 位置 が 
上 が る 


体 が 引き 上 げ ら れ 、 反 
り 返 る こと で 胸 の 位置 
が 上 が り 、 お 腹 の 面積 
が 広く な り ま す 。 





跳ぶ 体勢 の 


ゃ . \ 3 
っ 跳び 上 が っ て 跳び 移る 、 ま た は 
中 が 目的 や 目標 地 避け る 場合 眺 び 越え る 場合 


8 正面 か ら 来る 障害 自分 が 今 い る 地点 
点 は きま ざま で モーグ 物 を 跳ん で か わし か ら 別 の 場所 に 跳 


す 。 そ れ に よっ て ます 。 足 を 左右 に び 移 り ます 。 足 を 


跳ぶ 体勢 が 大 きく "ズン ズン 開い て 、 目線 は 下 前 後に 開き 、 目 線 
変わ り ま す 。 の 障害 物 に 向け ら 2 gg は 目標 地点 に 向け 
_ れ ま す 。 られ ます 。 














バラ ンス を 
と る 右手 


跳ぶ と いう 動作 は 非 
常に バラ ンス が 悪い 


の で 、 上 げ て いな い 
ほう の 手 で バラ ンス 
を と り ま す 。 








足 裏 が 見 える 
跳ん だ 瞬間 に ひざ を 
曲げ る と 両足 の 裏面 
が 見 えま す 。 











手のひら が 
反り 返る 
指先 まで まっ すぐ に 
伸ばそ うと する と 、 
手のひら は 反り 返り 
ます 。 


腰 が 前 に 出る 
上 半身 が 反り 返る と 
と で 腰 が 前 に 出 て 、 
ヒッ プ が 上 が り ま す 。 


背中 の くぼみ 
体 が 反り 返っ て いる 
様子 を 表現 する た め 
に 、 肩 甲骨 

が り を 強調 し て 、 背 
中 に くぼみ の 線 を 措 
き 入 れ ま す 。 


ヒッ プ が 上 が る 
跳び 上 が っ た 反動 で 
ヒッ プ が 上 が り 、 足 
と ヒッ プ の 境目 の 線 
が 薄く な り ます 。 
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へ 本 次 が FS 員 民 の 


蹴 | る 


ケン カ や 格闘 シー ン で よく 描か れる 「 蹴 る 」 の 基本 は 、 回 し 蹴り で す 。 
これ を 基本 に し て 、 体 の 動き の 描き 方 を 覚え まし ょ う 。 






蹴る 位置 が 高く な る ほど 上 半身 を 
倒し て 股関節 を 前 に 出し ます 。 





軸 足 は 地面 を つか むように 、 し っ 
か り と 地 に 着け 、 爪 先 を 外側 に 向 
け ま す 。 


足 の ひざ か ら 下 で 相手 を 蹴り ま 
す 。 相 手 の 体 の 側面 を 攻撃 する の 
で 、 つ ま 先 は 伸ばし ます 。 





左 の 拳 は 相手 の 攻 蹴り 足 と 同じ 側 の 手 を 
撃 か ら あ ご を 守る 足 と 逆 の 方 向 に 振り 、 
位置 に お きま す 。 体 に 反動 を つけ ます 。 
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の マン ガ に する と き の ボ イン ト 





m 重心 の バラ ンス に 気 を つけ る 


* 足 を 高く 上 げ る ほど 上 体 は 倒す 
* 足 を 上 げた ら 腕 は 下 に 振り バラ ンス を と る 
* あご を 引く と 強 そ うに 見 える 








股関節 の 線 を 描く と と で 足 の 動き 
を 大 きく 表現 し まし ょ う 。 


足 の つけ 根 か ら つ ま 先 ま で が 一 
直線 に な る よう に 描き ます 。 


人 迫力 の ある 蹴り 

上 体 を 大 きく 倒し 、 蹴 り 足 を 
圭 の よう に し な ら せ る こと で 
強い 蹴り を 表現 で きま す 。 ひ 


ざか ら 下 を 効果 線 で 表し た 
り 、 擬 音 を 入れ て 人 迫力 を 出し 
まし ょ う 。 


part1 


ボク シン グ や ケン カ の と き の 構 え の ポ 
ー ズ 。 足 を 前 後に 開い て 重心 は 体 の 真 
下 で す 。 体 は 相手 に 対し て 斜 に 構え ま 
す 。 相 手 と の 間合い が 近い ほど 重心 を 
低く する と 緊迫 感 が 表現 で きま す 。 


重心 の 線 













指 を 曲げ て 足 の 甲 の 骨 や 筋肉 の 盛り 上 
が り を 描く と 、 足 の 指 で 地面 を つか ん 
で いる 様子 が リア ル に 表現 で きま す 。 
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章 
動 
き 
の 
あ 
る 
体 
を 
描 





さま ざま な 蹴り ポー ズ 


上 体 を 
後ろ に 倒す 





上 体 を 後ろ に 倒し て 
腰 を 前 に 出し ます 。 





つま 先 は 伸ばす 
力 を ひざ の 一 点 に 集中 
させ る た め に つま 先 は 
伸ばし ます 。 







の の の 


ZOOAf 
相手 を 押さ えつ け て 
攻撃 する 場合 
- ー S RE 軸 足 を 

相手 が 体勢 を 前 に 崩し た と き a つま 先立ち に する 
が 、 ひ ざ 蹴 り の チャ ンス で さ 

軸 足 は 蹴り 出し と と も 
す 。 相 手 の 頭 や 背中 を 押さ え AI er に つま 先立ち に する 
つけ て 繰り 出せ ば 、 一 撃 必 殺 N a な など と 、 下 か ら の 威力 が 増 
で す 。 相手 と の 距離 が 不 自然 | し て 見 えま す 。 


に な ら な いよ うに 気 を つけ ま 
し ょ う 。 
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足 の 奥行 き の 出し 方 
ヒッ プラ イン と 股関節 の 位 





置 を 決め た ら 年 輪 の よう な 
補助 線 を 加え な が ら 太 さ を 
調節 し て 描き まし ょ う 。 
右手 の 
甲 が 見 える 
後方 に 振り 下げ た 手 
の 甲 が 見 えま す 。 3 
軸 足 の 向き す 
軸 足 の ひざ と つま 先 は 
外側 を 向き ます 。 の 
る 
体 
を 
描 
< 
鐵 
る 
















か か と を 
前 に 出す 

蹴り 足 の か か と を 
前 に 出し 、 足 を 反 
り 返 ら せ ます 


腹部 が 縮む 

足 を 最大 限 に 振り 
股関節 の 線 上 げた 際 、 バ ラン 
ス を と る た め に 上 
半身 が 前 傾 し ま 
す 。 腹 部 が 縮む 様 
子 を 、 皮 膚 の し わ 
で 表現 し ます 。 


股関節 の 線 を きち ん と 
入れ る こと で 足 が 大 き 
く 稼動 し て いる こと が 
わか り ま す 。 
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「 殴 る 」 基本 の 原理 を スト レー ト パ ン チ の 動き で 覚え まし ょ う 。 
重心 の 位置 と パン チ の 強弱 の 描き 分 けが ボイン ト で す 。 











蹴る 同様 に あご を 引い て 、 片 方 
の 拳 で 相手 の 攻撃 か ら あ ご を 守 
り ま す 。 





肩 か ら 手の甲 ま で 、 腕 を まっ す 
ぐに 出し ます 。 腕 の 筋肉 が 盛り 
上 が る 位置 が よく わか り ま す 。 


バン チ の 威力 を 強め る と と も 
に 、 相 手 に 当たっ た 時 の 衝撃 を 
吸収 で きる よう 、 後 ろ 足 の か か 
と が 上 が り ま す 。 


横 
上 半身 は 前 傾 せ ず に 重心 は 体 a 
の 真下 で す 。 強 い 衝撃 に 耐え cm Er 
られ る バラ ンス で す 。 前 傾 # る 部 く な 
EC る の で 注意 し ます 。 


勢 に する と 弱く 見 えま す 。 
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7 マン ガ に する と き の ボ ポイ ント Dart2 


e 重心 は 体 の 真下 に 置く 武道 の 構え は 流派 や 戦い 方 に よっ 
s 腰 が 回 転 し て いる 様子 を 描く て さま ざま で す が 、 足 は 基本 的 に 





前 後 左右 どの 方 向 に で も 一 歩 目 が 
e 腕 の 表現 を 大 きく する 踏み 出せ る よう に 、 両 足 の 指 の つ 


e 筋肉 の 盛り 上 が り を 描く け 根 に 体重 を や や 傾け て いま す 。 
















拳 は 手首 を まっ すぐ に 描き ます 。 
手首 を 曲げ る と 女性 らし く 、 か 
弱い 表現 に な り ま す 。 


3 
章 
動 
き 
の 
2 
る 
体 
を 
描 
に 3 





肩 の 筋肉 の 盛り 上 が り を 強調 し 
て 描く と より リア ル な 表現 に な 。 トー 
り ま す 。 


衝撃 に 耐え る た め に 、 後 ろ 足 の 
か か と は 必ず 浮か の せま し ょ う 。 





パン チ に 強弱 を つけ る 


攻撃 性 の ある 強い パン チ と 、 攻 
撃 性 の な い 弱 い パ ンチ で は 描き 
方 が 異な り ま す 。 ポ イン ト は 重 
心 の 高 さ と 、 手 首 の 表現 で す 。 








頭 と 腰 を 落と し て 重心 を 低く する と 力強く 手首 や ひじ を 曲げ る と や わら か い バ ンチ 


見 えま す 。 ま た 、 バ ンチ の 軌道 や 衝撃 を 表 な り ま す 。 恋 人 同士 の じゃ れ あ い の シ ー 
す 効 果 線 を つけ て 強 さ を 表し まし ょ う 。 に 使え ます 。 








さま ざま な 殴り ポー ズ 





肩 を 引く 
殴る 腕 と 逆 側 の 肩 
を 引き 、 肩 の 高 さ 
が 傾き ます 。 










後ろ 足 を 
低く 描く 
ふく ら は ぎの 筋肉 
と 、 後 ろ 足 の ひざ 
下 を 地面 に 近く 描 
く と カ の 溜め 具合 
が 伝わり ます 。 












フィ ニッ シュ は 拳 を 振り 抜 
き 、 高 く 上 げ ま す 。 全 身 の 伸 
び を 利用 し て 打ち ます 。 















拳 の 正面 が 見 える 


腕 は 90 度 前 後 の 角 度 で 、 
拳 の 正面 が 見 えま す 。 








腰 の 回 転 

腰 を 回 転 させ て い 

RY る 様子 を 、 く びれ 

足 の 位置 は 移動 せ 2 と 腹筋 の 線 で 表現 
すず 、 上 半身 を 横 回 転 レー “J し まし ょ う 。 


させ る の で 、 パ ンチ 
が 当たる 際 に は 股 が 
閉まり ます 。 
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腕 を 長く 描く 
女性 は ひじ か ら 下 の 筋 
肉 の 盛り 上 が り と 腕 を 
長め に 描く と し な や か 
に 見 えま す 。 





顔 を 

ガー ド す る 
男性 同様 に 脇 を 締 
め 、 あ ご の 近く に 
拳 を お いて 顔 を ガ 
ー ド し ます 。 拳 は 
小さ め に 描き まし 
3 


















ウエ スト の 
ね じ れ 

体 を ひね っ て い 
る 様子 を ウエ ス 
ト の ね じ れ 線 で 
表現 し ます 。 





フッ ク の よう に 、 腕 の 
振り と 体 の 回 転 で 相手 
の 類 を 平手 打ち し ま 
す 。 上 類 に 当たる と き に 
指 を 反らせ る と 勢い が 
表現 で きま す 。 
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へ ハ 訳 N 商 の SSONK 愉 。 拉 の 


⑳ 墨 








column 


読 | む | マ | ン | ガ | デ | ッ | サ | っ 3 


「 表 現 手 段 と し て の 絵 」 


少し 難し いこ と を 書き ます 。 読 む の は 
大 変 だ と 思う の で 、 お や つ 休 憩 で も 入れ 
な が ら の ん びり 読ん で いた だ けた ら と 思 
いま す 。 

絵 を 描き 続け こい れ ば 、 技 術 も 身 に つ 
き 、 物 の 形 も 正確 に 描け る よう に な っ て 
くる と 思い ます 。 

た だ 、 正 確 に 描く こと に こだわ りす ぎ 
る と 、「 あ の 絵 は デ ッ サ ン が 正しい か ら よ 
い 」「 あ の 絵 は 間 違っ て いる か ら 悪 い 」 と 
いう よう な 思考 に お ちい っ て し まい が ち 
で すず 。 

正確 に 描く こと が 悪い こと と は いい ま 
せん が 、 大 切な の は 「 絵 は 手段 で あっ て 
目的 で は な く 、 目 的 を 表現 する た め の 手 
段 の ひと つ に すぎ な い 」 と いう こと だ と 
思い ます 。 

絵 の 技術 と いう 「 手 段 ] に 潤 れ て 、「 目 
的 」 を 表現 する こと が お ざ ご なり に な っ て 
は も と も 子 も あり ませ ん 。 

極端 な こと を いえ ば 、 光 源 と 影 の 
関係 や 、 物 の 形 、 色 、 質 感 が 実 
際 と 違っ て いて も 、 そ の 目的 
を 表現 する た め な ら 、 多 少 嘘 
を つい て も 全く 構わ な いと 
思い ます (知ら な いこ と と 


嘘 を つく こと と は 違い ます )。 

自分 が 何 を 表現 し た い の か 、 そ の た め 
に は 何 が 必要 な の か 、 色 々 な も の を 見 た 
り 、 い いな ぁ と 思う 絵 を マネ し た り し 
て 、 そ こ か ら 取 捨 選択 し て さら に そこ を 
強調 し て みる ……。 結 果 的 に それ が 「 個 
性 ] と な っ て 現れ る の だ と 思い ます 。 
例え ば 、 人 の 筋肉 ひと つと っ て も 描き 
方 は 人 それ ぞ れ で す 。 私 は 質感 を 鋼 の よ 
うに 人 硬質 的 に 描き ぎ 、 バ ラン ス も 大 きく 変 
えて いま す 。 実際 に は こん な 人 いま せ 
ん 。 で す が 、 こ うす る の が 一 番 か っ こい 
いな ぁ と 今 は 思っ て いま す 。 

ムチ ムチ し た 筋肉 が か っ こい いと 描か 
れる 方 も いら っ し ゃ ます し 、 本 当 に 千 差 
万 別 、 十 人 十 色 で す よ ね 。 

そこ が 「 表 現 手段 と し て の 絵 ] の 面白 い 
と ころ だ と 思い ます 。 














4 章 
日 常 の 
動き を 描く 


人 間 は 「 感 情 ] や 「 目 的 」 を と も な っ て 動作 を 行い ま 
す 。 日常 の シー ン で 、 人 物 の 自然 な 動き が 描け る こと 
が マン カ に する うえ で の 大 切な 要素 と な り ま す 。 


っ っ の の の る の ちる の 

- ペ * て 

の らら ろう の ら ろ の の 
YYYYYYYY ィ て 

を 








回 司 回 回 仙 3 久 還 回 


喜 怒 哀楽 の 感情 を 表す 際 に 、 マ ン ガ で よく 利用 され る 独特 な 体 の 動き を 紹介 し ます 。 


全身 で キャ ラク ター の 感情 を 表現 し まし ょ う 。 













前 か が み 肩 を すぼめ る 
に な る 両 肩 の すぼめ 具合 や 上 半身 の 前 傾 具 
合 を 大 きく する と 感情 の 大 き さ が 表 
現 で きま す 。 肩 が 上 が っ て いる と 興 
奮 し た 様子 が 伝わり ます 。 













脇 を 締め る 
脇 を 締め る と 女性 らし 
く 、 開 ける と 元気 な キ 
ャ ラ に 見 えま す 。 





ひざ を 寄せ る 
笑う と 肩 に カ が 入り 、 
下半身 は が 抜け ま 
す 。 女性 の 場合 は ひざ 
を 寄せ て 内 服 気味 に す 
る と か わい らし さ が 出 
せま す 。 














体 を 大 きく 前 傾 さ せ 、 腕 や 
足 を 広げ て オー バー な 動き 
に させ る こと で コミ カル な 
キャ ラク ター に な り ま す 。 





あご この 輪郭 を 描く 
体 を 反らせ る と 自然 と あ 
ご が 上 が り ま す 。 首 を 長 
く 、 あ ご の 輪郭 の 線 を 描 
き 入 れ ま し ょ う 。 



























肩 を 上 下さ せる 


笑う と いう 動作 は 腹筋 
を 使う の で 、 上 半身 が 
上 下 に 揺れ ます 。 肩 が 
上 下す る 動き は 効果 線 


で 表し まし ょ う 。 へ に ドー 生生 
N 


パー ス の 屈折 


下半身 の 脱力 具合 は 
ひざ を 曲げ て 表し ま 
す 。 体 の パー ツ が 前 
後に 屈折 する の で 、 
その パーツ が くる 位 
置 に バー ス の 補助 線 
を 引い て お く と スム 






























ー ズ に 描け ます 。 
ーー $ 

4 
章 
a 日 
常 
の 
動 
を 
措 
< 
A 情 
を 
表 
す 
a 体 
の 
動 
き 

wW 7 

TAA | 

(er 
真 フ カン か ら の アン グル で ( も を パ 


より 表情 を 見 せる 
体 を 反らせ て 笑う 場面 は 、 正 面 より も 


真 フカ ン か ら 描く こと で 、 表 情 が クロ 
ー ズ アッ プ さ れ ま す 。 顔 が 大 きく な る 
の で 、 体 を 抽 く ポイ ント は 肩 と 足 の 表 
現 で す 。 お も に 肩 と ヒッ プ 、 ひ ざ 下 が 
よく 見 える の で 、 遠 近 感 に 気 を つけ て 
描き まし ょ う 。 る こと で ダイ ナミ ッ ク な 笑 
い が 表 現 で きま す 。 


男性 の 場合 は 、 足 を が に 股 
に 開き 、 ひ ざ を 外側 に 向け 
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ぐ ⑯ 


背中 が 反 る 
ひざ を 立て て ヒッ プ を 突き | 
出す 格好 に な る と 、 背中 が | ーーー 
大 きく 反り 返り ます 。 し 
/ まこ 、 
= | ンー SS 


























日) / pe ーー 
a ] 体 の 角度 
2 バー ス の つき 方 に よっ て 体 の 角度 が 
/ 変わ り ま す 。 地面 に グリ ッ ド 線 を 描 
いて か ら 、 地面 に 接し て いる パー ツ 
肩 が 上 が る の 角度 を 決め る と よい で し ょ う 。 
泣く と 横隔膜 が 上 が り 、 
肩 が 揺れ ます 。 感 情 が 高 
ぶっ て いる 様子 を 肩 を 上 地面 に 伏せ た 姿勢 で も 、 
下さ せる こと で 表し ます 。 ひざ を 折り 、 ヒ ッ プ の 位 
置 が 下がる と 、 背 中 が 丸 
まり ます 。 頭 を も た げ 、 
縮 こ まっ て 泣い て いる と 
いう 表現 に な り ま す 。 
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顔 を 伏せ る 

顔 は 伏せ て 描く と と で 、 感 情 を 自分 の な か に 
押し 込め て いる 様子 が わか り ま す 。 頭 の 見 え 
方 や 生え 際 な どの 表現 に 注意 し まし ょ う 。 








パラ ンス の よい 
描き 方 

体 の 重なり 合っ た 部 分 
は 、 先 に 足 の 後ろ に 隠れ 
て いる お 腹 の ア タリ を と 
っ て か ら 、 足 を 重ね て 描 
きま し ょ う 。 











ヒッ プ の 形 手 の 表 現 

ヒッ プ は 折り 曲げ た 体 の 支点 と な 足 を 上 半身 に 近づけ る た め に 手 で ひ 
り 、 上 半身 と 下半身 の 両方 に 引っ 張 ざさ を 抱え ます 。 体 の バー ツ に 沿わ せ 
られ て 若干 骨 ば っ た 形 に な り ま す 。 る よう に 描き まし ょ う 。 





4 
間 
日 
常 
の 
動 
き 


Nl 


冬 Q 



















下半身 の 
奥行 き を 出す 
グリ ッ ド 線 を 描い て か ら 
人 物 を 描く と 、 下 半身 の 
奥行 き と 足 の 立体 感 が 出 
し や すい で し ょ う 。 


0N 嘩 ら 企 叶 期 時 生 叶 

















皮膚 の 
足 を 折り 曲げ る こと 屈折 し た 足 の 表現 盛り 上 が り 










で 、 太 も も と ふく ら は 、 筋 内 の 向き や 太もも と ふく ら は 

は ぎ が 密着 し 、 皮 膚 太 さ を 表す 補助 線 ぎ が 押さ れ 合 い 、 

が 盛り 上 が り ます 。 を 入れ な が ら 描 き 皮膚 が 盛り 上 が っ 
まし よう 。 





て 見 えま す 。 


HI 還 | 
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肩 や ひじ を 張る と 全 
体 の フォ ルム に 角 が 
で き て 、 高 圧 的 な 印 
象 に な り ま す 。 


腰 に 手 を 当て る 


腰 に 手 を 当て る と 偉 
そう に 見 えま す 。 両 
手 を 腰 に 当て た ボー 
ズ も マン ガ で よく 使 
われ ます 。 





足 を 開く 


足 を 開い て 、 ど っ し り 
と し た 立ち 方 に する 
と 、 相 手 と の 上 下関 係 
が 表現 で きま す 。 





横 か ら の アン グル で 見 る と 、 上 
半身 が 前 傾 し て いる の が わか り 
ます 。 相手 を 攻め 立て た り 問い 
詰め た りす る 際 に 、 言 葉 に カ が 
と も り 、 前 條 に な り ま す 。 


小さ な 喜び は セリ フ や 笑顔 で 表現 で きま す が 、 大 き な 喜 び は 人 物 の 気持 ち が 高 揚 し た 状態 な の 


で 、 全 身 を 使っ て 表現 し まし ょ う 。 


手首 を 曲げ る 
手首 を ぐっ と 内 側 
に 曲げ た 瞬間 を 描 
く と カッ コ よ く な 
り ま す 。 


腕 を 高く 上 げ る 


腕 を びん と 伸ばし て 高く 上 
げ る こと で 、 テ ンション の 
高 さ を 表し ます 。 両 手 を 上 
げ る バン ザイ の ポー ズ も 効 
果 的 で す 。 


体 の ライ ン が 

S 字 に な る 

上 げた 腕 の 逆 側 に 体 が 傾き 
ます 。 体 の ライ ン を 8S 字 に 
描く と 女性 らし さ が 出 ます 。 


片足 を 跳ね 上 げ る 
片足 を 外側 に びょん と 跳ね 
上 げ る と 、 元気 で 明る い 印 
象 を 与え ます 。 


腕 の 筋肉 を 強調 する 


拳 を 作っ て ひじ を 後ろ に 引 
き 、 腕 に ぐっ と 力 を 込め ま 
す 。 上 腕 二 頭 筋 を 強調 し 
て 、 力 の 入り 具合 と 喜び の 
大 き さ を 表し ます 。 


重心 を 下げ る 
腹筋 に カ が 入る の で 、 腰 を 
落と し て 重心 を 下げ ます 。 
動き が 大 きい ほど 喜び の 大 
き さ が 伝わり ます 。 





4 
章 
に | 
常 
の 
動 
き 
を 
描 
く 





ON 軸 ③ 企 叶 類 時 正中 


回 甘 E ヨ (のり 包 


日 常 生 活 の 中 で 行わ れる 体 の 動き を 紹介 し ます 。 


感情 の 動く シー ン で は あり ませ ん が 、 違 和 感 の な い 自然 な 動き を 目指 し まし よう 。 








鎖骨 が 

強調 され る 
| スポ ボン を つか ん だ 両 腕 が 
| 下 に 伸び 、 上 に 引き 上 げ 
る 際 に 胸 筋 に カ が 入り 、 
鎖骨 が 強調 され ます 。 


























| ズボン を 
つか も お む 手 の 形 
手 は ズボン の ウエ ス 


ト 部 分 を つか み ま | 
す 。 手 の 形 を し っ か 
り と ら え まし よう 。 
手 で 、 足 を 通し や す 
いよ うに ズボン を コ 

| シト ロー ル し ます 。 








ズボン の ふく ら み | 
足 先 が ズボン の 箇 を 通 
る 瞬間 の 形 で す 。 足 が 
| 入っ て いな い 部 分 と の | 
ふく ら み の メリ ハリ を 
つけ まし ょ う 。 | 
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お 腹 の 皮 膚 が 
伸び る 

体 が 反り お 腹 の 皮膚 
が 伸び て いる 様子 を 
腹筋 の 線 で 表し ま 
す 。 助 骨 を 浮き 上 が 
ら せ る と より リア ル 
で すす 。 








腕 を コン パク ト に 





た た お 
ひじ を 真 上 に 上 げ て 腕 交差 し た 腕 の 描き 方 
を コン バク ト に た た み 、 
衣服 を 伸ばさ な いよ う 
に 脱ぎ ます 。 手のひら 
が 外側 を 向き ます 。 





eH EY 
ue ok) 


胸 の 位置 が 
上 が る 


腕 の 動き で 両 胸 が 自然 
と 寄り 、 位 置 が 上 が り 
ます 。 セ クシ ー な ボー 
ズ で す 。 


e 性 き 党 


呈 計 3 叶 由 
- 笠 紅 こ CC . 季 





oON 中 
NNS さ マー 
ゆ は へら 誤 Q 英 @ 





4 
に | 
の 
動 
き 
を 





N 豊 S 遂 時 矢 四 



























布 の 突っ 張り 。 | 腕 の 
肩 を 後ろ に 反 ら し 、 手 探 | ング ニー 下書き を する 
り で 細い そ で 口 に 腕 を 通 | fu - 腕 の 下書き を し て か 
し ます 。 洋服 の 布 が 突っ | ンク ジグ ら 、 そ れ に 合わ せ て 洋 
張る 様子 を 表し まし ょ う 。 | bl 服 の し わ の 位置 や 太 さ 
; 区 を 決め まし よう 。 
へ ノノ 





ご 


| | 上 半身 の 反り 返り 
| | N シャ ツ な どの 洋服 を 着る 
| | 際 に 、 上 半身 が 反り 返り 
| | ます 。 腹 筋 や 胸 筋 の 線 を 
描き 込む こと で 表現 し ま 
し まう 。 














目線 は ボタ ン を 留め て 
いる 手元 に 向き ます 。 
基本 的 に 両手 の 親指 と 
人 差し 指 を 使い 、 脇 が 
開き ます 。 


の ⑩ Zoo が 
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ボタ ン を 留め る 手 の 描き 方 を 
し っ か り と と ら え まし ょ よう 。 


ネクタイ の 結び 目 を 片 
手 で つか み 、 斜 め 下 に 
引っ 張り ます 。 顔 は ネ 
クタ イ を 引っ 張る 腕 と 
逆 側 を 向き ます 。 








肩 の 上 面 が 見 える 
靴下 を 両手 で つか み 、 前 
か が み の 姿 勢 に な る の で 
肩 の 上 面 が 見 えま す 。 針 
骨 が 浮き 上 が り 、 女 性 の 場 
合 は 胸 が 中 央 に 寄り ます 。 

















腹部 の 表現 

お 腹 の 面 積 を 狭く し 、 縮 
ん で いる 様子 を し わ を 描 
き 入れ る こと で 表現 し ま 
し まう 。 











バラ ンス の と り 方 
重心 が 左足 に ある の で 、 
バラ ンス を 保つ た め に 浮 
か せ た 右 足 の ひざ を 左足 
に 寄せ ます 。 














肩 が 斜め に 傾く 
上 半身 を 後ろ に ひね 
り 、 靴 の か か と を つ トト 、 
か お の で 、 肩 が 斜め 
に 傾き ます 。 





















4 
章 
に | 
常 
(の ) 
動 
き 
を 
描 
く 





0K 軸 ③ 遂 昨 矢 還 





バラ ンス を と る 左手 
靴 を つか ん で いな い 方 の 手 
で 、 無 意識 に バラ ンス を と 
り ます 。 








体 の ひね り 
脇腹 か の ら ウ エス トラ イ 

の 本 
ね り を 表現 し ます 。 | 








FP 










お で ご こ を 広く する 
正面 か ら 見 た 場合 は 、 お 
で この 面積 を 広く する こ 
と で 顔 が 前 に 傾い て いる 
様子 を 表し ます 。 


~~ 





横 か ら 見 る と 、 隠 れ て いる 上 腕 
や 手首 の 返し 具合 が わか り ま 
す 。 角度 を 変え て も 描け る よ 
う 、 起 像 力 を 鍛え まし ょ う 。 
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メガ ネ を 持つ 腕 の 描き 方 





決 メ ま 
め ガ ず 
ま ネ は 
す の 顔 
^ 位 の 
置 輸 
を 部 
閥 






人 は ざす OPf GS 








es 引導 さ と Ot 臣 CH 
党 沙 話 遼 還 9 吐 必 








時 0 員 本 


呈 身 陸 き 常 
鐘 還 S 台 さす COG@) 








腕 の 遠近 感 | 
| 





| ひじ 、 手 首 、 指 関節 の 位置 や し 
| わ で 動き を 表現 し まし ょ う 。 | 


し の 
























視線 を 落と す 
あご を 引き 、 視 線 を 
少し 落と し て うつ お 
き 加 減 に する と 、 男 
性 が ドキ ッ と する し 
ぐさ に な り ま す 。 


手 の 動 か し 方 


親指 、 人 差し 指 、 中 指 | 
の 3 本 で メガ ネ を つま 
み 、 横 に スラ イド させ 
ます 。 片手 で メガ ネ を [| 
外す と エレ ガン ト な 印 
象 を 与え ます 。 














| ひ Ce 内 人 に | 

| ひじ を 多少 内 側 に 入 

| れる と 、 女性 らし い 
雰囲気 が 出 ます 。 
















片手 で メガ ネ の 端 を 上 
げ る よう に し て メガ ネ 
を 直す し ぐさ は 、 ガ リ 
勉 、 イ ン テ リ な 印象 を 
与え ます 。 





日 
党 
生 
活 
の 
動 
き 





両手 で メガ ネ を 直す と 、 
不器用 また は 幼い と いう 
印象 を 与え ます 。 


メガ ネ の レン ズ の 間 の ブリ 
ッ ジ を 上 げ て メガ ネ を 直す 
と 、 真 面目 、 優 等 生 な キャ 
ラク ター に 見 えま す 。 





119 





120 


指 の 見 え 方 は 第 一 
関節 程度 で す 。 あ 
まり 指 を 長く 描く 
と 手 が 大 きす ぎ て 
不 自然 に な り ま す 。 





脇 を 

開き すぎ な い 
あま り 脇 を 開け ず 
に 、 腕 を や や 内 気味 
に 描く と 男性 と の 差 
別 化 が で きま す 。 


男 [ の | 子 | の | 
回 自 


の どの 凹凸 を 強調 する 


男性 は 首 や 筋 、 骨 が 女性 より も 太 
く て 目立ち ます 。 和 角張っ た あご の 
ライ ン や 大 きく 上 下す る の ど 仏 で 
男性 らし さ を 表現 し まし ょ う 。 腰 
に 手 を あて て 、 上 半身 を 大 きく 反 
らし て いっ き に 飲み 干す シー ン が 
よく 描か れ ま す 。 









あご 
ライ ン を 描く 
頭 を 後ろ に 倒す た 
め 、 あ ご の ライ ン 
と 首 の 筋 を 強調 し 
て 描き ます 。 





手 を 反らせ る 

容器 を 持っ て いな い ほ 
う の 手 を 反らせ る と 、 
女性 らし さ が 出 ます 。 














押す ・ 引 く 対象 物 に 対し て どの よう に 力 を 加え る か で 体 の 使い 方 は 異な り ま す が 、 基 本 の 押す と 引く の 動 





作 で 、 カ の 入れ 方 と 体 の 表現 方 法 を 学び まし ょ う 。 





腕 は まっ すぐ 伸ばす 
力 が 逃げ な いよ うに 、 腕 は まっ 
すぐ に 伸ばし ます 。 手首 は 壁 に 
対し て 直角 に 接し て いま す 。 


うに 、 壁 に 体 
を 近づけ て 押 
す 方 法 も あり 
ます 。 





足 の スタ ンス 
の 広 さ 


体 が 後ろ に 下がら 


な いよ うに 両足 で 


し っ か り と 踏ん 張 
り ま す 。 前 後 の 足 
の スタ ンス を 広げ 
すぎ な いよ うに 注 
意 し まし ょ う 。 





両 肩 が 上 が っ て い 


る 様子 を 強調 し て 
力 が 入る 後ろ 足 重心 の 線 描く と 、 引 いて い 


右足 は 対象 物 に 対し て る 動作 が 伝わり や 
平行 に 描き ます 。 力 が に すく な り ま す 。 
入り 。 ぐ っ と と どら え で トド 

いる 様子 を 、 し わ と ふ 









くら は ぎの 筋肉 で 表現 の 大 き さ で 、 力 の か け 具 
し ます 。 合 を 表現 し まし ょ う 。 





前 足 を 突っ 張る 
前 足 の 内 側 は 、 上 体 が 
前 に 出る の を 防ぐ た め 
に 突っ 張っ た 状態 で す 。 
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へ 避 OX 豊 ③ 送 四 爺 





ON 婁 ③ 遂 昨 送 由 



















目線 は 
目的 方 向 へ 


階段 を 上 っ て いる と 
き の 目 線 は 、 目 的 方 
向 に 。 1 段 目 の 登り 
始め の と きだ け 、 足 
元 の 階段 に 目線 を 落 
ど し ま す 。 
















ヒッ プ を 
突き 出す 

階段 を 登る と き は 、 
上 体 が や や 前 傾 す る 
た め 、 立 っ て いる と 
きよ り ヒ ッ プ を 後ろ 
に 突き 出す よう に 描 
きま す 。 階段 に か けた 
足 に 力 が 入る 


体 を 持ち 上 げ る た 


め 、 左 足 に 力 が 入り 
ます 。 ふ くら は ぎの 
筋肉 を 強調 し て 描き 
まし ょ う 。 





#=ー テ ーー ニー デー ニュ ーー テニ = ニュ = ゴ 











老い や 重 さ を 
表現 する 背中 


育 中 を 丸め 、 頭 を 前 に 出 
し て 描く と 、 老 人 が 階段 
を 登っ て いる 様子 や 、 手 
に し て いる 荷物 の 重 さ を 
表す こと が で きま す 。 


後ろ 足 の か か と を 
浮か せ て 描く 
階段 か ら 離 れる 足 の か か 
と を 浮か せ て 描く と 、 階 
段 を 上 っ て いる 様子 が 伝 
わり や すく な り ま す 。 





122 





移動 する 腰 
次 の 段 に か けた 足 
側 の 腰 が や や 上 に 
上 が っ て いる 様子 
を 、 腰 の ひね り が 
わか る 線 で 表現 し 
ます 。 

















物 に も 
パー ス が つく 

フカ ン で 見 た と き 、 
階段 に も パー ス が つ 
きま す 。 奥行 き を 意 
識 し て 描く よう に し 
事 球 


















遠近 感 の 
) | つく 足 

a rh, | Ss 手前 の 足 に 強い パ 
ー ー ス が つき ます 。 
足 の つけ 根 か ら ひ 
ざ 、 ひ ざか ら 足 先 
を 立体 的 に と ら え 
まし よう 。 






















左 に 傾く 体 


足 を か け て いる 左側 
に 体 全体 が 傾き ま 
す 。 左 肩 は 下がり 気 
味 、 胸 も や や 見 える 
くら い に 描 いて 体 の 
傾き を 表現 し ます 。 

















左 に 上 が る 腰 


アオ リ の と き は 、 片 
方 の 腰 が 上 が っ て い 
る 様子 を し っ か り 描 
きま す 。 腰 の ね じ り 
線 も 入れ まし ょ う 。 










足 裏 が 見 える 
アオ リ で 見 た と き は 、 
右 の 足 裏 を し っ か り 描 
きま す 。 た だ し 、 地面 
を と ら え る 足 の 指 は 見 


FE Tt 


さか a» sd 


123 








日 
常 
に 
活 
の 
動 
き 


に !3: み <4 に 39 ル っ 








目線 は 一 瞬 
足元 へ 

視線 を 足元 に 落と す 
と 降り て いる 様子 が 
効果 的 に 表現 で きま 
す 。 実際 は 、 足 元 を 
見 な が ら も 進行 方 向 
を 確認 し て いま す 。 

























若 さ を 
表現 する 腰 


階段 を 降り る シー ン で 、 
人 物 の 腰 を 前 に 出し て 描 
く と 、 年 齢 の 若い キャ ラ 
クタ ー や 、 ラ フ さ を 表現 
する こと が で きま す 。 
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上 体 を 反 ら し 
肩 は 丸め る 
上 体 は 反 ら し な が ら 
も 、 肩 か ら 上 を 前 傾 
させ て バラ ンス を と 
っ て いる 様子 を 表現 
し ます 。 


ひざ を 90 度 
曲げ る 
階段 を 降り る 様子 を 
描く と き 、 ひ ざ を 
90 度 曲げ て 「 く の 
字 」 に な る よう に し 
ます 





後ろ 足 の か か と を 
浮か せ て 描く 

曲げ て いる 足 の か か と を 
上 げ て 、 階 段 を 降り て い 
る 様子 を 表現 し ます 。 つ 
ま 先 に は が 入り ます 。 







あご この 下 は 
見 えな い 
目線 は 足元 に ある 
の で 、 あ ご が 引か 
れ 、 通 常 の アオ リ 
で 描く あご の 線 は 
入れ ませ ん 。 




























ひさ の 丸み を 
強調 する 

右足 が 曲がっ て いる 
の で 、 ひ さ が 突 き 出 
た 様子 が よく わか る 
よう に 、 ひざ の 丸み 
を 描き 込み ます 。 






後ろ 足 の 甲 を 
縦 に 長く 描く Pk ta 
か か と が 上 が っ て いる の a 
で 、 ア オリ で 描く と き は 
後ろ 足 の 甲 の 部 分 を 縦 に ,-- コ ーー---------- り )、\。-------- - 
! 長く 描き ます 。 1 | 





下がる 扇 
下 の 段 に 足 を か け 
て いる 方 の 肩 が 下 
が り ま す 。 ここ で 
は 右 肩 より も 左肩 
が 下がり ます 。 





ひさ の 関節 に 


























線 を 描き 込む 
か か と を 描く ひざ の 後ろ の 関節 の 
右足 の か か と が 上 部 分 に し わ を 描き 込 
が っ て いる の で 、 むと 、 足 が 曲 が っ て い 
か か と が わか る よ る 様子 が わか り ま す 。 
うに 左足 より も 丸 


く 描 きま す 。 Y oe 


る うた っ 写 計 あー ここ ここ ea ュー っ ー ル 4 ニー ニャ ミニ テー ミュ テ ュ テ テー ディ * 


125 


4 
章 
に | 
常 
の 
動 
に 3 
を 
描 
く 





喘 嘩 S 下 計 大 本 


6 を 動か は さま ざま で す が 、 下 か ら 上 へ 、 上 か ら 下 へ 移動 させ る 動作 で 筋肉 と 体 の 
持ち 上 げ る 物 を 動か す 動作 す が 、 下 か ら 下 へ 移動 させ る 動作 で 筋肉 と 体 の 使 


い 方 を 見 て いき まし ょ う 。 








鎖骨 の くぼみ 


ーー 腕 と 肩 に 物 の 重 さ が 
伝わり 、 筋 肉 が 盛り 
上 が り ま す 。 鎖骨 の 
--| くぼみ を 強調 する と 
と で 物 の 重 さ が 表現 
で きま す 。 














縮まる 腹部 

背中 が 伸び て いる と 
き は 腹部 は 縮まり ま 
す 。 反 動 の 原理 を し 
つかり と 覚え て 不 自 
然 な 表現 に な ら な い 
よう に し ます 。 











隠れ た 
パー ツ を 描く 

物 の 輪郭 を 描き 、 隠 れ 
て いる 腕 の アタ リ を 描 
く こ と で 腕 の バラ ンス 
4 を と り ま し ょ よう 。 




















物 の 重 さ は 、 上 体 
の 反り 具合 と 重心 
の 低 さ で 表現 し ま 
し よう 。 





四 罰 回 罰 賠 回 
ハン カチ を 拾う 


ハン カチ や ペン な どの 軽い も 
の を 拾う 際 は 、 股 を 閉じ て 真 
下 に 腰 を 下ろ し 、 上 体 を 倒さ 
ず に 拾い 上 げ ま す 。 女性 な ら 
で は の 美しい 身 の こ な し が 表 
現 で きま す 。 
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首 の 後ろ が 伸び る 
頭 を 下げ る こと で 首 の 後ろ が 
伸び て 、 肩 の 上 面 も 広く 見 え 
ます 。 首 の 筋 や 鎖骨 の くぼみ 
を 描き 入れ まし ょ う 。 


頭 が 逆さ ま に な る 
頭 部 が 逆さ ま に な る の 
で 、 耳 の 位置 や 動き に 従 
う 髪 の 流れ に 気 を つけ ま 
し よう 。 

















腕 は ひし 形 
手のひら を 八 の 字 に 地面 に 
つけ て ひじ を 外側 に 張り ま 
す 。 正 面 か ら 見 る と 腕 の 形 
は ひし 形 に 見 えま す 。 














肩 を すく め る 

肩 を 内 側 に 寄せ る よう | ーー 
に 描く と 謝罪 の 気持 ち 
が 表現 で きま す 。 











































ひさ の 曲がり 具合 
ひさ が 後ろ に 曲がる と 不 自 
然 な の で 注意 し まし ょ う 。 


4 
章 
に | 
常 
の 
動 
に 4 
を 
描 
く 











<〈⑯> Bg 

常 
生 
活 
の 
き 

手 の 位置 頭 を 下げ る 角度 

女性 は 両手 を 重ね て 足 の 謝罪 の 場合 は 、 体 を 倒す 

前 で 重ね ます 。 男 性 は 両 一 epee 

脇 に まっ すぐ 沿わ せる と りや すい で し よう 。 

相手 と の 年 齢 差 や カカ の 差 | ------~ 

が 表れ ます 。 

征 
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正面 


肩 が 張っ て いる よう に 
見 えま す 。 体 に パー ス 
が つい て いる の で 上 げ 
た 右足 な どの 描き 方 に 
注意 じ し ま し よう 。 
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首 を 横 に 傾け る 

左 ペー ジ を 読む と き は 首 が 右 
に 傾き 、 右 ペー ジ の と き は 左 
に 傾き ます 。 肩 を 下がり 気味 
に 描く と リラ ックス し た 様子 
が 出 ます 。 





ーー 
ひじ を 曲げ る 
ひざ に の せ た 本 を 押 
さえ る た め に 、 ひじ 
が 軽く 曲がり ます 。 
関節 の 位置 に 気 を つ 
け ま し よう 。 











足 の 重なり 


重なっ た 足 を 描く 際 は 、 隠 れ て 
いる 下 の 足 の アタ リ を と っ て か 
ら 上 に 重なる 足 を 描き まし ょ 
う 。 足 の 太 さ や 奥行 き は 補助 線 
を 入れ な が ら 描 き 進 め ま す 。 



































上 半身 の 傾き 


上 半身 を 傾け て バラ 
ンス を と っ て いる 様 
子 を 、 ウ エス ト の く 
びれ の ライ ン で 表現 
し ます 。 














N 





ひじ か ら 下 の 腕 で 上 体 を 支え て いる の で 、 記 
甲骨 が 寄り 、 く ぼ み が で きま す 。 


日 常 生活 に 欠か せな い ア イ テ ム と な っ た 携帯 電話 。 電 話 や メー ル を する シー ン は 、 よ く 


描か れる の で し っ か り と マス ター し まし ょ う 。 












ボタ ン の 操作 
基本 的 に 親指 で ボタ ン を 
操作 し 、 残 り の 4 本 の 指 
で 携帯 電話 を 支え て いま 
す 。 指 の 形 と 手首 の 傾き 
が ポイ ント で す 。 



























目線 の 高 さ 
操作 は ひじ や 胸 の 高 さ 
で 行わ れる こと が 多い 
の で 、 伏 し 目 が ち に 描 
きま す 。 首 を 傾け る と 
女性 らし さ が 出 ます 。 
























目線 が 
与え る 印象 

目線 が 上 が っ て いる 
と 話 の 内 容 が 楽し げ 
に 、 目 線 が 下がっ て 
いる と 悲し げ な 印象 
を 与え ます 。 


携帯 電話 の サイ ズ 
顔 に 近づけ た 際 に 、 携 帯 
電話 の 大 き さ に 違和感 が | 
な いよ うに 、 実際 の 大 き 
さと パラ ンス を と ら え て 
お きま し ょ う 。 

















4 
章 
に | 
常 
の 
動 
き 
を 
描 
に 























喘 中 3S 憶 時 大 本 





左手 の 表現 
空い て いる 左手 が 、 
体 の 一 部 に 添え られ 
て いる と 自然 に 見 え 
素 お 
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長 用 ナ ニタ 士 で 髪 の 長い 女性 は 、 朝 の 支度 や 、 運 動 前 な ど に 髪 を 結ぶ シー ン が よく 描か れ ま す 。 こ こ で は ポ 
髪 を 結 避 


ニー テー ル を 結 う 動作 の ポイ ント を 見 て いき まし ょ う 。 




















| 腕 の 長 さ 
腕 の 長 さ は 、 肩 か ら 
ひじ まで を 多少 長く 
描く と バラ ンス よく 
見 えま す 。 















肩 の 盛り 上 が り 
腕 を 上 げた 際 に 、 三 角 
筋 が 盛り 上 が る 様子 を 
描き ます 。 





上 半身 を 

ほっ そり と 描く 
、 | 両 腕 を 上 げ る こと で 胸 
N| の 位置 が 上 が り ます 。 
両 脇 や 胴体 を ほっ そり 
と 描く こと で 皮膚 が 引 
っ 張ら れ て いる の が わ 
か り ま す 。 

















髪 を は ら う し ぐさ は 、 高 
飛車 な キャ ラク ター や ぜ や 気 
取っ た 雰囲気 を 出す と き 
に 有効 で す 。 や わら か が い 
手 の 動 き と 、 首 を 斜め に 
倒し て 流し 目 に する の が 
ポイ ント で す 。 
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あく び や く し ゃ みな ど 、 無 意識 に 起こ る 人 間 の 動作 を 見 て み ま し ょ う 。 一 時 的 に 顔 や 体 の 
伸縮 が 起こ る の が 特徴 で す 。 








腕 が 伸び る 

無意識 に 手足 を 伸ばす 動 
作 が 生じ ます 。 腕 が まっ 
すぐ に びん と 伸び て いる 
と 開放 的 で 気持 ちよ さそ 
うに 見 えま す 。 
























目 を 閉じ る 


くし ゃ み の 衝 撃 の 大 き 
さ を 表 す た め に 、 目 を 
ぎゅ っ と 閉じ た 表情 に 
する と 効果 的 で す 。 






















顔 の 表現 


ーー 口 が 大 きく 開き 、 顔 


の 筋肉 が 伸び ます 。 
手のひら で 口 を 覆う 
し ぐさ を し ます 。 














助 骨 が 
浮き 上 が る 
深呼吸 の よう に 、 お 腹 
が へ こみ 、 助 骨 が 浮き 
上 が る 様子 を 腹部 の 線 
で 描き 表し ます 。 








体 の 反り 具合 で あ 
く び の 大 き さ を 表 


現 で きま す 。 














手 に 力 が こも る 
くし ゃ み の 反 動 で 、 手 に 上 
力 が こも っ た 様子 を 描く 
と 夫 囲 気 が 出 ます 。 

















腹部 の 動き 

反射 的 に 腹筋 が 縮 
み 、 前 傾 姿 勢 に な り 
ます 。 腹筋 の 線 と し 
わな ど で 腹 部 の 動き 
を 表現 し まし ょ う 。 
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和信 癌 





員 足 S 下 時 天 還 








Column 


仕事 と し て 絵 を 描く と いう こと |」 


趣味 と し て 絵 を 描い て いる と き は 、 自 
分 の 好き な も の を 好き な よう に 、 ゆ っ く 
り と 時 間 を じっくり か け て 描く こと が で 
きま す 。 イ ヤ に な っ た ら 投 げ 出 し た り 、 
興味 の な いも の は そもそも 描き ませ ん 。 

と ころ が 、 仕 事 と し て 描く よう に な る 
と その よう な こと は ほぼ で き な く な る と 
思い ます 。 自 分 の 知ら な いも の を 描く 場 
合 も 多く あり ます し 、 求 め ら れる 表現 が 
自分 の 思い 描く も の と 違っ て いた りす る 
こと も あり ます 。 ま た 、 時 間 や 仕様 に よっ 
て 、 絵 本 を 変え ざる を 得 な い 場 合 も あっ 
た り し ます 。 

し か し 、 求 め ら れる 表現 が 自分 の 思う 
も の と は 違う か ら と いっ て 、 そ こ で ぼ ぽ 
いっ と 放り 出さ ず に 挑戦 し て みる こと が 
大 切 だ と 思い ます 。 

まだ 実力 も と も な わな いう ち に 、 自 分 
の 表現 が 一 番 い いん だ と 思い 込ん で し ま 
う の は 、 新 し い 世 界 を 見 る チャ ンス も 、 
成長 する チャ ンス も 失っ て し まう か も し 
れ ま せん 。 相 手 の 要 望 を 満た そう と いろ 
いろ と 研究 し て いく 中 で 新しい 表現 方 法 
も 見 つか る と 思う の で す 。 

も ちろ ん 挑戦 し て みた 結果 が 思わ し く 
な いと きも あり ます が 、 ま た 同じ よう な 


機会 が 訪れ た と き に その 経験 が 生き て く 
る と 思い ます 。 
そう し た 中 で 、 自 分 に は で き な い こと 、 
合わ な いこ と な ん か も お の ず と 見 えて く 
る は ず で す 。 
器用 貧乏 ] と いう 言葉 が あり ます が 、 
自分 の 向かう べき 方 向 を し っ か り 見 て い 
れ ば 、 い ろ ん な も の を 幅広 く 取 り 入 れ た 
は いい が どこ に 進め ば いい の か わか ら ず 
迷っ て し まう 、 な ん て こと も な い の で は 
な いか が と 思い ます 。 
と 偉 そ うに 書い て ます が 、 全 部 自 

分 が 悩ん だ り 、 失 敗 し た こと で す 。 少し 
で も 皆さん の 参考 に な っ て くれ れ ば 、 失 
敗 し た 甲斐 び が めった と いう も の で す ! 
仕事 と し て 繧 を 描く こと は と て も 大 変 
な こと で す が 、 と て も 素敵 な こと だ と も 
思い ます 。 

ファ ン レ ター 等 で 感想 を いた だ けた り 
する と 、 そ れ ま で の 苦労 や 疲れ は 点 つ 飛 
ん で し まい ます よ ! 

簡単 に は た どり 着け な いか も し れ ま せ 
ん が 、 め げ ず に 一 歩 ず つ で も いい か ら 進 
ん で みて くだ さい 。 

私 も そう で し た 。 そ し て 、 一 緒 に お 仕 
事 で きる よう に な れ た ら 最 高 で すね ! 

















ら 章 
服装 の 表現 


服装 表現 を 学ぶ こと で 、 キ ャ ラク ター に より 説得 力 を 持 
た せる こと が で きま す 。 体 の 動き を と ら え な が ら 、 ボ イ 
ント と な る 服 の "しわ" の 描き 方 を マス ター し まし ょ う 。 











較 国 久 回 回 四 


衣服 を 表現 する と き 、 し わ を 上 手 に 描き 込め る よう に な る と キャ ラク ター の 魅力 が アッ プ し ます 。 
衣服 ご と に 存在 する 特徴 的 な し わ 表現 を 覚え て レベ ル ア ッ プ し まし ょ う 。 








ふく らん だ 胸 か ら シ ャ ツ の す が っ 
そ に 向かっ て 強い し わが 現れ こり 
1 ます 。 る 


ww 
*ー 
s 


1 


 。 








股関節 が 傾い て いる 右足 の つ 関節 を 曲げ る と 強い し わが で 上 半身 を 反 ら す と 、 衣服 と の 間 に 
け 根 に 強く し わが 出 て いる の きま す 。 す そ に か け て ゆっ た 隙間 が 生ま れ 、 ウ エス ト の 段差 部 
が わか り ま す 。 り し た し わ も あり ます 。 分 に た る み じ わ が で きま す 。 
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の 7 マン ガ に する と き の ボ イン ト 
* し わ の 起伏 の アウ トラ イン を 描く 

* し わ の で きる 位置 を と ら え る 

* 重力 と の 関係 を 意識 する 

e 体 の 動き に 合わ せ て し わ を 描く 

-s 陰影 を つけ て 立体 感 を 出す 





肩 や 胸 な どの し わ は 、 凹 凸 か 
ら 次 の 凹凸 へ と 向かい ます 。 
長め の 線 で 表現 し まし ょ う 。 


に 
服 
装 
の 
表 
現 





OK 喜 ③ 串 叶 





体 の 動き に 合わ せ て で きる ひ 折り 曲げ た 部 分 に 放射 線 状 の た る み じ わ は 、 重 力 に よっ て 
っ ぱり じ わ は 、 強 い 線 を 入れ し わ を 描き ます 。 布 の 起伏 も 下 に 流れ 、 ゆ っ た り と し た 水 
て 表現 し ます 。 アウ トラ イン で 表現 し ます 。 平方 向 の し わ に な り ま す 。 
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| 

女性 制服 

女性 の 制服 は 、 ブ レザ ー・ セ ー ラ ー 服 と も に スカ ー ト 表現 が 決め 手 で す 。 
人 体 の 動き に 合わ せ て で きる 、 さ ま ざ ま な し わ の 描写 を 覚え まし ょ う 。 


















そ で つき 線 を 
描き 込む 

両 肩 端 か ら 脇の下 に 向 
か っ て 、 そ で つき 線 が 
あり 、 肩 や 腕 の 動き に 
合わ せ て 変化 し ます 。 


肩 口 の 

た わ み を 描く 
ブレ ザー に は 肩 バ パッド 
が 入っ て いる た め 、 肩 
を 動か す と 肩 口 に た わ 
み が で きま す 。 





ひじ の 動き で 

つく し わ 閉 
ひじ に た まっ た 生地 の 
厚み を 表現 する た め に 

た わ み を 描き ます 。 


そ で 口 の 表現 

そ で は 箇 状 に な つて いま す 。 だ 円 
形 を 意識 し て 描き 、 そ で 口 の 下 に 
見 える ブラ ウス も 描き 込み ます 。 












プリ ー ツ の 描き 方 


プリ ー ツ は 山 折り と 谷 折 り が 
1 セッ ト に な っ た 部 分 が 連続 
し て で きる 構造 に な っ て いま 
す 。 生 地 が 左右 に 引っ 張ら れ 
る こと で 、 隠 れ て いた 斜線 部 
分 が 見 える よう に な る こと に 
注意 し て 描い て み ま し ょ う 。 
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腕 を 曲げ る 










肩 口 の た わ み を 
描く 





た わ み じ わ を 描く 
生地 が た わん で で きた 深 
いし わが そ で に 入り ま 
す 。 内 側 に 向かっ て し わ 
の 線 を 入れ まし ょ う 。 


肩 バッ ド が ある 分 、 肩 
が 浮い て 肩 品 に た わ み 
が で きま す 。 と の 部 分 
の ふく ら み を 表現 し ま 
し まう 




















内 側 に し わ を 描く 
腕 を 曲げ た と き の し わ は 


内 側 に 描き 込み ます 。 ひ 
じ は 生地 に 密着 し て いる 
の で し わが で きま せん 。 





えり は 
開き すぎ な い 


腕 に 押さ れ て えり が C/N 
内 側 に 寄り ます 。 , し わ の 線 を 選ぶ 

厚手 の 生地 に で きる し 
わ は 、 全 て を 描く の で 
は な く 、 大 き な 線 を 選 
ん で 描き ます 。 












ひじ か ら そ で 口 に し た が っ 
て 、 生 地 と 腕 の 隙間 が 広 が 
つて いき ます 。 
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5 
章 
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(の ) 
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現 





果 竹 へ TOK 坪 9 串 対 


好 冬 














ブレ ザー の 
すそ の し わ 
ブレ ザー の スカ ー ト と 
接し て いる 部 分 が た わ 
み 、 第 2 ボタ ン に 向 か 
っ て し わが で きま す 。 


スカ ー ト の 
ふく ら み 

太もも 付近 に で きる ス 
カー ト 生 地 の ふ くら み 
を 山 型 の アウ トラ イン 
で 描き 、 プ リー ツ の 描き 
込み を 調整 し まし ょ う 。 


スカ ー ト の 奥 に 
影 を つけ る 
スカ ー ト で 陰 に な っ て 
いる 部 分 に 影 を 描き 込 
むと 奥行 き が 出 ます 。 


スカ ー ト まわ り の 
表現 方 法 


女性 は ひざ を つけ て イス に 座 ) 5 
り ま す 。 ひ ざと ひざ の 間 の 空 。 MM 写真 
間 が 逆 三 角形 の よう な 形 に な paca 
NS EN SAN ひざ と ひさ の 逆 三 角形 の 影 
ず 。 すそ は 足 に 治っ た 波線 間 に 影 を つけ が 薄く で き て 
の ライ ン に し ます 。 ます 。 いま す 。 













えり まわ り を 
























































ブレ ザー の 正確 に 描く 

肩 上 の 線 ブレ ザー の えり は 
肩 の 上 に 入っ た 継ぎ 省 ま わり の アウ ト 
目 の 線 を 入れ る と 立 ライ ン を 正確 に と 
体 的 に 見 えま す 。 紀 ま すず 。 革 ヤ ツ の 


えり も 描き 込み ま 
し よう 。 





プリ ー ツ の 広がり 
プリ ー ツ の 開き は 、 動 き が 大 きい 場所 ほ 
ど 大 きく な り ま す 。 左 の 写真 で は 、 太 も 
も (⑧,⑧) ヒッ プ (⑥) に 向かっ て プリ 
ー ツ の 開き が 小さ く な っ て いま す 。 











スカ ー ト の 
ふく ら み 
右 の 太もも か ら 左 の 太 
も も に か け て 、 山 型 の 
線 を 描い て ふく ら み を 
表現 し ます 。 


















足 を 崩す と 片方 の 腰 
が 上 が り ま す 。 そ れ 
こ 合 わせ て ブレ ザー 
の すそ の 位置 が 変わ 
る こと に 注意 し ます 。 








スカ ー ト の 影 
スカ ー ト の 下 に で き 
た 空間 に 影 を 入れ て 
距離 感 を 表し ます 。 





足 を 崩し た と き の 両 足 の 重なり や 、 
骨盤 の 位置 な ど 、 人 体 の アタ リ を 描 
いて か ら 衣 服 を 描き まし ょ う 。 


翌 の 


服 
装 
の 
表 
現 





訂 衝 へ OK 避 S 串 叶 


に ドコ 


歩く と き の 足 の 動き に と も な っ て 、 ス カー ト の 形 や プリ ー ツ の 広がり が 変化 し ます 。 ス カー ト 
の シル エッ ト に 注目 し て み ま し ょ う 。 


肩 と えり の ライ ン 
左右 の 肩 の ライ ン と えり 
の 角 の ライ ン は 常に 平生 
で す 。 

























プリ ー ツ の 幅 
前 に 出 て いる 左足 の プリ 
ー ツ の 広がり は 大 きく 、 
後ろ 側 に いく に し た が っ 
て 小さ く な り ま す 。 





スカ ー ト の 
すそ の 動き 
進行 方 向 に 向かっ て スカ 
ー ト が 引っ 張ら れ 、 太 も 
も に すそ が つい て き て い 
る 様子 を 、 す その ライ ン 
で 表現 し ます 。 


胸部 の 厚み を / 

表現 する | ブレ ザー の 
斜め 後ろ か ら の アン 【// 特徴 を と ら え る 
グル だ と 、 左 胸 が 上 | 背中 の セン ター ライ 
えま す 。 胸 部 を 描く ン と 、 途 中 か ら 分 か 
と と で 、 人 体 に 立体 れる 合わ せ 部 分 を 描 
感 が 出 ます 。 き 込 み ま す 。 





すそ が めく れる 
スカ ー ト の 後ろ は 、 進 
行方 向 と は 逆 の 方 向 に 
動き ます 。 ふ ん わり し 
た 空気 感 を 表現 する と 
まい で し よう 。 
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= な えり の 構造 が 特徴 的 な セー ラー 服 。 の 動き に 注意 し な が ら 、 生 # 
の > “えり の 構造 が 特 復 的 な セー ラー 月 。 上 衣 の すそ の 動き に 注意 し な が ら 、 生 地 


の 素材 感 を 表現 で きる よう に な り ま し よう 。 





えり の 表現 

セー ラー 服 に は 背中 ま 
で ある えり と 、 首 まわ 
り の V ネ ッ ク 部 分 を 覆 
う 胸 当て が あり ます 。 








そ で 口 に 細か い 
し わ を 描く 

そ で の カフ ス 部 分 に 
は 、 細 か いし わ を 描 
きま す 。 


素材 感 を 表現 
パリ ッ と し た 生地 の 
硬 さ を 表現 し ます 。 
バス ト か ら す そ に 向 
か うし わ の 線 が 特徴 。 


そ で 口 の 
位置 が 下がる 


手 を 上 げ る と 、 そ で ロロ 肩 か ら 胸 に 


の 位置 が 下がり ます 。 ] 
腕 の 見 え 方 に 注意 し て で きる し わ 


描き まし ょ う 。 両 腕 を 上 げ る こと 

と 一 に よっ て 、 肩 か ら 
胸 に か け て U 字 の 
し わが で きま す 。 
は っ きり と 描き 込 
み ま す 。 















寅 n 





服 
装 
の 
3 
現 














すそ が 上 が る 


肩 が 上 が っ た 分 、 上 





衣 

衣 も 上 に 引っ 張ら れ 過 
て すそ が 上 が り ま 描 
す 。 生 地 の 裏 側 も 描 区 
FN の 

きま し ょ う の 
性 

制 

服 
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男性 制服 


男性 の 制服 で ボイン ト と な る の は ズボン の 表現 で す 。 す その た る みや 、 ズ ボン 自体 の アウ トラ イン を 
し っ つかり と ら え 、 違 和 感 な く 描 けり る よう に 練習 し まし ょ よう 。 





ズボン の 
折り 目 の 表 現 


ズボン の セン ター プレ ス は 、 


体 に 密着 する ほど 目立た な く 
な り ま す 。 体 か ら 生 地 が 離れ 
る に し た が っ て 、 陰 影 を きつ 
LC で OS あ 由 (GSI も ま 選 。 





A 
直線 的 な つう) 
えり の ライ ン 
胸 の ふく ら み の な い 男 性 

の 場合 、 ブ レザ ー の えり 

の ライ ン を 直線 的 に 描き 

事 ず 。 


ズボン の 
折り 目 を 描く 
ズボン の 折り 目 を 中 央 に 
描き ます 。 ひざ まで は ほ 
ぼ 直 線 で 、 ひ ざさ 下 か ら 組 
や か な 曲線 を 描き ます 。 


すそ の た る み 
立っ て いる と き 、 ズ ボン 
の すそ が くる ぶし 付近 に 
た まっ て た る み が で きま 
す 。 ゆ っ た り と し た し わ 
で 表現 し まし ょ う 。 


男性 の えり 合わ せ 女性 の えり 合わ せ 





ブレ ザー は 男性 と 女性 で を り の 合わ せ 方 が 異な り ま 
す 。 写 真 の よう に 、 男 性 は 左前 、 女 性 は 右前 の 合わ せ 
に な っ て いま す 。 





ひじ を 曲げ た と き に で きる 、 し わ 表 現 を 中 心 に 見 て いき まし ょ う 。 女性 の 場合 と 比較 し て 考 
える と さら に わか りや すく な り ま す 。 


腕 を 組む 








えり は 直線 


腕 を 組ん だ と き 
も 、 え り の 直線 的 
な ライ ン は 保 た れ 
ます 。 シ ャ ツ の え 
り の 見 え 方 に も 注 
意 し まし よう 。 






















し わ を 選ん で 描く 

腕 の し わ は ア ウト ライ ン を 
描き 込み 、 関 節 の し わ を 中 
心 に 選ん で 描き ます 。 













腕 の 位置 


男性 は 腕 の 筋肉 が 発 
達し て いる た め 、 曲 
げ る と 筋肉 の 厚み 分 
持ち 上 が り ま す 。 女 
性 より も や や 上 の 位 
置 で 腕 を 組み 、 左 右 
の 上 腕 が ハ の 字 に な 
る よう に 描き ます 。 















ます 男性 の 胸部 の ライ ン を 決 
め 、 そ の 少し 下 に 組ん だ 腕 を 
配置 する と よい で し ょ う 。 


首 ま わり ・ 肩 の 表現 
腕 を 組む と き の っ ae 
男性 と 女性 の 違い し レラ | 


同じ 「 腕 を 組む ] と いう 行為 を . に は っ 需 い 一 / 男性 
で も 、 男 性 と 女性 で 差 が あ 7 ン ン っ ン / 男性 2 CSS 
りり ます 。 それ し じ た が っ -W- 男性 は 胸 の ほほ 前 
て 、 衣 服 の 表現 に も 差 が 出 で 腕 を 組み ます 。 
て くる の で 注意 し まし ょ し わ も 大 きく 深く 
う 。 基 本 的 な 人 体 の 表現 が 描き まし ょ う 。 


胸 の ふく ら み が な 
い 分 、 え り の 表現 
は 直線 的 に 。 首 の 
太 さ と えり の 位置 
ツン に も 注意 し ます 。 


頭 に 入っ て いれ ば 、 人 違和感 「 - RY | 
な く 描 く こ と が で きま す 。 AE) ° W | ) 
/ 


女性 


女性 は 胸 よ り 下 で | 
腕 を 組み ます 。 し | \- 
わ は 描き 込み 過ぎ | 


ませ ん 。 





女性 

胸 の ふく ら み が あ 
る 分 、 や や 曲線 的 
な えり の ライ ン に 
な り ま す 。 
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串 寺 才 則 へ HOk 坪 9 器 叶 


「 座 る ] と いう 動作 時 の 、 ズ ボン の し わ に 注目 し まし ょ う 。 特 に 、 ズ ボン の 折り 目 の 表現 の 変 
化 に 気 を つけ ます 。 


ひざ に 

足 を 曲げ た と き に 、 足 の | 
つけ 根 か ら ひ ざ に か け 
て 、 ま た 、 関 節 か ら ひ ざ 
頭 に か け て 長い し わ を 複 
数 描き ます 。 


ズボン を 横 か ら 見 る 
と 、 折 り 目 が アウ トラ 
イン に な り ま す 。 直線 
的 に 描き まし よう 。 




















すそ の 位置 が 上 が る 


イス に 座る と すそ の 位置 が 
上 が り ま す 。 









すそ が た る お む 
腰 か ら 下 の ブ レザ ー が 左 
右 に 開き 、 た る み ま す 。 
すず 宅 アウ トド マイン を 、 
第 2 の ボタン 付 近 の し わ を 
描き まし よう 。 










腰 や ひざ 、 く る ぶし な ど 、 体 の パー 
ツ の 位置 を と ら え ます 。 








引っ 張り じ わ を 
強調 する 

ズボン の 中 心 線 か ら 左 
右 に 引っ 張り じ わ を 描 
きま す 。 太 め の 線 で 表 
現し まし ょ う 。 
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「 歩 く 」 と き の 足 の 開閉 に 合わ せ て し わ の で き 方 も 異な り ま す 。 伸 びている 足 と 曲がっ て いる 


足 の し わ 表 現に 注目 し て み ま し ょ う 。 
















引っ 張り じ わ を 
太く 描く 

ズボン の 内 側 に で きる 
引っ 張り じ わ を 描く こ 
と で 、 人 体 の 動き を 表 
現 で きま す 。 


アウ トラ イン は 
ほぼ 直線 に 


踏み 出し た 足 の アウ ト 
ライ ン は ほ ば 直線 的 に 
描き ます 。 


ひさ ざ 頭 に し わ を 
描か な い 
ズボン の 生地 と 密着 し て 
いる ひさ 頭 部 分 に は 折り 
目 も し わ も 描き ませ ん 。 





ひざ 裏 に 

し わ を 描く 

ひさ を 曲げ た と き に で き 
る 寄り じ わ を 、 波 打つ よ 
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伸び た 足 の うな 線 で 表現 し ます 。 
し わ 表 現 衣 
伸び て いる 足 の アウ の 
トラ イン は ほぼ 直線 | 人 
で す 。 す そ だ け た る 方 
[キャ は か か と の > 
み が で きる こと に 注 | 裏 を 描く 男 
意 し まし ょ う 。 攻 
足 を 上 げた 時 に 靴 の か 制 


か と の 裏 が 見 えま す 。 
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女性 私 服 


マン ガ で 登場 回 数 の 多い 、 女 性 の 私 服 の 描き 方 を 紹介 し ます 。 
し わ の で きやすい 箇所 を と ら え て 、 ど ん な 動き に も 対応 で きる よう に な り ま し ょ う 。 










ゆっ た り T シ ャ ツ 貼 譜 ミニ スカ ー ト 





V 字 状 の 
長い し わ を 描く 


衣服 の ゆっ た り と し た 究 






囲 気 を 伝え る た め に 、 ゆ 
る や か な V 字 状 の 長い 線 
で し わ を 表現 し ます 。 


















/ し わが 衣服 の 
下 に た まる 
| ゆっ た り し た 服 の 場 


合 、 し わ は 下 に た ま 


り ま す 。 ウ エス ト ま 
わり を びっ た りさ 
せ 、 腰 まわ り を 隠す 


N に 描き ます 。 
we 1 a 
[| 


ミニ スカ ー ト は 
直線 的 に 描く 
ミニ スカ ー ト の 左右 の 
ライ ン は 直線 で す 。 動 
き が あっ て も 、 体 に 密 
着 し て アウ トラ イン を 
作り ます 。 





ゆっ た り と し た T シャ ツ は 、 体 の 
ライ ン を 隠す 場所 に し わが 集中 し 
ます 。 ミ ニ ズ カ ー ト は アウ トラ イ 
ン の 変化 に 注目 し まし ょ う 。 






ミニ スカ ー ト を 横 か ら 見 る と 、 
ヒッ プ の 膨らみ が ある 分 、 前 よ 
り も 後ろ の 方 が 上 が っ て 見 えま 
す 。 描 く 際 に 注意 し まし ょ う 。 
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すそ の 表現 MSZ な 】 スカ ー ト の 

斜め か ら 見 た と き の 、 ス い 膨らみ 線 を 描く 
カー ト の すそ の 立体 的 な * タイ ト な スカ ー ト の 場 
ライ ン に 注意 し まし ょ バ 合 で も 、 座 る と 太もも 
つ 。 太 も も を 履 う スカ ー NN 付近 に 膨らみ 線 が で き 
ト の 見 え 方 を し っ か り と eR ます 。 左右 に 走る 引っ 
ら え ます 。 張り じ わ も 描き 込み ま 





直線 的 な すそ 
タイ ト な ミニ スカ ー ト の 場 
合 、 座 っ た と き の す そ が 左 
右 に 引っ 張ら れ て まっ すぐ 
な 直線 に な り ま す 。 





腰 ま わり の 
し わ 表 現 

腰 の 動き に 合わ せ て 引っ 張 
り じ わが 入り ます 。 ス カー 




















5 

ト の 勝 線 も 入れ る と さら に 直線 的 な ss 
説得 カ が 増し ます 。 すそ の ライ ン 
足 を 大 きく 動か し て | 調 

も 、 すそ の ライ ン は | 語 






直線 の まま で す 。 










衣 
服 
の 
描 
き 
方 
※ 
女 
性 
私 
服 


つま 先立ち を し て いる と き は 、 
つま 先 か ら 靴 が 折れ て 90 度 に 
な る よう に 描き まし ょ う 。 
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U ネ ッ タ の 本 シャツ 
に ジー ンズ は 、 男 女 
問わ ず 定 番 の 服装 で 
す 。 特 に 、 ジ ー ン ズ 
の 複雑 な し わ 表 現 を 
覚え まし よう 。 


ジー ンズ に で きる 
し わ の 描き 方 


関節 に で きる 複雑 な し わ 
は 、 ひ し 形 の 組み 合わ せ 


で で き て いま す 。 ま ず は 
ひし 形 の 組み 合わ せ の し 
わ の 描き 方 を 練習 し 、 そ 
れ を 変形 < せ て いく と う 
まく 描け る で し ょ う 。 

























生地 の 薄 さ を 示す 
間隔 の 狭い 線 
薄い 生地 の 衣服 の 場 


合 、 し わ 線 と し わ 線 の 
間隔 を 狭く する こと で 
表現 し ます 。 





関節 に で きる 足 の つけ 根 の 
複雑 な し わ し わ 表 現 

密着 度 の 高い ジー ンズ 足 の つけ 根 に で きる 線 
の 場合 、 ひ ざ を 中 心 に は 、 左右 1 本 ずつ メイ 
X 型 の 深い し わが で き ン の 線 を 選び 、 あ と は 
ます 。 太 い 線 と 細い 線 そぎ 落と し ます 。 

を 組み 合わ せ て 起伏 の 
違い を 表現 し ます 。 





ハイ ヒー ル の 表現 

ハイ ヒー ル を 正面 か ら 見 る と か か と 部 
分 は 見 えま せん 。 く る ぶし を 強調 し 、 
足 の 甲 を 長く 描き まし よう 。 








骨盤 の 動き に 












が 合わ せ た し わ 
人 体 の アウ トラ イン と 骨盤 が 上 が る こと で 
同じ に な る で きる 左足 つけ 根 の 
密着 性 の 高い ジー ンズ は 、 引っ 張り じ わ は 、 右 
ほぼ 人 体 の 動き と 同じ アウ 足 よ り も 線 を 多く 措 
トラ イン を 描き ます 。 いて 人 体 の 動き を 伝 


えま す 。 





ハイ ヒー ル の 
か か と 

斜め 前 か ら 見 る と ハ 
イヒ ー ル の か か と が 
見 えま す 。 や や パー 
ス が つい て いる こと 
に 注意 し まし ょ う 。 












左右 の 
脇 の ラ イン 
手前 に 振っ た 腕 と 、 後 
ろ に 振っ た 腕 の 脇 の ラ 
イン を 描き 分 ける こと 
で 、 肩 の 位置 の 違い が 
表現 で きま す 。 


ヒッ プ の 下 の 

し わ 表 現 
後ろ 足 の ヒッ プ 下 に ジ 
ー シ ズ が た る ん で で き 
る し わ を 描く と 、 足 の 
動き が よく 伝わり ます 。 


アキ レス 膝 の 表現 


ハイ ヒー ル を 履い て いる と き 
は 、 つ ま 先 立ち を し て いる 状態 
で す (P41 参照 )。 ア キレ ス 膝 
の 線 を 入れ る と 、 よ り 華 秦 な イ 
メー ジ に な り ま す 。 
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退 送 故 和 NSHOt 坪 ③ 濁 叶 













ドレ ー デ プリ ー ツ 
の し わ 表 現 

ドレ ー ブ の よう な 滑ら か 
な プリ ー ツ を 描く と き 
は 、 細 く 長 い 線 を 細か く 
入れ る と 素材 の や わら か 
さ が 伝 わり ます 。 


女性 の 私 服 と し て 登場 回 数 の 多い ワ 
ン ピ ー ス 。 や わら か な 素材 感 と 動い 
た と き の 空 気 感 を 伝え られ る よう な 
し わ 表 現 を 覚え まし ょ よう 。 


や わら か い 
素材 の 描き 方 


や わら か い 素 材 は 、 動 
いた と き に 重力 の 影 


を 受け て 体 の ライ ン に 
沿う よう に 垂れ 下がり 
ます 。 ご この と き で きる 
し わ は 、 曲 線 を 意識 し 
て 描く と 素材 感 が 伝 わ 
りや すぐ な り ま す 。 









胸 下 の ギ ャ ザー 
を 強調 する 


腰 上 の 位置 に 入っ た ギ 
ャ ザー が 華 奏 な 体 を 強 
調 し ます 。 胸 元 の ギャ 
ザー は 少な くし て 、 胸 
下 の ギ ャ ザー に 目 が 行 





く よ う に し まし よう 。 








太 も 

ライ ン は 隠れ る 
ゆっ た り し た スカ ー ト 
の 場合 、 腰 か ら す そ に 
か け て 太もも の ライ ン 
が 隠れ ます 。 そ の 場合 
も 、 人 体 の アタ リ を 描 
いて 関係 性 を 把握 する 
と よい で し ょ う 。 

















体 を 回 転 さ せる と 、 
スカ ー ト の すそ が 空 
気 で ふく ら み 、 ド レ 
ー プ が 伸び て な く な 
り ま す 。 静止 し て い 


る と き と の 違い に 注 
意 し まし ょ う 。 


アウ トラ イン が 
浮き 出る 


足 を 曲げ る と 、 太 も も 
の アウ トラ イン が 現れ 
ます 。 太 い 線 で ワン ピ 
ー ス の 生地 を 太もも に 


左右 の し わ の レイ 沿わ せま す 。 
し わ の 違い 
足 を 曲げ た と と に よ 
つて 、 左 足 側 の ドレ 
ー プ プリ ー ツ の 幅 が 
広がり ます 。 左足 側 
の し わ 線 は あま り 描 
きま せん 。 





























ウッ ジッ ツ ー ル 


女性 の 靴 の 描き 方 
ヒー ル が 高い 靴 を 履い た 女性 を 描 
く と き は 、 ヒ ー ル の 位置 に 注意 し 
まし ょ う 。 ど ん な 形 で も 、 必 ず 足 
の か か と の 真下 に ヒー ル が つい て 


ハイ ビー ル 





引っ 張り じ わ 
手 を 上 げた 方 の ドレ ー プ ブリ ー 
ツ が 、 上 に 引っ 張ら れ て 直線 に 



















な り ま す 。 し わ の 深 さ は 線 の 太 生地 が 伸び る と 
さ で 表現 し ます 。 し わが な く な る 
左手 に 引っ 張ら れ 、 生 

地 が 伸び て ドレ ー ブ の se 

し わが な く な り ま す 。 

腰 上 か ら 腕 へ 向かう し 描 

すそ が 上 が る わ を 入れ る と 手 の 動き 

手 を 上 げた 方 の すそ が 伝わり ます 。 る 

が 上 が り ま す 。 水 平 性 

の ライ ン に 気 を つけ 


て 描き まし ょ う 。 
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男性 私 服 


男性 の 私 服 は オー ソ ド ッ クス な も の を 中 心 に 紹介 し ます 。 
びっ た り し た 衣服 と ゆっ た り し た 衣服 を 、 キ ャ ラク ター の 性 格 や 設定 ご と に 描き 分 け ま し ょ う 。 


IPI + BPS 












えり の 表現 
実際 より も えり を 
長め に 、 立て て 描 
く と 見 栄え が よく 
な り ま す 。 





| 










シャ ツ の 形 
重力 に し た が うた 
め 、 手 を 上 げた 方 
の シャ ツ の アウ ト 
ライ ン は まっ すぐ 
に な り ま す 。 


引っ 張り じ わ 
腕 を 上 げた 方 向 に 
向かっ て 引っ 張り 
じ わ を 描き ます 。 
何 本 も 描き 込ま ず 






に 、 必 要 な 線 だ け 
を 選び まし よう 。 


長袖 シャ ツ に T シ ャ ツ と ジー 
ンズ を 合わ せ た 定番 スタ イ 
ル 。 し わ の で きやすい 箇所 を KN 
確認 し 、 人 体 の 動き に 合わ せ T シ ャ ツ だ け の 場合 


て 描い て み ま し ょ う 。 





右 肩 か ら 左 腰 に 向かっ て 長い 
し わが 生ま れ ま す 。 二の腕 か 


ら 脇の下 に か け て 、 垂 れ 下 が 。 闘 か きる 
る そ で の 部 分 に 空間 が で きる 
こと も 表現 し まし ょ う 。 
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長袖 TT シャツ 
者 
ハー フ パ ン ツ 


| 
Ea \ 
[0 

長袖 の T シャ ツ は 、 細 い 線 

で し わ を 描い て 生地 の 薄 さ 

を 表現 し ます 。 生 地 の 厚 い 

ハー フ パ ン ツ は し わ の 間隔 

を 広め て 描き まし ょ よう 。 


表現 


太い 線 を 使い 、 し 
わ と し わ の 間隔 を 










背中 の 
ふく ら み を 描く 
片手 を 上 げ る と 背中 の 
生地 が 引っ 張ら れ て た 
る み が で きま す 。 この 
ふく ら み を 描く と より 
自然 に 見 えま す 。 






















細い し わ を 
1~2 本 描く 

脇 か ら 腰 に 向かっ 
て 、 ひ っ ぱり じ わ が 
で きま す 。 細 い 線 で 
し わ を 1 、2 本 描き 
必 れ まし よう 。 


















関節 に 入る 
太い 線 

生地 が 厚く 、 ゆ と り の 
ある ハー フ バ パン ツ は 、 
体 と 生地 と の 間 に 隙間 
が あり ます 。 布 の た わ 
み が 大 きい た め 、 し わ 
は 太く 濃く 描き ます 。 


正面 か ら み た 
フー ド 部 分 





えり の 途中 か ら 生地 
の 裏側 が 見 え 始 め 、 
フー ド 部 分 に つなが 
り ま す 。 


広め に 描く と と で 
生地 の 厚 さや ゆ と 
り を 表現 する こと 
が で きま す 。 











に 1 
章 
フー ド が つい て いる 服 
パー カー も マン ガ で に 
よく 登場 する 衣服 で R 
す 。 服 の 構造 を と ら 
えて 、 よ り リ アル な 
表現 が で きる よう 練 ズボン の 
習 し まし ょ う 。 すそ の し わ き 
厚い 生地 で で きた ズ の 
ボン の すそ に は 深い 後ろ か ら 見 た フー ド 欠 
ORS 後ろ か ら 見 た フー ド は 、 2 
も の 直人 民 を アッ トッ 三角 形 を 意識 し て 描き ま 還 
イン に と っ て か らし 4 
ka す 。 フ ー ド の 縁 と 本 体 の 
えり 部 分 も し っ か り と 描 服 


き 分 け ま し ょ う 。 
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| 仕方 


着色 の ボイン ト は 「 光 の 表現 」 で す 。 明 暗 や 彩 度 を コン トロ ー ル する こと で 
、 光 の 存在 を 出し て いく と キャ ラク ター に より 立体 感 を 出す と と が で きま す 。 


















S 字 状 の 腰 の ライ ン と 太もも の 下 


1 に つい た 濃い 影 に 注目 し ます 。 








顔 の 右側 と あご の 下 を 中 心 に 影 が 
つい て いる の が わか り ま す 。 

片 ひ ざ を つき 、 両 手 を 上 げ て いる 
セク シー な ポー ズ 。 全体 的 な 体 の 
ライ ン や 陰影 を と ら え まし ょ う 。 














写真 を も と に 、 女 性 が 
剣 を 振り か ぶっ て いる 
場面 を 設定 し まし た 。 
写真 より も 後ろ 足 を 立 
て 気味 に し 、 ひ じ の 位 
置 を 高く し て 、 よ り マ 
ン ガ らし い ポ ボー ズ に デ 
フォ ル メ し ます 。 
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S 、 4 アイ ム _… om 
う RS | 「 2 ダ 


明暗 表現 で 立体 感 を 出す 反射 の 表現 も 入れ る 彩 度 を 調整 し て 目線 を 誘導 す 
光 が 当 た っ て で きる 、 明る い 部 分 と 暗い 部 明暗 表現 の ほか に 、 反 射 し て で きる 光 の 表 同じ 髪の毛 で も 、 顔 か ら 離 れる に つれ て 和 彩 
分 を 描き 分 ける こと で 、 立 体感 が 出 まし た 。 現 を 加え る こと で 、 光 の 存在 感 が 増し ます 。 度 を 下げ 、 読 者 の 目線 を 顔 に 誘導 し ます 。 
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光 の 表現 光 と 影 を 表現 する 着色 方 法 を 覚え て 、 立 体感 を つけ まし ょ う 。 色 の グラ デー ショ ン を な 
め ら か に し て キャ ラク ター を 自然 に 見 せま し ょ う 。 


























ビー ニン ぐ 4 (7 ナル / 
多き NN YA メグ / / 





写真 の 人 物 の 左側 に 光源 が ある の で 、 人 物 の 右側 
に 暗い 部 分 が で き て いる の が わか り ま す 。 


顔 と 髪の毛 の 着色 


髪の毛 の ツヤ 
(明る い 色 ) 





基本 の カラ ー を 紫 に 設定 
し グラ デー ショ タダ を つ 
け ま し た 。 髪 の 毛 の ツヤ 
は 明る い 紫 色 で 表現 。 
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左 斜め 上 か ら 光 を あて る と 、 顔 は 鼻筋 あたり か ら 右 側 に 影 が で きま す 。 体 も 肩 や 
胸 、 腰 を 中 心 に 右側 に 影 を つけ ます 。 


明度 に つい て 


「 明 度 」 と は その 色 の 明暗 の 

合い の こと 。 着 色 す る 際 
は 、 明 る い 色 と 中 間 色 、 暗 
い 色 の 3 色 と 、 光 ( 白 ) の 4 
つ を 組み 合わ せ て 立体 感 を 
出し ます 。 


基本 の 肌色 
(明る い 色 ) 


暗い 肌色 と 明る い 肌 色 の 
中 間 色 が 入る こと で 、 グ 
ラ デ ー シ ョ ン が つい て 立 
体感 が 出 ます 。 








基本 の 肌色 カゲ の 色 
(明る い 色 ) (中 間 色 ) 





暗い カゲ の 色 
(暗い 色 ) 











振り 上 げた 腕 の 影 





ーー 
が 脇 に 、 ま た スカ eR 
ー ト の 影 が 太もも . 

胸 の 膨らみ は 球体 を イメ ー ジ し て 着色 し ま に 濃く 出る よう に 、 

す 。 明る い 色 か ら 暗い 色 ま で 、 上 図 の よう "コン トラ スト を 強 

に 球状 に な る よう に 塗り ます 。 くし て いま す 。 





衣服 の 着色 


し わ の 色 
(明る い 色 ) 








厚手 の ベス ト の し も や 部 
分 は 、 基 本 色 よ り 明 る 
い オ レン ジ 色 で 表現 し 
まし た 。 





ツル ツル し て いる 素材 
は 、 光 が あたっ て いる 
部 分 を 強調 し て 表現 し 
ます 。 





ie 基本 色 に は オレ ンジ を 

体 の パラ ンス を 見 て 使 設定 。 こ とこ で は や や 灰 

いま す 。 色 が か っ た 色 を 選び ま 
し た 。 





カゲ の 色 
(暗い 色 ) カゲ の 色 
(暗い 色 ) 











C:60 
M : 86 
Y:86 
K :25 


ーー | 黒い 衣服 は 、 あ ま 
り グ ラ デ ーション 
(暗い 色 ) を つけ な い 方 が コ 
基本 色 か ら 明度 を 落と C :39 | ント ラス ト が は っ 
し て 、 茶 色 に 近い レッ M:79 | きり する の で 、 シ  「 胸 の 着色 」 と 同様 に 、 
ド を 影 表現 に 使用 し て 8 | ャ ー プ な 印象 に な 。 影 表現 を 利用 し て 球 休 
いま す 。 り ま す 。 を 表現 し まし ょ う 。 
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明度 と 彩 度 の コン トロ ー ル 


明度 だ け で な く 、 色 の 鮮やか さ で ある 「 彩 度 ] を 調整 する だ け で 、 イ ラス ト 
に 立体 感 と メリ ハリ を つけ る こと が で きま す 。 





明度 ・ 彩 度 が 未 調 整 な まま 


顔 と 体 の 肌 の 色 が 、 灰 1 


色 が 混 さ っ た よう に く 





すん で 見 えま す 。 全 体 的 に 影 表 現 が 控え め な 
の で 明暗 が あま りつ いて いま せん 。 






















基本 の 肌色 
(明る い 色 ) 





暗い カゲ の 色 
(暗い 色 ) 


C :45 
M:66 
Y :13 
K: 0 








明度 ・ 彩 度 を 調整 する 

首 や 腕 、 太 も も 部 分 の 陰影 を 強く し 、 肌 も ワン トー ン 明 る 
い 色 に 変更 し まし た 。 影 に な っ て いる 部 分 や 、 あ まり 重要 
で は な い 部 分 の 色合い を 背景 の 色 に 近づけ た り 、 彩 度 を 落 
と し た りす る こと に よっ て メリ ハリ が 生ま れ ま す 。 




















彩 度 に つい て 


「 彩 度 ] と は 色 の 鮮やか さ の こと 。 満 
り の な い 色 が 最も 彩 度 の 高い 色 で 
す 。 名 色 に 白 や 灰色 、 黒 な ど が 混 








る と 彩 度 が 下がり ます 。 





基本 の 肌色 カゲ の 色 暗い カゲ の 色 
(明る い 色 ) (中 間 色 ) (暗い 色 ) 


視線 を 誘導 する 


カラ ー イ ラス ト の 場合 、 キ ャ ラク ター や 構図 、 背 景 の 着色 を 工夫 する こと で 、 
一 番 見 せ た い 部 分 を 目立た せ 、 作 品 の 訴求 力 を 高め る こと が で きま す 。 


























顔 ま わり の 彩 度 を 上 げ る 構図 を 工夫 する 
顔 と 胸 の まわ り の 彩 度 を 上 げ 、 下 半身 や 腕 、 服装 の 彩 度 を 落と す 。 道路 や ビル 、 飛 行 船 を 結ぶ ライ ン が 画面 中 央 に くる よう に 計算 さ 
こと に よっ て 、 視 線 が 顔 に 集中 し ます 。 れ た 構図 で す 。 銃 を 持っ た 手 を 近 景 に 描い て いる の も ポイント 。 






































基本 の 肌色 カゲ の 色 暗い カゲ の 色 
(明る い 色 ) (中 間 色 ) (暗い 色 ) 
G: 8 CC: 4 3 C:38 
M: 12 。 M:22 M : 41 
Y :19 YS27 Y :31 
Ks 0 - _ K: 0 K: 0 
空気 遠近 法 を 使う 人 物 以 外 の 背景 を ぼかす 


遠く の も の ほど 薄く か すん で 見 える 、 と いう "空気 遠近 法 " を 使う と 、 画 面 に 奥 目立た な せ た い 対象 に だ け ビ ピン ト を 合わ せ 、 ほ か の 部 
行き が 出 て 手前 の キャ ラク ター が 目立ち ます 。 近 景 、 中 景 、 遠 景 と 速く な る に 分 を ば ぼや けさ せる こと に よっ て 、 見 せ た い 部 分 を く 
つれ て 青み が か っ て 見 える よう に 着色 し まし ょ う 。 っ きり させ る こと が で きま す 。 
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あと が き 


よく 聞か れ ま す が 、 私 は 美術 大 学 や 専門 学校 等 は 出 て いま せん 。 
本 格 的 に 絵 の 勉 強 を 始め た の は 30 才 近く に な っ て か ら で す 。 
し か も イラ スト の 仕事 を 始め て か ら ……。 
それ まで は 全く イラ スト と は 関係 の な い 仕 事 を し て いま し た 。 
そん な 自分 が 、 こ の よう な 技術 書 に 携わっ て いい の か 正直 迷い まし た が 、 
自分 が わか ら な く て 悩ん だ こと 、 和 失敗 し た こと 、 
同じ よう な こと で 悩ん で る 方 々 の た め に な れ ば と 思い 、 描 か せ て いた だ きま し た 。 
写真 と 比べ て ほし く て 、 少 し デフ ォ ル メ の 表現 は お さえ て いま す が 、 
な る べく わか りや すく な る よう に 心掛け た つも り で す 。 
この 本 の お か げ で 、 目 分 自身 に と っ て も 新しい 発見 や 
技術 の 向上 に つなが り ま し た 。 
素晴らし い モ デル さん と スタ ッ フ の 皆様 の お 力 の お が げ だ と 思い ます 。 
あり が と う ご ざ いま し た 。 
まだ まだ 未熟 な 自分 で は あり ます が 、 表 現し た いこ と が 山 ほ ど あ り ま す 。 


この 本 が 皆さん の 表現 の 、 そ し て 夢 へ の 手助け に な れ ば 幸い で す 。 


西野 幸治 
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